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　　　　プロローグ






　グランドに甲かん高だかいかけ声が飛び交っている。体操服姿の女の子たちが、ゴールに挟まれたフィールドで白黒のボールを追って走る。女の子の数は正確に二十二人。サッカーだ。現在、学園の大グランドでは一年Ａ組の体育の授業が行われている。

　女の子たちが走り回る姿を、オレはグランドの端の方に体育座りしてボーッと見守っている。男女比率が普通の学校であれば、体育は男女で分かれてやることもあるが、エピタフこの学校はほぼ女子校のような学校。男子のオレがいると戦力バランスがおかしくなる、ということで、オレは練習だけ参加して、試合は見学を体育教師から命じられたのだった。ゴールキーパーくらいならいいのでは、と主張することもできる。だが世の中にはドリブルで敵陣のゴールに迫るゴールキーパーもいるらしいから、この処置は仕方がないのかもしれない。

（まあ、別にサッカーしたいわけでもないけどね……）

　地べたに腰を下ろしながら、そんな風に思う。元来それほど運動が得意でもないので、サッカーだからって気持ちが高まるわけではない。それに、ここから教師公認のサボタージュをしながら、ボールを追う女の子たちを眺めているのも悪くはない。エピタフは体操服も一流デザイナーが監修したもので、結構、可愛かわいいのだ。短パンから伸びる細い足が眩まぶしい。発育のよい女の子が、ゆさゆさと胸を揺らしながら全力で走るのを見ているのは目の保養になる。

　もっとも、運動神経のよい女の子ばかりではないので、サッカーのレベルは高くない。ポジションは完全無視で全員がボールの周りに集まる〝ワーワーサッカー〟だ。

　しかし、その中に一人、ルール違反なみに上う手まい子がいる。

　六りく道どうだ。

　その時、六道がボールに群がった女の子たちの中から、リフティングで抜け出した。華か麗れいなドリブルで上がっていく。他の女の子たちはそれを追うが、ドリブルの六道に追いつくことができない。六道はそのまま、ゴール前にまで迫る。

　相手チームのゴールキーパーは四し之の杜もりだ。

　ゴールの前にポツンと突っ立っている。手も構えていない。ボーッとしている。やる気がないのを全身で示している。ああいう性格だからゴールキーパーを任せたのだと思うが、むしろフィールドにいた方がよかったんじゃないか、という気もする。彼女の体にボールをぶつけない限り、ゴールが決まりそうな感じだ。

　六道はそのガラ空きの四之杜のサイドに向かってシュートを放つ。無人のゴールに向かってボールが飛び、このまま点が入ると思った寸前、













　誰かが横から四し之の杜もりの裏に走りこみダイブ。ヘディングでボールをクリアした。

　その子はそのまま地面に落下。だが、ボールはコロコロと転がっていき、サイドから外に出た。

「すげえなあ」

　あの鋭するどいシュートに頭を合わせるなんてすごい運動神経だ。誰だと思って目を凝らすと、

「あ、斉さい藤とうさんか」

　クラスでオレの隣の席に座る斉藤さんだった。そういえば、試合開始早々から、いい動きを見せていた。チームメイトがボールに群がる中、一人ディフェンスラインを保持していた。相手チームで六りく道どうに対抗できているのは、彼女くらいしかいない。どこか天然で、優しい性格をしているが、運動神経がとんでもなく良いらしい。そういえば、入学時につけていた眼鏡を今はつけてない。いつの間にかコンタクトに変えていたのだ。

　だが、地面に顔面から着地した斉藤さんは、倒れたまま動かなかった。打ち所が悪かったのか、立ち上がることもできそうにない。

「大丈夫かな？」

　オレは腰を上げようとしたが、すぐに女の子たちが沢山集まってきたので止やめた。こういう時の女の子の連帯感には驚かされるものがある。

　女の子たちに支えられながら斉藤さんは立ち上がる。保健係の女の子たちに支えられながら、足を引きずって保健室に連れられてしまった。

「大おお怪け我がじゃなければいいけど……」

　斉藤さんとは同じクラスのクラス委員、副クラス委員という関係以上に仲がいい。隣の席だし、初めて学校で知り合った友人（内うち田だを除く）。〝例のオレの秘密〟を知らないのも嬉うれしい。

　休憩時間になっても帰らないようなら保健室に顔を出しに行こうかなと思っていると、体育教師（♂）がオレの方に駆けてきた。

「三人いなくなったから、出てくれ」

「いいんすか？」

「本気出すな。怪我をさせるな。悪さをするな。殺すぞ」

　教師が殺すとか言うなよ、と思いながら、オレは尻の草を払いながら立ち上がる。そして、フィールドへ向かう。

「スーパーサブ登場だ！」

「斉藤さんがいない今、新しん藤どうくんだけが頼りなんだから！」

　女の子たちが冗談めかして騒ぎたてる。

（あんま期待されるのも困るんだが……）

　思いながら、スローインされるボールの近くに行く。

　六りく道どうが近づいてきた。オレのすぐ横に立つ。

「ちょっ、近くね？　ワンマークかよ」

　チラ見しながらツッコミを入れたが、無視される。長い黒髪をポニーテールに結び、まるで女性剣士のような風ふう貌ぼうをしていた。気合の入った目は、ジッとスローインされるボールに向けられている。

　ボールがスローインされる。転がるボールに向かう。オレがボールをトラップしようとした時、横から六道が体を入れてきた。風のように素早くオレの目の前を通り抜ける。トラップしようとしていたボールがいつの間にか奪われていた。六道は奪ったボールをドリブルしながら、ペナルティエリアへ上がっていく。

「や、やべえ」

　このままではせっかく、斉さい藤とうさんがクリアしてくれたのが無駄になってしまう。オレは全速力で六道のドリブルを追おうとする。だが、六道はめちゃくちゃ速い。オレがようやく追いつき、彼女の前に回りこんだ時には、既にペナルティエリアの中にまで達していた。

　オレは六道からボールを奪おうと、足を伸ばす。

　そのオレの両足の間に、ボールを通される。六道自身は、オレの足を軽く飛び越えていく。

「ま、また抜き!?」

　オレがあっけに取られている間に、六道は足を振り上げた。

　蹴けられたボールは高速で飛び、相変わらず電信柱状態の四し之の杜もりの横を抜けていく。そして、そのままゴールに突き刺さった。

「……」

　プライドを大きく傷つけられたオレの目の前で、六道は集まってきた女の子たちに祝福されていた。女の子たちに囲まれながらもクールな表情を崩さないでいる六道。悔しいが、ちょっとかっこいいと思った。つ──か、彼女が試合に出てオッケーなら、最初からオレも出てよいのではないだろうか。

「もう、情けない！」

　同じチームの最も上がみがやってきて、不機嫌そうな面で腰に手を当てていた。その育ちのよさそうな顔に、体操服のギャップが可愛かわいかった。短パンから伸びる足がものすごく細い。実物を見たことはないが、あれがカモシカの足と言うヤツかもしれない。

「男なのに負けてどうするのよ！」

「分かってないな。あいつは男とか女とか、そういうカテゴリーに分類できない存在なんだよ」

「男でも女でもなかったら、なんなのよ！」

「宇宙人とかスーパーマンとか」

「なによ、それ！　とにかく、失点の責任、取りなさいよ」

「つーか、最も上がみこそ、もっとがんばれよ。さっきから全然動けてないみたいだったけど。ボールの近くによっていくだけで」

「私は無理よ。汗かくの嫌いだもの」

「ったく、他人任せなんだからなあ」

　オレが首を振っていると、突然、構内放送のチャイムが鳴り響き、拡声器から声が聞こえてきた。

『自動音声の案内です』

　二ふたッつ谷やの声だった。

　……ものすごく嫌な予感がする。

『パターンＥ。生徒会メンバーおよび一年Ａ組の新しん藤どうくんは、至急、生徒会室へ来てください。繰り返します。生徒会メンバーおよび一年Ａ組の新藤くんは、至急、生徒会室へ来てください』

「オレだけ個人名で呼び出し!?」

　ツッコミを入れつつ六りく道どうの方を向くと、

「って!!」

　既に六道はメイン校舎に向けて走っていた。ウサイン・ボルトもかくや、とばかりに両手を大きくスライドさせながらグランドを駆け抜けている。

「全速力!?」

　しかもその後ろを、三み浦うらや四し之の杜もりまでもがついて走っていた。二人とも普段の緩慢な動きからすると、かなりの速さだ。

「みんな、なんて真面目まじめなんだ……」

　生徒会メンバーの職務への忠誠心に感服していると、

「なに？　また生徒会がなにか悪いことをするわけ？」

　最上にものすごく嫌そうな顔で言われた。

「い、いや、悪いことってわけじゃないと思う。たぶん……」

「お──い、新藤！　呼び出しだ。早く行け！」

「は、はーい」

　深い事情を知らないと思われる体育教師に促されながら、オレも六道たちの後を追って、走り出した。





　　　☆






　中央校舎の一階にある、生徒会室に降りられる秘密エレベーターの前で、ようやく六りく道どうたちに追いついた。扉が開くと、速やかに中に入る。

「パターンＥってなんだっけ？」

　息を切らせながら、六道に尋ねる。

「パターンＥは、天使アポストルスが発現したことを意味する」

　いつもの無愛想で答えられる。当然、まだ三人は体操服を着たままだ。モワモワとエレベーターの中に女の子たちの甘酸っぱい匂においが充満していて、息をしていると変な気持ちになってくる。

「じゃあ、また天使が現れたってこと？」

　にしては、いつも天使が発現した時に聞こえる高周波の音がない。その上、実物が見えないから、出たと言われても実感がまるで湧わかない。

「場所は？　どこに現れたわけ？」

「今、カナに問い合わせている。……カナ？」

　その六道の表情が厳しくなった。

「それは正確な情報なのか？　──そうか、分かった。とにかく急いでそちらへ向かう。エレベーターの準備を頼む」

　電話を切ると、眉み間けんに皺しわを寄せて腕を組んだ。

「なんだよ。どこに現れたって？」

「グレーブヤード……地下だ」

「えっ！」

「！」

　六道の言葉に三み浦うらと四し之の杜もりも顔色を変えた。なんかものすごくヤバイ場所のようだった。

「地下？　グレーブヤードって？　生徒会のある場所とは違うわけ？」

「……違う。さらにその下なんだ」

　六道は重苦しい表情で唇を噛かんだ。

　やがてエレベーターが停とまり、地下のドームに着く。生徒会室のあるあの神社の本殿のような建物に入ると、一いちの宮みやさんと二ふたッつ谷や、五いつ木き先生の姿が既にあった。全員とも迷彩服で対テッセラクト武器アンチテツセラクト・ウエポンを装備している。

「状況は？」

　六道が壁にかけられたライフルに向かいながら鋭するどく問う。

「十分前に地下に天使の反応が現れました。現在も反応は消えていません！」

　ノートＰＣを見つめながら答える二ッ谷の顔にも、焦りの色が混じっている。一宮さんや五木先生も、明らかにいつもと様子が違う。

（なんでだ。この地下になにか特別なものでもあるのか？）

　胡う散さん臭くさいこと甚だしいが、今、訊きくのは止やめておいた。

「装備が整い次第、すぐにグレーブヤードへ向かう！」

　言うや、六りく道どうは体操服に手をかけて脱ぎ捨てた。

「お、おいっ」

　ツッコミを入れている間に、さらに下のショートパンツも脱いで、白のパンツとブラの格好になった。

　オレは慌てて顔を背ける。

（……心臓に悪いって！）

　動どう悸きがする心臓を押さえる。六道は羞しゆう恥ち心しんがないために、男のオレの前でも半裸になることは今までにもあった。しかし、何度経験しても慣れない。

「行くぞ」

　二十秒も経たたない内に迷彩服に着替えた六道がライフルを持って、生徒会室の中央、円えん卓たくに囲まれた、メインモニターのある場所へ移動していった。

「へっ？」

　呆ぼう然ぜんとしているオレを尻目に、二ふたッつ谷やを除く他の生徒会メンバーも同じ場所に向かう。三み浦うらと四し之の杜もりは体操服のまま、通常兵器アームズを手にしていた。

「新しん藤どうも早く、こっちへ！」

「なんでそんなところへ？」

　意味は分からないが、六道に促されるまま、オレも同じように円卓の内側へ移動していくと、

「エレベーターを起動します！」

　二ッ谷の声と共に、中央に置かれたモニターが床に潜り始めた。代わりに手すりのような物が床から現れる。生徒会メンバーはなんの違和感もなさそうに手すりを持つ。オレはそれを呆然と見つめている。

「新藤も掴つかまった方がいい。結構、揺れる」

「揺れる？」

　言葉の意味を聞き返そうとした時、床が震動を始めた。床面に埋められたＬＥＤライトが光輝き、ゆっくりと、床全体が降下を始めた。

「つ──か、これがエレベーターなのかよ！」

　オレが叫んでいる間にも、円形の床は周りをコンクリートに囲まれた丸い通路の中を下っていく。結構な速度が出ているので、確かによく揺れる。こんな開放感抜群のエレベーターに乗るのは初めてだ。

「で、グレーブヤードってなんなわけ？」

　下降するエレベーターの中で、オレは改めて問う。

「学園エピタフの地下には、巨大な空洞があるのよ」

　一いちの宮みやさんが相変わらず深刻そうな表情で言った。

「空洞？　自然にできたものですか？　鍾しよう乳にゆう洞どうみたいな？」

「いえ……。完全なる人工の場所よ」

　チラチラと六りく道どうの方を気にしながら答えていた。

「……そこになにがあるんですか？」

「それは……行けば分かるわ」

　明らかに言葉を選んでいる感じがする。しかも六道以外の生徒会メンバーも、全員が重苦しい顔をしている。グレーブヤードという場所は、生徒会のメンバーにとって重要な場所らしい。

（つーか、その話もオレは聞かされてなかったけどな……）

　眉み間けんに皺しわを寄せて、六道を見やる。今までもそうだった。生徒会はオレに大事なことを教えようとしない。別に疎外感を覚えるわけじゃないが、隠しごとをしている割に、時々、仲間意識のようなものを匂におわせるのが気になる。

　エレベーターは速度を落とし、やがて停止した。そこは三方をコンクリートの壁に囲まれた狭い場所だった。唯一開かれている正面の向こうは真っ暗くら闇やみに包まれている。よく見えないが、ものすごく広い空間がある予感がした。

「カナ……。光源を」

『了解』

　ヘッドセットからカナちゃんの声がすると、真っ暗だった空間に灯あかりが照らされた。そして、全容が明らかになる。

「……」

　オレは思わず息を飲みこんだ。そこは本当に巨大な、空洞と呼ぶのが相応ふさわしい場所だった。生徒会本部が入っている岩のドームの階層を、さらに巨大にしたような空間。上には屋根付のオリンピックのメイン会場なみに高いコンクリート製の天井がある。周囲はどこを見ても壁が見えないくらいに広く、コンクリート製の柱がいくつも生えている。まるでギリシャの神殿の中のような場所だ。

　足元は土である。そして、柱とは別に、焼かれて真っ黒になった木がそこら中に生えていた。まるで山火事になった森の残ざん骸がいだ。

　残骸の中には砂利の敷き詰められた道があり、その道の向こうには同じく焼け落ちた日本家屋らしきものがあった。日光がないためか、全すべてのものが灰色になっている。まるで滅びた文明の遺跡のようだった。

「な、なんなんだよ、ここは……」

　ヤバイ匂いがプンプンする。学校の地下に巨大な空洞があり、そこに奇妙な残骸が残っている。生徒会の誰もが詳しいことを説明しようとしないし。

「天使アポストルスは、まだここにいるか？」

　六りく道どうがヘッドセットに向かって囁ささやく。

『はい！　すぐ近くにいると思われます』

「見えないが……、姿を隠しているのか？」

　六道は武器を構えたまま、周囲に目を配る。

「新しん藤どうくんのロキで場所を特定できないかしら？」

「それはできるかもしれないですが……」

「いや、新藤には突然の攻撃に備えて、いつでもスヴァリンを呼び出せる状態にしておいた方がいい」

　六道は首を振る。

「分かった。じゃあ、オレはいつでもスヴァリンを出せるようにしておくよ。みんなはオレの近くにいてくれ」

　今では戦機乙女ヴアルキユリアが近くにいなくても、二人の力を呼び出すことができるようになっている。もし天使が物理的な攻撃をしてくるのならいつでも展開し、ここにいる全員を防御できるはずだ。

「隠れた敵は私の鉾ほこであぶりだす。カナ、天乃魔返鉾グングニルの封印の解除を！」

『了解しました。天乃魔返鉾コントロールシステムを起動。解除プログラムラン！』

　六道の誇る最強の兵器アームズ。生徒会で最大の火力を持つという天乃魔返鉾。その発射までのカウントダウンが始まった。




　10、９、８、７、６……。




　その時、

『テッセラクト指数の上昇を確認！　天使が発現します！』

　カナの悲鳴のような声がイヤホンに響いた。同時に、空中に光輝く紋章のような物が浮かぶ。天使が現れるゲートと呼ばれる存在。

「くうっ……」

　高周波の音に襲われて、オレは歯を食いしばった。天使が発現する時に襲われる、正体不明の音。なんど聞いても不快な異音。




　５、４、３……。




　カウントダウンが進む中、一いちの宮みやさんや五いつ木き先生が、ゲートへ向けてライフルの連射を開始する。弾丸が照明に照らされた空間を飛びゲートを捉とらえる。天使アポストルスがゲートから出てきた瞬間をしとめるつもりだ。

　そして、

『天乃魔返鉾グングニルシステムスタンバイ！』

「天乃魔返鉾起動！」

　六りく道どうが冷静に叫んだ。

　彼女の腕に光が集中し、巨大な鉾ほこを形成していく。地上の全すべてのものを貫つらぬくことができる鉾、〝天乃魔返鉾〟が姿を現す。

　グングニルをゲートに向ける。




「天乃魔返鉾───────！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」




　六道が叫び、鉾の先端から放たれた六色の光がゲートへ飛ぶ。

　巨大な光の束がゲートを包みこむ寸前、

「!?」

　六道が眉まゆ根ねを寄せた。

「ええ？」

　オレもまた、口を開けた。光で象かたどられた幾き何か学がく紋もん様ようが姿を消したのだ。まるで元からなかったかのように忽こつ然ぜんと。

　発射された天乃魔返鉾の光はそのまま飛んで行き、天井に激突して姿を消した。

「消えた？　どういうこと？」

　五いつ木き先生が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「カナ、反応は？」

『……き、消えました。天使の反応が完全にグレーブヤードから消えています。学校内のほかの場所にもありません』

「……むう」

　六道は唇を噛かみしめた。

「天使が自ら撤退した？　新しん藤どうくんを目の前にして？」

「六道さんの天乃魔返鉾に形勢不利と見て撤退するなんて……。そんなことって、ありえるのかしら？」

　一いちの宮みやさんと五木先生も驚きを隠せない様子だった。

（よく分からないけど、敵はいなくなったらしいな……）

　その証拠に、耳鳴りは収まっていた。

「まだ、消えたとは限らない。再び現れる可能性もある」

「どうかしら。反応が全くないってことは、完全にテッセラクトに撤退したんじゃないの？」

　小声で話し始めた六りく道どうと一いちの宮みやさんを放ほうって、オレはグレーブヤードと呼ばれる場所を歩き始めた。灰色に朽くちた森の中の砂利道の上を、奥へと向かっていく。いつの間にか、勝手に足が動きだしていた。

（天使アポストルスより、こっちの方が興味あるぜ……）

　なぜか、この場所に惹ひかれるものがあった。幻想的な光景というだけでなく、もっと根本的なところで気になる感じがする。砂利の上をしばらく歩いて、エレベーターから見えた燃えた屋敷の残ざん骸がいの前までいく。

「……なんだよ、これ、どうなっているんだ？」

　かつては立派な日本家屋だったようだった。だが、大半の部分がえぐられたように燃えて落ち、屋根がない。かろうじて柱と天井が残っている場所も、光が当たらない場所のために灰色になって朽ちていた。

「なんなんだ、これ」

　オレはジッと廃はい墟きよとなった屋敷を睨にらんでいた。どうしてこんなものを地下に残しているのか？　屋敷だけでなく、朽ちた森とかもそのままあるのが変だ。なにか重要なことがここであったのではないか？













「……新しん藤どう、一人で移動したらダメじゃないか。またいつ、天使アポストルスが現れるか、分からないんだぞ」

　六りく道どうが生徒会メンバーを引き連れてやってくる。

「……つーかさ。それより」

　オレは目の前の屋敷を見やりながら、六道に言う。

「ここはなんなんだ？　一体、なんのために、校舎の地下にこんなところがあるんだ？　ちゃんと説明を聞かせてもらいたいな」

「……」

　答える代わりに六道は無言でオレを見る。

「またかよ。まだダンマリ？　なんか話しづらいことでもあるのか？」

「い、いや、そういうわけじゃないんだが……」

　六道は歯切れの悪い態度で下を向く。

「……ここは墓場なのよ」

　一いちの宮みやさんがポツリと言った。

「墓場？」

「ええ。そして、上の学校は、墓の上に建つ墓標エピタフなのよ」

　──と。









　１章　斉藤さんとのデート






　グレーブヤードへの出撃が空回りに終わった後、オレと生徒会メンバーは生徒会室へ戻っていた。オレを含めて全員が、険しい表情で席についている。重苦しい空気が室内に蔓まん延えんしていた。

（まだ、きちんと教えてもらってないし……）

　不満そうな顔で、オレは六道をチラチラと見る。地下にあった場所について、未いまだに明確には説明をしてもらっていない。

「先ほどの襲撃についてだが……」

　六道が話し合いを始めようとした時、オレは挙手して立ち上がった。

「天使の話の前に、聞かせて欲しい。墓場ってなんのこと？　墓標って？　納得のいく説明をしてくれよ」

　普段なら、あっさり流していたかもしれない。ただ今回は、どうしても知りたかった。あのグレーブヤードと呼ばれる場所には、ひっかかるものがある。適当な説明で納得するつもりはなかった。

「なんなんだよ、あの場所は？　あの黒くなった森はなに？　廃はい墟きよになった屋敷は？　納得がいく説明をして欲しい」

　六りく道どうはしばらく困ったような顔をした後、小さくため息をついて、

「……分かった。話すよ」

　コクリと頷うなずく。

「……」

　オレは無言で座り、六道を見返す。

「……前に話したことだが、新しん藤どうの中にある〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟は七兵器家セブン・アームズの一つ七なな夜や家の七夜由ゆ実みが呼び出したものだ」

「ああ」

　一いちの宮みや家、二ふたッつ谷や家、三み浦うら家、四し之の杜もり家、五いつ木き家、そして六道家。エピタフの創設者であり生徒会を構成する六人の他に、七人目の人間がいることを、オレは六道から伝えられた。彼女がキーパーソンだと。

「……そして、七夜が〝万の兵器師〟を呼び出した場所。それが、さきほどのグレーブヤードだ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。そ、それって十年前のことだよな」

「ああ」

「そんな昔から、あんな地下の空洞があったってこと？」

「いや、そうではない」

　六道は静かに首を振った。

「もともと、この学校がある場所にはかつて七夜家の別荘があったんだ。七夜はその別荘の屋敷の近くで〝万の兵器師〟を召しよう喚かんした。この話は前にした通りだ」

「……」

「……その召喚の際、問題が起きた。この地にあった鎮ちん守じゆの森が、別荘もろとも何キロにも渡って燃えたんだ。我々はその燃やされた森に、鉄筋コンクリートの柱を建て、コンクリートのドームで覆った。そして、さらにそのドームの上に土を入れ、造成して、建てたのがエピタフのメイン校舎だ」

「!?　森をコンクリートで覆ったって!?」

　開いた口が塞ふさがらなかった。地下のドームに、神殿のような柱がいくつもあった理由が分かった。あれは地下ドームを作るための杭くいなのだ。

「つーか、なんでそんなことをする必要があるんだ？　なんか召喚した場所が世間に知られたら、よくないのか？」

「そういうわけではないが……」

「一つは、七兵器家の人間が〝万の兵器師〟を復活させたという証拠を隠したかったからなのよ」

　一いちの宮みやさんが代わりに答えた。

「私たち、テッセラクトを使う者たちにも派閥があり、勢力争いがあるのよ。国内なら私たち七兵器家セブン・アームズが掌しよう握あくしているけど、海外勢はそんなことはない。彼らの中には、四し之の杜もりさんのように分析が得意な人もいるから、あの場所や復活させた事実を感知される可能性があった。もし、そんなことになれば、国際的な七兵器家のプレゼンスは失墜する。外国勢に進駐される恐れすらあった」

「……」

「逆に全すべてを消し去って、証拠を隠滅すればよいのだけど、今後、もし〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟をテッセラクトに封じるという段階になったら、一度ゲートが開いたあの場所は封印に最適な場所になるの。だから、私たちは莫ばく大だいな時間と費用をかけて、学校の地下に秘匿したのよ」

「……なるほどな。結局、君たちの都合でそのまま保存しているんだ。墓場なんて名前をつけて……」

　すっきりしないので、嫌いや味みっぽい言い方になった。

「そもそも、その七なな夜やって人は、なんで、諸悪の根源である、〝万の兵器師〟を呼びだしたんだ？　前にも聞いたかもしれないけどさ。世界征服でもしたかったわけ？　一般人のオレには意味がわかんないんだけど」

　オレは生徒会メンバーを見回した。

「……七夜は天才だったんだ」

　六りく道どうが目を細める。

「そう。七兵器家の中でも、あれほどの天才はいないと言われていたわ。テッセラクト指向性もとてつもなく高かった。若じやつ干かん十二歳で七夜家の当主となり、七兵器家のリーダーをやっていたの」

「齢よわいが近かったから、私も仲よかったんだけどねえ。テッセラクトの才能は全然負けていたけど」

　五いつ木き先生と一宮さんが付け加える。二人の口ぶりだと、今の七兵器家の誰よりも、才能があったのかもしれない。

「でも天才だからこそ、七夜はテッセラクトの全兵器を、自らの兵器アームズとして召しよう喚かんしたいと考えていた。そこで、〝万の兵器師〟を召喚しようとしたんだ」

　六道はため息を吐きだした。

「でも、彼女をもってしても、〝万の兵器師〟を御することはできなかった。〝万の兵器師〟は暴走し、鎮ちん守じゆの森と屋敷を燃やした。七夜家の別邸は破壊されつくし、そこにいた七夜家の人間と関係者の全員が亡くなったの。由ゆ実みさんも行方不明。そして、魔神は新しん藤どうくんの中に入った……」

　一いちの宮みやさんもため息をつく。

「……そこんところが分からないんだが、なんで魔神がオレの中に入ったわけ？　そろそろ教えてくれてもいいんじゃないか？」

「それは……」

　六りく道どうが唇を噛かむ。

「またダンマリ？　大事なことになると、すぐに何も言わなくなるんだな……。なんか言って、困ることでもあるの？」

　六道をジッと見つめる。六道はやはり、苦しそうな顔をしていた。

　エピタフに来て、六道たちと出会った時からずっとそうだった。六道を含め、生徒会メンバーは決して真実を話そうとしない。説明せざるをえない状況になってようやく話す。それも部分的に。

「ゴメン……。でも、そこはまだ分かってないことも多いんだ。だから……、話せない。どうしても」

「じゃあ、分かっていることだけでも話してよ」

「……ゴメン」

　六道はうつむいてしまう。正直、またかとしか思えなかった。理由は分からないが、いつも〝なぜオレの中に〟の部分になると、話してくれなくなる。なにか彼女や生徒会にとって、都合の悪いことでもあるのか？

「新しん藤どうくん、今は、我慢してくれないかな？」

　年長者として気をきかしたのか、五いつ木き先生がオレに言ってきた。

「ええ、まあいいですけど……」

「じゃあ、十年前のことはとりあえず置いておいて、さっきあったことについて、話し合いましょう。その方が建設的だわ」

　口を噤つぐんだ六道の代わりに、一宮さんが司会役を買って出ていた。建設的とは思えなかったが、黙っておいた。

「なぜあの場所に、今日、天使アポストルスが現れたか……。不思議なことよね」

「そうなんだ……」

　六道がオレの方を気にしながら頷うなずく。

「そして……、さっき反応のあった天使は、今までにない特徴があった。今まで天使は必ず新藤のいる場所に発現していた。目的は新藤を、体内の〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟もろとも破壊するために……」

（確かに、そうだな……）

　その点については、同意だった。今まで全すべての天使は、オレの目の前に登場した。エクスカリバーの時もジェスターの時もだ。

「……だが、今回は、なぜか学園地下の深層部に発現した。恐らく、学園の検知器がなければ、新しん藤どうは天使アポストルスが現れたことすら気が付かなかっただろう」

「確かに……。しかも、今回は、いつも天使が発しているような、〝殺意〟もなかったんだよなあ。耳鳴りはあったけど」

　今までの天使は対たい峙じした時、いつも強烈な〝殺意〟をオレに向かって発していた。「殺す」とか「消滅せよ」という、直接的で単純な負の感情をぶつけてきていた。だが、今回はそれがない。

「しかも、新藤がその場所に行ったにもかかわらず自ら撤退した……。今まで、ただ闇やみ雲くもに新藤に攻撃してきていた天使とは根本的に何かが違う。もっと違う行動原理に基づいて、動いている気がする」

「それに、なんで逃げたんでしょう？　天乃魔返鉾グングニルシステムを起動直後に撤退しましたから、関係あると思うのですが……」

　二ふたッつ谷やが首を傾かしげる。

「四し之の杜もりさん、なにか分からない？」

　一いちの宮みやさんが、それまで無言でいた四之杜の方を向いた。四之杜は、いつもの低血圧の青白い顔を上げた。

「……〝万能の杖ソクラテス〟を出してないので詳細には分からない。ただ、今回の天使には〝知性〟のようなものを感じた」

「知性？」

「そう高い知性……。グレーブヤードに現れたことも、私たちが向かった直後に姿を消したことにも、何らかの強い意図を感じる。一連の行動には意味があると思う。……だから、あの天使には知性があると確信する」

「なるほど……。もしかしたら、私たちはあの場所で、天使に監視されていたのかもしれないわね」

　一宮さんがハアとため息をついた。

「……とにかく、一つだけ分かることがあるんだ」

　六りく道どうはため息をついた。

「それは……今回はまだ、どんな相手か分からないから、対抗する戦機乙女ヴアルキユリアも召しよう喚かんのしようがないということ」

「確かにね」

　肩をすくめながらオレは言った。

　普段であれば天使の襲撃の後、すぐに対抗できる戦機乙女が分かり、それを発現させるための女の子も分かった。だから、いつもならこの状況で六道たちにせっつかれながら、女の子の攻略の作戦を練らないといけなかった。しかし、今回はその必要がない。

　なぜかホッとしたような気持ちになってくる。今まで生徒会に言われるままエピタフの女の子たちと仲良くなってきたが、前々から打算だけで彼女たちに近づくことに抵抗があったのだ。

（しばらくは、オレはなにもしなくてよさそうだな）

　会議室に広がる重苦しい空気の中、オレはこっそり、安あん堵どのため息をついた。










　会議が終わり、オレが生徒会室から出て行こうとしていると、六りく道どうに呼び止められた。

「新しん藤どう、ちょっと……話があるんだ」

　六道はいつになく不安そうな顔をしていた。さすがに断れなかった。

　オレは六道に連れられて、生徒会の下にある訓練室へ行った。以前、戦機乙女ヴアルキユリアがいなくても彼女たちの力を使えるようになるための特訓を行った場所だ。

　訓練室に入ると、前を歩いていた六道は振り返った。

「その、新藤……」

　ばつの悪そうな顔をしていた。

「なに？」

「いや、その……」

　六道はモゾモゾと体を動かす。いつも自信に溢あふれた彼女からは考えられないくらい、はっきりしない態度だった。

「なんなの？」

「えっと」

　意を決したように頷うなずくと、オレを見つめなおした。

「新藤はもしかして、生徒会に、いや私に不信を抱いているのか？」

「えっ？」

　驚いた。まさか六道からそんな言葉が出てくるとは思っていなかった。

「どうなんだ？」

　さらに心配そうに、彼女はオレの顔を見る。

「いや、不信ってこともないけど……」

　六道の顔を見ていると言いたいことを言えなくなりそうなので、オレは横を向いた。

「ただ、もっと、大事な情報を教えて欲しいとは思ってる」

「つまり、やっぱり不信なんだな」

「そういうわけじゃないけど……いや、そうだな。ちょっと信じられなくなっている」

　すると、六りく道どうは小さく頭を下げる。

「……ゴメン」

「い、いや、謝られても困るんだけど」

「……」

　六道は無言で下を向き続けている。

「最初、六道はオレに自分のことを信じて欲しいと言った。確かに一度は信じたんだけど、その後、あまりに情報をくれないから……」

「……」

「むしろ、六道が、オレを信じてくれてないんじゃないか？」

「そんなことはない！」

　六道は顔を上げた。鋭するどい目つきで、オレを見る。その目はまっすぐで、嘘うそをついているようには見えない。でも……、初めて六道から天使アポストルスの説明を受けた時も、同じ目をしていたことを、オレは覚えている。

「わ、私は、新しん藤どうのことを信じている。たぶん、この世界の誰よりも新藤のことを信じているんだ」

　必死に訴えかけるように、六道は言う。

「？　どうして、そんなことが言えるわけ？」

「だって、それは……」

　何か言おうとして、だが、すぐに黙りこんだ。

「ほら、言えないだろう？」

「……」

「君はオレに、たぶん、一番大事なことをまだ話してないんじゃないか？」

「！」

　六道は驚いたように目を開いた。

　やっぱりそうなんだな、と思った。

「それを教えてくれない限り、六道のことを信じることは、オレにはできないから」

　そう言って、オレは回れ右をした。六道を残して、来た道を戻っていく。

　後ろで、六道がどんな顔をしているのだろう、と思う。かわいそうだな、とも思う。だが、どうしても、オレは本当のことを知りたい。知るまでは、オレは彼女に同情することができない。

（……なんでこんな風に思うようになったんだ？）

　歩きながら思う。

　入学式の日、桜の下で六道を見た時、オレは心臓を高鳴らせた。正直、心が躍おどった。何かが始まるような気がした。でも、実際には、六道と出会って以来、天使と戦っている内に、どんどんオレの関心は六りく道どうから離れていっている気がする。

（おかしいな……）

　彼女を初めて見た時の、あの懐かしいような感覚はなんだったのか。

　オレは数すうヶか月げつ前の時のことを思い返しながら、一人、階段を上がっていく。





　　　☆






「今日から文化祭の準備を始めます」

　日ひ比び野のの凛りんとした声が会議室に響くと、参加者の表情にちょっとした高こう揚よう感かんのようなものが帯びる。

　正体不明の天使アポストルスが現れた日の放課後、オレはクラス委員会に出席していた。本日の議題は二週間後に迫った文化祭について。いつの間にかクラス委員会の中で文化祭の実行委員長になっていた日比野により、クラス委員など裏方の準備開始は今日から、ということが告げられた。

「今日やることですが、まずは備品の確保と数量の確認です。今年は一年目ですので、必要物資がどの程度あって、どれだけ新たに発注しないといけないか、調べないといけません。文化祭参加サークルの数から物資の種類と必要数を算出しました。手分けして学校中から集めて、ここに持ち寄ってください。今日から文化祭当日まで、この部屋を文化祭実行委員会の本部として借り切る許可を得ています。全すべての情報と物資をここに集中させてください」

　日比野はテキパキと物資とそれを調達する人を指示していく。一年Ａ組の学級委員＆副学級委員であるオレと斉さい藤とうさんは、暗幕を二十枚確保することがノルマとなった。実験室や体育館の備品庫から集めてくるらしい。

「面倒だなあ。比較的軽いのが救いだけど」

　と、オレは隣の斉藤さんへボヤく。が、

「……」

　反応がない。斉藤さんはぼんやりと、虚こ空くうを見つめている。

「斉藤さん？　生きてる？」

「は、はいっ!?」

　いきなりビクンとなって、こっちを向いた。丸いクリクリッとした目が、上を向いたり下を向いたりしていた。

「大丈夫？　日比野の話、聞いてた？」

「はっ、大丈夫であります。了解であります」

　ピンク色の唇をキュッと閉じて、ビシッと敬礼ポーズを決める。だがやっぱり目は、どこか焦点があっていない。

「ホントに大丈夫かなあ？　もしかして、朝のダイブの影響が残ってるんじゃないの？」

「そんなことないよ。元気だよ」

　力こぶまで作って、ニコリと笑ってみせた。その顔にはいつも通りに邪気がなく、ものすごくピュアに見えた。いつも裏でよからぬことを考えていそうな人に、見習ってもらいたいくらいだ。

「それならいいけど。じゃあ、回収しに行こうか」

　オレは立ち上がる。既に何人かのフットワークの軽い学級委員は、目当ての物資を探しに出発していた。早ければいいって話でもないが、手間取ればそれだけ帰るのも遅くなりそうだ。

「えっと……」

　斉さい藤とうさんは上うわ目め遣づかいでこっちを見た。

「……回収って、なんのことだっけ？」

「だから文化祭に使う暗幕だよ。やっぱ、斉藤さん、調子悪いんじゃないの？　しんどいようなら、オレが一人でやってくるけど」

「そ、そんなことないよ。ちょっと、ボーッとしていただけだって。女の子には時々ボーッとする時間が必要なんです」

「そうなのかなあ」

「大丈夫だから。よし、じゃあ、行こう」

　斉藤さんが言いながら立ち上がっていると、一年Ｄ組の学級委員で、かつ文化祭実行委員長でもある日ひ比び野のがやってきた。

　見るからに優等生っぽいそつのない美人顔に自信を漲みなぎらせ、相変わらずのナイスバディをひけらかすように胸を張っている。……だが、あれが本物ではないことを、オレだけは知っている。事件以来、性格は少しずつ変わってきているが、体型だけは変える気がないらしい。

「これから出発？　新しん藤どうくんたちの担当は？」

「暗幕だけど」

「そっか、暗幕かあ。内うち田だくん、リスト、見せてもらえる？」

「はっ」

　日比野の後ろから、スッと内田が現れてアンチョコを見せた。その動きはまるで、お嬢様に仕える執事かなにかのようである。あの事件以来、いつの間にか二人はこのような関係になっていた。

「ふむふむ。二人とも、早く行った方がいいと思うわ。暗幕は色んな場所に分かれて保管されているみたいだから、回収に時間かかるわよ」

「そうなのか？　正直、今日は早く帰りたいんだけど……」

「……手伝ってあげようか？」

　日ひ比び野のが悪戯いたずらな笑みを浮かべる。

「いいって。日比野は文化祭全体のボスなんだから、ここにいて全体を見ないとダメなんじゃないか？」

「まあ、それはそうだけど」

　そう言って、やや残念そうに頬ほおを膨らませる。

（なんか日比野、表情が増えたよなあ）

　事件以降、それまでの完かん璧ぺきな優等生の仮面を捨てたお陰だと思う。

「じゃあ、斉さい藤とうさん。日比野もああ言ってるし、帰る時間が遅くなるのもいやだから、そろそろ行こうか、って」

　そう言って斉藤さんを見る。またボーッとした表情をしている。オレが眉まゆ根ねを寄せて見つめていると、急にハッと顔を上げた。

「ゴメン、今、なにか言った？」

「いや、……そろそろ行こうかなって」

「うん、じゃあ行こうか」

　斉藤さんはどこかぎこちなく頷うなずいた。













　やっぱ斉さい藤とうさん、なんかいつもと違う。







「ホント、実は調子悪いんじゃないの？」

　実験室から借りた暗幕二枚を、斉藤さんと手分けして運びながらオレは言った。暗幕を借りに行っている間も、斉藤さんはずっと変だった。なんか覇は気きがないというか、心ここにあらずというか。

「え？　なにが？」

「いや、なにか困ったことになってたりしないのかな、と」

「そ、そんなことない──」

　ギクッとした顔で、手を横に振る。

「どうも怪しいな。体育だって、今朝みたいに超気合いれてやってたこと、今まであんまなかったよね？」

「そ、そんなことないよ。私はいつだって真面目まじめで元気が取り得だもん。それをなくしたらなにも残らないもの」

「そこまで？」

　オレは首を傾かしげ、立たち止どまる。斉藤さんも足を止めてこっちを見る。

「もし、なんかあるなら相談のるよ。学校のことで困っているのなら、力になれそうな奴やつを知ってるし」

「……」

　斉藤さんは困ったように下を向いてしまった。それから、力を入れるようにグッと頷うなずいた。

「実はね……」

「う、うん」

　オレは緊張して唾つばを飲みこんだ。

「……やっぱり、言うのや～めた」

　斉藤さんはプイッと横を向いた。

「なんでだよ。ここまで言って、止やめたはひど過ぎるよ」

「だって、新しん藤どうくんの目が血走っているんだもん。子羊を狩る狼おおかみのように」

「そ、そんなに!?　ってか、それでもいいから、教えてよ。ホント、力になれそうなら、力になるから！」

　必死で言うと、斉藤さんはもう一度、オレの方を向いた。

「あのね……」

　上うわ目め遣づかいで見る。

「おう」

「実はね」

「うん」

「私、この学校を辞めるの」

「おう……って。おおう？？？？」

　意外すぎる言葉に一瞬、頭の回転がストップした。

　辞めるって。つまり退学？　いや、転校!?

「マジで？　いつ？」

「来週には、寮を引き払うことになっているの。ハア」

　ため息を吐く。

「来週って、そんな突然……。なんで、また？　まさか学校側から辞めるように言われたわけじゃないよね？」

　適性がなくなったからとか？　だが、テッセラクト指向性の低下が原因で辞めさせられた、という話は聞いたことがない。

「ううん、学校には引きとめられた。学校は関係ないんだ。これは家庭の事情みたいなものだから……」

「そ、そうなんだ……」

　家庭の事情と言われたら、突っ込んだことは聞けなかった。

「このことは、まだ学校と新しん藤どうくんにしか言ってないから、誰にも言わないでくれるかな？」

「ああ、それは言わないけど……」

　暗幕を持ったまま、オレは呆ぼう然ぜんと斉さい藤とうさんを見つめていた。

　結構、ショックだ。

　まさか、斉藤さんが……、と思う。卒業までの三年間、ずっと一緒にいるものだと思っていた。この学校では数少ない、天使アポストルスだとか生徒会だとか、オレの裏事情を知らない友達としていて欲しかった。

「だからね、たぶん、私、文化祭にも出られないと思うんだ。それが残念なんだよ。グスン──」

　斉藤さんは鼻を鳴らすと、突っ立ったままのオレを置いて廊下を歩きだす。

　オレは、その斉藤さんの背中をいつまでも見つめている。







『六りく道どうだ』

　電話口の向こうから、六道の不機嫌そうな声が聞こえた。クラス委員の仕事を終えて、寮の部屋に戻ったオレはすぐに電話したのだった。

「新しん藤どうだけど」

『うん、どうかしたのか？』

　少しだけ嬉うれしそうな声になった。機嫌は悪くなさそうだ。

「いや、天使アポストルスの話とは関係ないんだけど……、斉さい藤とうさんが学校を辞めるって、聞いていたか？」

『？　ああ、うん。私のクラスメイトでもあるから、一応、話は聞いてはいる。でも、どうしてだ？』

「いや、なんで辞めるのかなって思って」

『家の事情と聞いた』

「やっぱ、そうなんだ……」

　斉藤さんも言ってた通り、学校が圧力かけたわけではなさそうだ。まあ、そんなことをする理由はないが。

『一応、辞める理由が本当か調べたが、その点は本当のようだった。決して、何かの陰いん謀ぼうではなさそうだ』

「調べたのかよ！」

『一応、新藤や私と同じクラスの生徒だからな。念には念を入れた。入学前と同様の調査をした』

「でも、問題なかったんだろ？」

『ああ、裏もしっかり取れて、全くもって綺き麗れいであることが分かった。父親の海外転勤へついていくみたいだ』

「……海外かあ」

　それだと確かに文化祭に出るのも難しいか。

『彼女はテッセラクト指向性が比較的高いので、学校側としては残って欲しかった。だが本人がどうしても両親と行きたい、というのだから仕方がないだろう。学園に強制する権利はない』

「まあ、海外だとな……」

　オレみたいに海外の親と離れ離れに過ごす高校生は、そんなにいて欲しくない。特に、斉藤さんのような女の子には……。

『……斉藤がどうかしたのか？』

　急に、六りく道どうの声が険しくなった。

「い、いや、そういうわけじゃないんだ……。ただ、ちょっと気になって。急に転校なんて言われたからさ」

『……そんなことを心配している場合じゃない』

　ムッツリと言われる。

　急にお小言モードに切り替わったらしい。

『正体不明の天使アポストルスが、いつ、次の襲撃をしてくるか分からないんだ。もっと危機感を持っていないと……』

「いや、そう言われても今回は敵がどこに出てくるか分からないし、しかも対処のしようもない。どうしようもないじゃないか」

『だからこそ、危機感を持つことが大事なんだ』

「……精神論だなあ」

『じゃあ、なにかあったらすぐに連絡してくるんだぞ』

　そう言って、六りく道どうは電話を切った。

　オレは電話をベッドの上に置くと、ハアとため息をつく。

（……そっか。斉さい藤とうさん、海外に行っちゃうのか）

　とにかく残念だと思う。空虚感のようなものが胸の中を満たしていっている。できれば、斉藤さんにはエピタフ内に咲く心のオアシスとして、いつまでもオレの近くにいて欲しかった。

「……これで、お別れなんだから、なんか最後に斉藤さんを喜ばせてあげたいよな」

　ふと、思い立った。

（……たとえば、プレゼントするとか？）

　餞せん別べつっていうのか分からないけど、何か思い出になるものをあげればと思った。オレはもう一度、携帯電話を手にする。

「最も上がみ？　ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

『はあ？　なんで、隣に住んでいるのに、電話してくるわけ？』

「いや、わざわざ顔をつきあわせるほどでもないんだ。ただ、折り入って、ちょっと相談に乗ってもらいたくて。最上なら得意かなっと思ったことなんだ」

『はあ、まあ、いいけど……』

　電話の向こうでブツブツと何か言っていた。

『それで、なに？　相談って』

「実は、知り合いが海外に引っ越しちゃうんだけどさ、なにか餞別をあげようと思うんだ。なにがいいと思う？」

『はあ？　ものすごく漠然としているんだけど……』

「最上とか、プレゼントを選ぶのが得意そうじゃん。もらったりとかあげたりとか豊富で、そういう常識、あるだろ？」

『まあ、そこまででもないけどね』

　微妙に機嫌がよくなった気がする。

『でも、だからって、何をあげればいいかなんて、分からないわよ。相手のことを知らないと』

「……ああ、でもそれはちょっと言えないんだ」

　斉さい藤とうさんと約束したからな。

『……まあいいわ。その引っ越しする人は女の子なの？　年齢は？』

「ええっと……」

　それくらいは漏らしてもいいか。

「女の子。歳としはオレと一緒くらい」

『へえ────、そうなんだあ。ふ─────────ん』

　また、「誰かしら」と、ブツブツ言ってるのが聞こえた。

『そういうことだと、下手にこっちで何か用意しない方がいいと私は思うな。リスクを考えるとね』

「どういうこと？　プレゼントするなってことか？」

『違うわよ。本人に何が欲しいか聞けってこと』

「えっ？　ああ」

　オレは手を打った。

『その様子だと、その子がどんなのが好きなのかも分かってないみたいだし。下手に用意しても、たぶん、顔で笑って心で微妙、ということになるわよ』

「それ、ものすごくリアルで嫌だな……。でも聞いたら、サプライズはできなくなってしまうけど」

『下手にサプライズを狙ねらうより、本当に欲しがってるものをあげた方がいいって。最後に驚かせても仕方がないでしょ？』

「……確かに」

　最も上がみの言う通りかもしれない、と思えてくる。

「うん、やっぱそうするよ。最上、ありがとな。参考になったよ。明日にも聞いてみようと思う。やっぱ最上は頼りになるな」

『うん、このくらいのことなら任せて』

　一番のご機嫌な声になっていた。

『ねえ、新しん藤どう』

「おう」

『……私にはプレゼントくれないわけ？』

「……えっ？」

『……冗談』

「はあ？」

『だって、新しん藤どうには一度、もらったもんね。じゃあ、私寝るから。明日は早く起きないといけないんだ』

「そうなの？　なんかあるの？」

『それは明日になってからのお楽しみ。じゃあ、おやすみなさい』

　そう言うと、一方的に電話を切られた。

「なにが言いたかったんだ？　あいつ」

　首を捻ひねらせる。

「まっ、いいや。明日、斉さい藤とうさんに何が欲しいか聞いてみよう」

　斉藤さんのことだから、とんでもない高価なものが欲しいなんていうことはないだろう、たぶん。







　翌日、教室に着いたオレは自席に向かっていった。オレの席の近くには、なぜか最も上がみと六りく道どうの姿がある。斉藤さんも既に登校していた。昨日と同じようにテンション低そうな感じだ。

　オレが自席まで行くと、六道と最上に挟まれた。

「新藤、私の作った物の方がよくできているよな？」

「私の方が美お味いしそうでしょう？」

　二人が見せてきたのは、手に乗ったカップケーキだった。

「二人が作ったの？」

「わ、私は、このような軟なん弱じやくな食べ物には興味ないんだが、今朝、早起きしたら最上が寮の食堂でなにやら企たくらんでいて……」

「企んでなんかない！　ケーキを作ろうとしていただけじゃない！」

「見ていると、私には作れっこない、と言うので挑戦してみたんだ」

「もう……。すぐ、真ま似ねするんだから。嫌になっちゃう」

「真似はしてない。できることを証明しようとしただけだ」

「同じことでしょ！」

　二人はムムムと睨にらみあう。

「それで、新藤はどっちが作ったものを食べたい？」

「もちろん私の方よね？」

　二人に迫られ、オレは彼女たちの手のカップケーキを見比べた。

　六道の方は、よく膨らんでいるが深い緑色をしていた。そして、同時に野性味の強いフレーバーが漂っている。恐らく、また学園内に自生する野草を原料に作ったのだろう。一方、最上の方はというと、色は狐きつね色いろにバターで照りをつけて美味しそうだったが、焼き方に失敗したのか萎しぼんでいた。正直どっちも微妙、な感じだった。

「……まあ、どっちもどっちだな」

「なんだそれは！」

「納得できない！」

「いや、後で両方食べるから。ありがと」

「なんだ、そのおざなりな言い方は！」

「こっちは、四時に起きて作ったのよ！」

　怒る二人に申し訳なく思いつつも、オレは席に鞄かばんを置くと、彼女たちを放ほうって斉さい藤とうさんに近づいた。

「おはっ」

「ん、おはよ」

　斉藤さんはいつものようにニッコリと笑ってくれた。癒いやし系けいの無む垢くな笑顔。これが見られなくなると思うと、マジで悲しくなる。

「斉藤さんって……学校から出ていくのは正確にはいつなわけ？」

　小声で尋ねると、斉藤さんの表情が曇った。

「……来週の月曜日」

「ええっ？　月曜？　もうすぐじゃん」

「そうなの……」

　ハアとため息をついた。

「なのに、みんなにはまだ言わないの？」

「転校する当日に言うつもり。残り短くても、それまでは今までと同じ学校生活を送りたいから」

「なるほど」

　斉藤さんは一年Ａ組の中でも人気者なのだ。転校なんてことになれば、休憩時間のたびにクラスメイトたちに取り囲まれることになるだろう。それは彼女が望むところではないらしい。

「でさ、あのさ。えっと……」

　オレは斉藤さんを見つめる。いざ言うとなると、照れくさかった。

「……餞せん別べつってわけじゃないんだけど、オレからなんかプレゼントあげようと思うんだけど。なにか欲しいものってない？」

「えっ？」

　斉藤さんは驚きと嬉うれしさの入り混じった顔をした。

「中学の時のバイトでためたお金もあるから、一応、どんなものでも大丈夫かも。こっちで選んでもよかったけど、なんか失敗しそうだしさ。というわけで、斉藤さんが欲しいものを教えてよ」

「う───ん」

　斉さい藤とうさんは口の下に指を当てる。

「……でも、嬉うれしいけど、やっぱいらないよ。なんか悪いもん」

　プルプルと首を振った。

「そこは気にするなって。こっちがあげたいって言ってんだから」

「そうかあ。でも……」

「なにが欲しい？　なんでもいいよ？」

「……だったら……」

　斉藤さんは上うわ目め遣づかいでオレを見た。

「今度の日曜日……」

「うん」

「一緒にデートして」

「おう……って、おうううう？」

　オレが聞き返すよりも先に、

「「デ──ト!?」」

　六りく道どうと最も上がみが飛んできた。

「どういうことだ？　デートとか聞こえたが」

「どういうことなの？」

　二人はオレを挟んで両方からまくしたてる。

　それを見て、斉藤さんは首を振った。

「やっぱ、今のお願いなしで……」

「え？　なんで？」

「だって、なんか難しそうだし」

　チラチラと六道と最上を気にする。

「い、いや、そんな難しいなんてことは……」

　と言いつつ、オレも六道と最上の方を見た。二人とも「ジ───ッ」と重い目でこっちを見ていた。なんだかすごいプレッシャーだ。

「い、いや、む、難しいかどうかはともかく、本当にデートとかでいいの？　プレゼントっぽくなくない？」

「だって、新しん藤どうくんがなんでもいいって言ったし。……なんか普通の物を貰もらうよりも、私は学校で思い出を作りたいと思うんだ。ほら、物より思い出って言うじゃない。プライスレス？」

「え？　あ、あ、まあ、そうかもな」

　コメカミを引ひき攣つらせながら頷うなずく。六りく道どうと最も上がみの視線がさらに厳しくなってくるのが、ひしひしと感じられた。

「でも、じゃあ、……分かった。日曜、一緒に遊びに行くか」

「ほんとに？　いいの？」

　斉さい藤とうさんの顔がパッと明るくなった。

「いいよ。デートならお安い御用だ。……最近、なんか慣れてきたし」

「え？」

「い、いやなんでもないよ。じゃ、じゃあ、日曜日、朝からね」

「うん、分かった」

　斉藤さんは嬉うれしそうに頷く。

　その邪気のない笑顔に癒いやされていると、腕をギュっと握られた。六道と最上が怖い顔で腕を掴つかんでいた。

「……」

「話があるんだけど」

　二人に引きずられるように教室の外へ連れていかれる。

「どういうことだ。新しん藤どうがなぜ彼女とデートするんだ？」

「そうよ。どういうつもり？」

　廊下の端っこに追いつめられたオレは、六道と最上にすごまれた。

「い、いや、どういうって言われても。斉藤さんがデートしたいって言うから、オッケーしただけだけど」

「彼女と仲良くなって〝戦機乙女ヴアルキユリア〟を召しよう喚かんできても、それを使って今回の天使アポストルスを迎撃できるか分からないんだぞ？」

　六道は腕を組んだ。

「いや、今回のデートは天使とかは関係なくて……」

「じゃあ、本気のデートってこと!?」

「最上、本気のデートって？」

　首を傾かしげるオレを、最上はビシッと指差した。

「あのねっ！　新藤くんはスヴァちゃんのお父さんなんだよ。もっと行動に責任を持ってくれないと困るのよ！」

「はああ？　ど、どういうこと？　斉藤さんとデートすることは、スヴァリンとはあんま関係ないんでは？」

「あるわよ！　あるに決まってる」

　大声で叫んだ。

「言っておくが、伊だ達てや酔すい狂きようでデートをやっている暇などないんだぞ」

　六りく道どうまでもが意味不明なことを言ってきた。

「いや、そういうわけじゃ……」

「ならばどうして、意味もなく赤の他人とデートをするんだ。そんな暇があったら、戦闘能力を高めるための鍛たん錬れんをするべきじゃないか？」

「いや、だから、学校を辞める斉さい藤とうさんが最後の思い出作りにオレと一緒に遊びたいって言っているんだから。その望みをかなえてやるのは別にいいじゃないか。つーか、二人が過か剰じように反応する意味が分からないんだけど」

　若じやつ干かんキレ気味に言ってやる。

「むう……」

「それは……」

　二人とも不満そうに口を尖とがらせた。

「斉藤さんとデートをするのは、天使アポストルスのためじゃない。仲良くなって、キスをするつもりもないって。だから、二人になにか言われる筋合いじゃないだろ？」

「……まあ、そう言うのなら」

「……別にいいけど」

　言いつつ、顔は納得いってない様子だ。

「じゃあ、オレは行くからな」

　二人の間を割って教室に戻ろうとしていると、

「あら、どうしたの三人そろって」

　日ひ比び野のが近づいてきた。面倒くさいことになりそうだからオレが逃げ出そうとしていると、最も上がみが日比野に告げ口する声が聞こえた。

「どういうこと、新しん藤どうくん。デートって！」

　背中から日比野の怒りの声が飛んできた。

　オレはハアとため息をついた。





　　　☆






　日曜の朝、オレは寮のロビーのソファーに座って、ボンヤリとしていた。今日は斉藤さんとのデートの日。待ち合わせの時間を待っているのだ。

　休日のエピタフの寮は、なんだかのんびりした雰囲気が漂っている。休日であっても許可なく学園外には出られない。学校内で遊べるところはエピタフモールだけ、ということもあり、大半の生徒は朝をのんびり過ごすのだ。

　十時になろうとしている今も、一階のロビーにはオレを含めて数人しかいなかった。しかも全員、オレのよく知る人物ばかりである。

　六りく道どうと最も上がみと日ひ比び野のだった。

　三人ともオレから距離をおいた壁際にかたまっている。ジーンズに地味なシャツという変装のような格好で、しかもサングラスまでかけている。六道に至っては、どこで入手したのかハンティング帽にスポーツ新聞まで用意して顔を隠していた。場外馬券売り場に集まるおじさんみたいだ。

「……あいつら、なんのつもりだ？」

　ため息をつく。オレと斉さい藤とうさんのデートについてくるつもりだろうか。べつにやましいところはないから見られても問題はない。でも、落ちつかない。なにより、斉藤さんが気にしないか心配だった。

　待ち合わせ時間の五分前くらいになった時、

「早いねえ」

　振り返ると斉藤さんが立っていた。丈は短めのプリーツスカートのワンピースに、ビーチサンダルという格かつ好こう。斉藤さんは、プライベートではいつもボーイッシュな感じの格好をしているので新鮮だった。

「どうよ。今日はガーリーな雰囲気にまとめてみました」

「うん、可愛かわいいんじゃない？」

「精一杯って感じだよね」

　ニッコリ笑いながら、その場で回ってみせた。やっぱり、斉藤さんはこの純な感じがよい。

「じゃあ、行きますか」

　オレはソファーから立って歩きだそうとする。そのオレの手に、ヒヤッとした手が触れた。斉藤さんだった。

　オレは「えっ？」と斉藤さんの顔を見た。斉藤さんは若じやつ干かん、照れくさそうな顔をしていた。思い出づくりとは言っても、一応デートっぽい雰囲気にしたいんだろうな、と勝手に解釈する。

「じゃ、じゃあ行こう」

　手を繋つないだまま、歩き出す。

　エントランスホールを横切りながら、オレはチラッチラッと後ろを振り返る。

　うっと顔が引ひき攣つる。なんだか怖い顔が雁がん首くびを揃そろえてこっちを睨にらんでいるからだ。夢見が悪くなりそうな光景だ。

（こええなあ……）

　最上と日比野が怒るのはなんとなく分かる。二人ともデートをして、仲良くなって、色々事情はあるとはいえ、キスまでした。そんな男が他の女子と手を繋いで歩いていることに思うところがあるのだろう。いくら思い出づくり、と説明しても納得はしてくれまい。でも、六りく道どうまで怒る理由はないような気がする。

（あの三人には、また色々と言われそうだよなあ……）

　斉さい藤とうさんと楽しめば楽しむほど抗議が来そうだ。そう思うと、せっかくこれからデートだというのに、気がめいってくる。

「それで……まず、どこに行くの？」

　寮から外に出たところで、斉藤さんがオレの顔を覗のぞきこんできた。

「と、とりあえず、エピタフモールに行ってお茶をしない？」

「いいねえ～。お茶に行こう！」

　斉藤さんはニッコリ笑って、繋つながっている方の手を振った。その笑顔を見ている内に、オレは今日だけは斉藤さんのために六道や最も上がみたちのことは考えないでおこう、と思うようになったのだ。




　学園エピタフにおいて数少ない外界との接点が、エピタフモールだ。ここには全国チェーンのファストフード店やカラオケ店、ゲームセンターまであったりする。オレと斉藤さんはそこのハンバーガーファストフード店の窓際の席に向かい合わせに座って、アイスコーヒーを飲んでいた。

「なんか、斉藤さんって席が近いし、一緒にやる仕事も多かったからよく話したけど、お互いのこと、あんまりよく知らないよなあ」

　オレは斉藤さんを目の前にしながら、肩をすくめた。クラスの学級委員と副委員の関係上、話したりすることも多かったが、プライベートに二人っきりで遊んだりするのは初めてだ。

「そうだねえ。なんでだろうねえ」

「斉藤さんって、趣味はなんなの？　休日とかは何をやってるの？」

「特に趣味はないけど、まあ、普通に、音楽を聴いたり、本を読んだり、ネットをしたり。特に人と違う趣味はないんだよね」

　アイスコーヒーのストローに口をつけながら、斉藤さんは答える。

「そういう新しん藤どうくんは？」

「オレも人と変わった趣味とかはないかなあ」

「へえ、そうなんだ。なんか意外だなあ」

「そう？　なんで？」

「だって、なんか新藤くんって、人には言えないような、一風変わった趣味とか持ってそうじゃん」

「じゃんって言われても……たとえば？」

「……なんか家に飼っているとか？」

　斉さい藤とうさんは口の下に指を当ててみせた。

「いや、寮って動物飼うの禁止でしょ」

「クワガタくらいならいいんじゃない？」

「えっ？　オレ、クワガタ飼っているの？　そんな風に見える？　おがくず臭かったりするの？」

「そんなことはないけど……、ヒラタクワガタに相撲とかとらせてそう」

「いや、やってないよ！　つーか、クワガタ相撲とか、詳しくないから」

　オレがオーバーリアクションで否定すると、斉藤さんはころころと笑った。

「……ところでさあ、今日は新しん藤どうくん、本当によかったの？」

　斉藤さんはちょっと真面目まじめな顔になった。

「へ？　なにが？」

「いや、私と遊んでよいのかなあと……。本当に大丈夫？」

「いや、大丈夫だって。日曜だし、特に用事も宿題もないし」

「宿題とかはいいんだけど……、六りく道どうさんとか最も上がみさんとか日ひ比び野のさんとか……」

「ああ、そのことね」

「新藤くんって三人となんか仲良いじゃん。だから、部外者の私が邪魔する感じになってないかなあ、って。『私たちの新藤くんに何をするのよ、この泥棒猫！』みたいな。こわいわあ」

「全然。全然、大丈夫だって！　つーか、今の、誰のキャラなの？」

　パタパタ手を振りつつ、オレはふとガラス窓の向こうに目をやる。

　ドキッとした。今、斉藤さんから名前の挙がった女の子たち三人が店の外の植木の陰から、こっちを見ていたからだ。なんだか全員、丑うしの刻こく参まいりに行く人みたいな顔をしていた。昼間に見てもかなりの迫力だ。

「本当に大丈夫かなあ。女の子のジェラシーは怖いよ？」

「い、いや。だ、大丈夫、だと思うから……」

「そっか……。じゃあ、今日は色々と楽しんでいいんだよね？」

「あ、ああ、大丈夫だと思う」

　冷や汗を流しながら頷うなずくと、斉藤さんは嬉うれしそうに手を合わせた。

「今日、この後に行くところって、もう決まってるの？」

　上うわ目め遣づかいでこっちを見る。

「一応決めてある。まずは映画に行って、その後は色々とね。あっ、そうそう、水着は持ってきた？」

「うん、持ってきたよ」

　手提げを上げてみせた。

「でも……、水着ってプールでも行くの？」

「いや、海に行こうと思うんだ」

「海？」

　斉さい藤とうさんは目を輝かせる。

「でも、海なんてあるの？　近くに？」

「これがあるんだな。オレは泳いだこともあるんだ。ネットが沖合に張られているから、くらげの心配もないって」

　五いつ木き先生からの情報だ。

「そっか。海で泳ぐのは久しぶりだから楽しみだなあ」

　ものすごく楽しみそうな顔で言う。

　その顔を見ていると、六りく道どうたちの怖い顔などすぐに忘れてしまった。




　ファストフード店を出ると、隣の映画館に向かった。エピタフモールには最新のシネコンが入っていて新作映画も上映される。ただし、スクリーンは一つしかないので、映画を選択することはできない。自動的に、今週上映中のシリーズ五作目のハリウッドのアクション映画になってしまった。

　映画館から出た後、斉藤さんは興奮した様子で言っていた。

「楽しかったね。ドッカン、ドッカン爆発シーンが沢山あって」

「……こんな映画でよかった？　なんか週末の夜に、リビングで見るようなアクション映画だったけど」

「いいのいいの。あのシリーズを私は全部観みているから、いつか映画館に行こうと思ってたんだよ。日本にいるうちに観れてよかった」

「それだったらいいけど」

「ロマンスとか、見ていたら背中がムズムズするんだよねえ。特に男女が見詰め合うシーン。そんなことない？」

「まあ、なんとなく言いたいことは分かるけどね」

　屈託のない笑みを見せる斉藤さんは、おべんちゃらで楽しかったと言ってる感じではなさそうだった。本人が満足してくれたようなので、オレとしては安心だ。もっとも、映画館の中まで入ってきた六道たちは、全員が途中で寝てしまっていたようだが、彼女たちのことまで責任をとるつもりはないしな。

「じゃあ、次は海？」

「おう」

「どこにあるの？」

「まあ、ついてきてよ」

　中央の公園に行き、林の中の獣道から岸壁へ向かう。岸壁に作られた階段から降りて、学園エピタフのプライベートビーチへ向かう。

「す、すごい！　こんなところがあるんだ！」

　砂浜に下りると、斉さい藤とうさんはサンダルをすぐさま脱ぎ捨てて、裸足はだしで波打ち際に向かって走り出した。

「結構、いいところだろ？」

　振り返る斉藤さんに、オレは自慢げに言う。

　この場所には自信がある。日ひ比び野のとのデートにも使ったからだ。海の家はやってないが、更衣室とシャワーは使えることを一いちの宮みやさんから聞いておいた。砂浜に置かれたビーチパラソルとビーチチェアもそのままだ。

「あそこの海の家に更衣室があるから、そこで着替えてくるといいよ」

「うん」

　頷うなずきながら、斉藤さんは海の家へスキップするように向かっていった。ビーチチェアに座って待っていると、女の子にしては早い時間で斉藤さんが帰ってきた。

「じゃじゃ──ん」

　斉藤さんは目の前で体に巻いてあったバスタオルを取ってみせた。可愛かわいい水着姿が露あらわになった。白いワンピースタイプだ。













「……」

　その姿を見て、オレは小さく「ホウ」と息を漏らした。

「あらら、意外なくらいグラマラスな体型に驚いたかなあ？」

　そう言って斉さい藤とうさんはポーズを取ってみせた。

「い、いや、予想外に……」

「なになに？　予想外に胸が大きい？」

　強調するように胸を張ってみせる。

「いや、予想外なくらい、変わらないなあ……と」

「へっ？　どういうこと？」

「いや、斉藤さんって、なんかものすごく標準的な体型をしていると、かねがね思っていたんだ」

「う、うん、それで？」

「だけど、でも水着になったら実はズドン、キュッ、ドカンみたいな凄すごいのを期待していたんだけど」

「ノ──!!」

　斉藤さんはムンクの叫びの格好になっていた。

「やっぱり、脱いでも標準的だった……と、言いたいわけですね？」

「うん、まあ。そうなんだけど……」

「新しん藤どうくんの言う通り！　私は平均身長で、平均体重で、スリーサイズも平均値であります！」

　胸と腰とヒップを順に両手で押さえていく。

「ああ、そうなんだ。見た目通りなんだね」

「見た目通りって……、ガ──ン」

　二度ムンクポーズをする。

「い、いや、なんで、ショックを受けてるの？　自分で言っておきながら……」

「シクシクシク……。だって、集合の時、身長順に並んだ時、いつも真ん中くらいだし……。クラスメイトには、平均より高いか低いかを、私より高いか低いかで判断されちゃうし……」

「それはそれで、いいんじゃない？　体の成長が常に平均っていうのも、なんか安心じゃないかな」

　オレは少々焦りながらフォローする。

「……でも、男の子はモデルみたいな子か、逆にちっちゃい子がよいかのどっちかじゃん。私みたいな中途半端が一番損をするんだよね？」

「いや、そんな両極端じゃないと思うよ！」

「じゃあ、新しん藤どうくんはどっちがいいの？　モデル体型？　ちびっこ？　それとも平均？　三択で答えてください」

　斉さい藤とうさんはジッと見つめてきた。

「いや、その……」

「ジ───────────────」

「あっ、えっと、つ、つ──か、オレも着替えてくるよ。今の議論はまた後でな」

　いたたまれなくなって、オレはビーチチェアから飛ぶように降りると、更衣室に向かって駆けていった。

　海の家の男子更衣室に入って、「ふう」と息を整えていると、

「……で、どっちが好きなんだ？」

　背後からおどろおどろしい声が聞こえた。振り返る。薄暗い中に怖い表情の六りく道どうの顔が浮かびあがった。

「う、うわああ」

　思わずオレはのけぞった。六道の後ろから、さらに最も上がみ、日ひ比び野のの二人までもが現れた。

「ちょっ、ここは男子更衣室だぞ！」

「そんなことより、新藤はどの体型が好きなんだ？　モデル体型か？　ちびっこか？　それとも平均か？」

　六道が更衣室の明かりを点つけて、すごんでくる。

「どうなの？」

「私も興味あるけど？」

　最上と日比野も剣けん呑のんな目つきでオレを見る。

「いや、その……。オレはあんま、体型で女の子を判断しないし。さらに言えば、体型をその三つで分類するとか、できないと思うし」

　苦しい説明をする。

「ふ───む。なるほど」

　六道が一応、納得したように頷うなずいた。

「確かにそうよね」

　日比野も、なんだかホッとした顔をしていた。

　よく考えると、六道はスレンダーだがモデル体型には程遠いし、日比野はパッと見、グラマラスだが、実は偽乳だ。

「ええ──、ちびっこじゃないのお？」

　唯ただ一人、最上だけが不満そうなリアクションを見せていた。

「つ────かさ、そ、そんなことを聞くために、君たち三人は男子更衣室で待ち伏せしてたの？」

「それだけじゃないぞ！」

　ジロリと、六りく道どうはオレを見る。

「えっと、じゃあ、なにか用件でも？」

「いや、その……デートはどんな感じかな、と……」

　頬ほおを膨らませて横を向く。

「そんなこと、デートを最初からずっと見ているんだから、オレに聞かなくても分かるんじゃないの？」

「見るだけじゃ分からないことだってあるわよ。どうなの？　あんた、デート、楽しんでるわけ？」

　今度は最も上がみが不機嫌そうに言った。

「いや、まあ、デートっていうか分からないけど、楽しいよ？」

「ここって私と一緒に来たところよね？　しかも二にヶか月げつほど前に……」

　日ひ比び野のも不機嫌そうに糸のように目を細める。

「う、うん。そうだけど……」

「そういう場所に、すぐに違う子とデートに来ちゃうわけ？　新しん藤どうくんってそんな人なんだ」

「だ、だって、学校内にデートで行けるところって限られているし」

「だからってやりようがあるじゃない」

　ムス──ッと言われた。

「……一つだけ、大事なことを言っておく」

　六道はグラサンを上げた顔をオレに近づける。

「これだけは忘れたら駄目なんだぞ。斉さい藤とうとデート中にどんなに盛り上がって、どんなに仲良くなったとしても……」

「お、おう？」

「……キスだけは、したら駄目だ」

　めっ、と睨にらまれる。

「キス？　ないない」

「だったらいいが、どんなことがあってもキスは回避するんだぞ！　もし、そんなことをしたら……、戦機乙女ヴアルキユリアが召しよう喚かんされるんだ」

「ああっ、……そ、そうか」

　斉藤さんだってテッセラクト指向性が高い女の子だ。間違ってキスをすれば、そういうことになるかもしれない。

「突然、空から戦機乙女が降ってきてみろ、なんて説明する？　しかも、秘密を知られたからには、転校も許可できなくなってしまう」

「わ、分かってる。間違ってもそういう事態にはならないようにするから。心配するなって！」

　万に一つもそういう状況にはならないだろうが、気をつけようと思った。

「つーか、用件はそれだけ？　だったら、オレ、着替えたいから出ていって欲しいんだけどなあ。あんまり遅いと心配されるし」

「「「……」」」

　六りく道どうたちはしばらく納得のいってなさそうな顔をしたが、最終的にはブツブツ言いながら出ていった。

「……あいつら、男子更衣室で待ち伏せってなに考えてんだよ」

　バミューダに着替えながら、ため息をついた。

（でも、斉さい藤とうさんにキスなんてしたら、本当に面倒くさいことになるよなあ……）

　そんな可能性はほとんどないと思うが何かの間違い、ということはある。

（それだけは避けなければ……）

　斉藤さんには、天使アポストルスとか〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟とか、そういうことからは最後まで無縁でいて欲しいと思うのだ。




　水着に着替えたオレは斉藤さんと海辺で少し泳いだ。斉藤さんは泳ぎも得意らしく、バタフライの速さは水泳部の連中並だった。

　しばらく泳いだ後、オレたちは砂浜のビーチチェアに座った。

「……なんだか意外だなあ」

　寮の売店で買ってきたサンドイッチやらお菓子、ジュースやらを口に入れながら並んで空を眺めていると、隣の斉藤さんがポツリと言った。

「？　意外って？」

　グラサンをずらしてオレは横を見る。全開までリクライニングした椅い子すに、細い足を伸ばした斉藤さんが、ジッとこっちを見ていた。

「いや、新しん藤どうくんって、意外なくらい、デート慣れしてるなあって」

「そ、そう？」

「普段はこういうの苦手そうなオーラを出しているのに、実際はなんか手て馴なれた感じがするよ。デートセッティングもちゃんとしてるし……もしかして、意外と女の子と遊んでるとか？」

「いやいや、全然そんなことないって」

「本当かなあ」

　斉藤さんは怪しむように目を細める。

「六道さんとかと、毎週、デートを重ねているんじゃないの？」

「いやいや……。六りく道どうとは一度もしたことないよ！」

「むむむむ。六道さんとは、と限定したところを見ると、最も上がみさんや日ひ比び野のさんとはあるってことかなあ？」

「ギクッ」

「やっぱり、そうなんだあ」

　斉さい藤とうさんは口をすぼめた。

「で、本命は誰？　六道さん？　それとも後の二人？」

「い、いや、本命とかがいるわけじゃなくて……」

「ええっ？　好きでもないのに、デートしたの？　遊び？　全部遊びだったの？　新しん藤どうくんてそんなプレイボーイなの？」

「い、いや、そういうわけでもないんだが……」

　オレが口の端を引ひき攣つらせていると、

「ふっふっふっふ……。新藤くんは正直で面白いなあ」

　斉藤さんは朗らかに笑って、また仰あお向むけになった。

「ねえねえ、覚えてる？　私にとって新藤くんってこの学校で最初に出会った人なんだよねえ」

「オレ的にも内うち田だ少年を除けば斉藤さんが一番目だ」

「だよねえ」

　嬉うれしそうな声を出す。

「……残念だよね。もう、会えないなんて」

「でも、今生の別れってわけでもないし。ほら、今なら、メールとかネットもあるし。スマホがあれば距離なんて」

「そうだね……」

　急に声のトーンが下がる。

「日本にはいつ帰ってくるわけ？」

「わかんない。もしかしたら、ものすごく先になるかも……」

「ものすごい先って？　十年後とか？」

「かもしれない。もっと先かも」

「そうなんだ……」

　詳しいことは聞けないが、話しぶりからすると、かなり遠い所に、それも何年も行くことになるみたいだ。

「……さてと。お腹なかも満たされたし、また泳ぐよ───」

　斉藤さんは椅い子すから飛び降りると、海に向かって走り出した。そのまま海に飛びこむ。オレはそれを眺めていると、

「きゃっ、足が……」

　少し沖合で、突然、斉さい藤とうさんが水の中に倒れ、水しぶきを上げながら手足をばたつかせた。

「ちょっ、斉藤さん！」

　オレは急いで海に入ると、クロールで斉藤さんのところへ向かう。

「今、助けるから！」

　泳ぎながら、手足を動かす斉藤さんに向かって手を伸ばす。

　その時、

「なんちゃって！」

　突然、斉藤さんが手足を動かすのを止やめて、その場に立った。

「へっ？」

　オレは呆ぼう然ぜんとしながら、同じようにその場に立ってみた。水の深さはオレの胸くらいしかなかった。

「こんな深さで溺おぼれたりしないよお。新しん藤どうくん、騙だまされたね！」

　斉藤さんはオレを指差してテケテケと笑う。

「……結構、焦ったんだけど」

　ムスッと言ってやる。

「あ、あれ？　もしかして新藤くん、怒ってる？」

「……」

「ゴ、ゴメン。ちょっとした冗談のつもりだったんだけど」

「……」

「そんな怒らなくてもいいじゃん。ねえ」

　斉藤さんは焦りの表情で、近づいてくる。

　バシャッ。斉藤さんの顔に向かって、両手ですくった水をかけた。

「なんちゃって！」

　前髪から水を滴らせる斉藤さんに、ニンマリと笑った。

「こんなことで怒るわけないって。まんまと騙されるんだからなあ」

　ゲラゲラ笑っていると、斉藤さんは口を尖とがらせた。

「やったなあ。反撃してやる！」

　斉藤さんもオレに水をかけてきた。不意をつかれて、思いっきり目と鼻に海水が入った。すかさず反撃する。オレと斉藤さんは笑い声を上げながら水をかけあった。




　そんなこんなで、斉藤さんと浅瀬や砂浜で遊んでいると、いつの間にか西の海に太たい陽ようが傾きかけていた。

「さてと。……そろそろ帰ろうか」

　砂浜の上に立ち、夕日で顔を茜あかね色いろに染めながら斉さい藤とうさんは言った。

「そうだな。そろそろ帰ろうか」

「なんかこの後、予定あるの？」

「うん。夕日でも見に行こうと思う」

「へえ」

　斉藤さんはいやらしい顔をした。

「やっぱり新しん藤どうくん、デート慣れしてるう」

「そうとも。オレはデートの達人だ」

「あっ、開き直っちゃったよ。この人」

　水着から着替えると、岸壁の階段を登って公園の林に戻り、そのまま林道を奥へと歩いていった。林を抜けると、夕日を目の前に見ることのできる展望台が現れる。「誓いの丘」と五いつ木き先生が命名した場所で、以前、最も上がみと来たことがある。

　展望台はちょっとした崖がけの上にあり、眼下にはうっそうとした森が広がっている。さらにその森の向こうには夕日の落ちる海までもが望めるという、絶好の夕日鑑賞スポットなのだ。

　オレと斉藤さんが着いた時、まさに西の海に夕日が落ちるところだった。

「わああ！」

　展望台につくと斉藤さんはすぐに歓声を上げて、落下防止用のフェンスに駆け寄っていった。

「すごいね。太たい陽ようが大きいね！」

　フェンスに手をかけて、興奮した様子で橙だいだい色いろに染まった顔がこちらを見る。まるで子供のようにはしゃいでいる。

「学校にこんな場所があるなんて知らなかった」

「綺き麗れいだよなあ」

「うん」

　斉藤さんは頷うなずくと、急に寂しそうな顔をした。

「……この学校には、他にも私が知らないだけで、綺麗なところがあるんだろうなあ。それを知らないまま学校を出ないといけないのは、なんか残念だなあ」

「……」

　寂しげに目を細める斉藤さんを、オレは無言で見つめる。

「ありがとう。今日は楽しかったよ。いい思い出になったよ」

「……」

（やっぱ斉藤さん、最後の思い出を作りたかったんだよな……）

　そう思うと、寂しい気持ちになってくる。初めて会った時からずっとピュアだった斉さい藤とうさんと会えなくなるなんて。

「あの……斉藤さん」

　言いながらズボンのポケットに手を入れた。中から包装された小さな箱を取り出し、斉藤さんに差し出した。

「？」

「プレゼントは、一日つきあうだけでいいって話だったけど、それだけじゃあ寂しいからさ。一応買ってみた」

「えっ!?」

「開けてみてよ。趣味が合うかわからないけど」

　斉藤さんは瞬まばたきをしながら、箱を受け取る。蓋ふたを開けると、葉っぱの形をしたシルバーのブローチが現れる。

　斉藤さんは無言で目を瞬かせた。

「誰にも相談しなかったから、気に入ってもらえるかどうか、ちょっと心配だったんだけど。なんかこれ、人気があるみたいだから」

「……」

「あれ、ちょっと失敗？　やっぱ慣れてないからなあ」

「……そんなこと、ないよ」

　首を振る。

「嬉うれしいよ」

　ブローチを手にし、胸に抱きしめた。

「新しん藤どうくん、ありがとう……」

　頬ほおを赤らめながら、涙ぐんだ目で斉藤さんは言う。

「お、おう。喜んでもらえて嬉しいよ」

　正直、ホッとする。

「遠くに行くみたいだけどさあ、この学校で斉藤さんと過ごした時間のことをオレは忘れないから」

「……」

「もしネットのメールが無理なら、エアメールでもなんでもいいから、連絡してくれよ。オレはこの学校にいると思うからさあ」

「……うん」

　斉藤さんはコクリと頷うなずくといきなり、

「!!」

　オレの胸に体を預けてきた。

「さ、斉さい藤とうさん!?」

　いきなりなのと、意外なくらい強い衝撃に、オレは後ろによろけた。

　さらに間の悪いことに足のついた先に突起状の物があって、オレは足を取られてしまった。

「うわっ！」

　足を取られたのが、最も上がみとデートする前に生徒会が立てた「誓いの丘」と書かれた看板であることに気がつきながら……、オレは斉藤さんに覆いかぶさられるように、背中から転倒していった。

　ドサッと、仰あお向むけに倒れる。咄とつ嗟さに受身をとったので後頭部の激突は回避したが、オレの顔に倒れた勢いで斉藤さんの顔が接近してきた。

　そして、

　次の瞬間、

　チュッ──と。

　斉藤さんとオレの唇が重なってしまった。

　彼女の柔らかい唇が、オレの唇に押し付けられていた。

「「!?」」

　至近距離で斉藤さんが目を大きく見開いて、狼ろう狽ばいと驚きの入り混じった表情をしている。たぶん、オレも同じような顔をしていると思う。ただ、彼女とオレでは焦っている理由がきっとちょっと違う。













　や、やばい。斉さい藤とうさんとキスしちゃった!?

「ご、ごめん」

　斉藤さんが半音上がった声で言うと、上体を起こした。もともと大きな目を、さらに大きくし、顔中を真っ赤にしていた。

（……い、今の、キス、だったよな？）

　仰あお向むけのまま、呆ぼう然ぜんとした頭で今あったことをプレイバックした。

　いや、うん。間違いない。本当に一瞬のことだったが、間違いなく斉藤さんの柔らかな唇を感じた。オレは斉藤さんとキスをした。

（だ、だとしたら、戦機乙女ヴアルキユリアが召しよう喚かんされる!?）

　仰向けのまま空中を睨にらむ。

　茜あかね色いろの空に、まっすぐに伸びる鰯いわし雲ぐも。

　だがそこに、ゲートと呼ばれるテッセラクトと物質世界を結ぶトンネルの入口は、生まれてはいなかった。

（あ、あれ？）

　戦機乙女が出てくるなら、もうそろそろ発現しているはずだった。

　なぜ？　今のは絶対にキスだったはずなのに……。

　オレが不思議に思っていると、

「ご、ごめん、新しん藤どうくん」

　真っ赤な顔の斉藤さんが立ち上がった。そわそわとしていて、見るからに狼ろう狽ばいしている感じだった。

「今のは、じ、事故だからね──！　ごめんね！」

　倒れたままのオレに向かって、頭を下げる。

「う、うん、事故だよね」

　オレも上体を起こそうとしていると、

「ここまでつきあってくれたのに、最後にこんなことになってゴメン。でも、今日は楽しかったから！」

　そう言うと、オレが立ち上がるよりも先に回れ右をした。

「ちょっ、斉藤さん!?」

「ホント、ごめんね───！」

　そう叫ぶと、逃げるように走っていってしまった。

「さ、斉藤さん……」

　地面に座ったまま、呆然とその背中を見送るだけだった。斉藤さんはそのまま走っていき、林の中へと消えてしまった。

「な、なぜ？」

　口をアングリと開けて、オレは呟つぶやいた。二つの意味で「なぜ？」だった。

　なぜ戦機乙女ヴアルキユリアは発現しなかったか、そして、なぜ斉さい藤とうさんは走りさってしまったのか……。後者については、恥ずかしくて逃げ出したと考えられなくもないけれど、ここでデートを中断しなくてもいいのに……。

　尻しり餅もちをついたまま呆ぼう然ぜんとしていると、どこからともなくバタバタと足音が迫ってきた。六りく道どう、最も上がみ、日ひ比び野のの三人だった。

「新しん藤どう！」

「新藤くん！」

「どういうこと!?」

　三人はオレを取り囲み、一斉に叫んできた。

「どうしてキスをした!?」

「そうよ、なんなのよ、あの流れは！」

「あまりに不自然よ！」

　三人は腕を組んで、睨にらみつけてくる。たちの悪い不良にからまれたような気持ちになってきた。

「……仕方がないだろ？　事故だったんだから」

　お尻を払いながら、オレはやれやれと立ち上がった。

「事故だろうが、なんだろうが、咄とつ嗟さに口を閉じて回避することだってできるはずなんだ。どうしてしなかった？」

「そうよ、アクシデントは仕方ないにしても、キス自体は回避できたでしょ？　咄嗟に避けるとかなんとかして」

「私もそう思う」

　三人は口々にオレを責める。

「あの状態から逃げるって……無む茶ちや言うなよ」

　オレは首を振る。

「つ──かさ。戦機乙女が出てこなかったってことは、キスは回避できたってことだろ？　違うのか？」

「それだ……。それがよく分からない」

　六道は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「私はどう見ても、キスしたように見えた。なのに、どうしてキスをしたのに戦機乙女が召しよう喚かんされない？」

「いや、その理由をオレが知ってるわけないだろ？」

「でも、キスをしたかどうかは、新しん藤どうくんは分かるじゃない。どうだったのよ」

　最も上がみがキッと睨にらんできた。

「い、いや、なんか頭を打ったせいで、その辺を覚えていないんだ」

　嘘うそをついてしまった。本当は絶対に唇が触れた感じがした。

「キスしたのに、戦機乙女ヴアルキユリアが召しよう喚かんされないってことはあるのか？」

「ない」

　六りく道どうはにべもなく否定する。

「新藤がこの学園の女子に接せつ吻ぷんすれば戦機乙女が光こう臨りんする。確実に」

「でも現に、光臨してないってことは……」

「ってことは、ちゃんとキスしなかった、ってことじゃない？」

　日ひ比び野のが割りと真剣な顔でオレに言う。

「ああ、うん。じゃあ、そうかもしれないな」

　オレはしらばっくれた。

「ああ、もう。相変わらず、はっきりとしないんだから」

　最上が不機嫌そうに顔を振った。

「もしかして、斉さい藤とうさんが実は男だった、ということはないかしら？」

　日比野が指を立てる。

「気持ち悪いことを言うなよ……」

「いや、戦機乙女が発現するかどうかに、性別は関係ない。新藤がテッセラクト指向性のある人物にキスをすれば、戦機乙女は光臨する。たとえば、Ｄ組の内うち田だにキスをすれば、戦機乙女は光臨するだろう」

「だから気持ち悪いことを言うなって……」

　思わず想像して気持ち悪くなった。

「でもじゃあ、なぜ、光臨しなかったわけ？」

　最上が胡う散さん臭くさそうに言う。

「やっぱりキスのようで、そうではなかったんじゃないか？」

「そうそう、たぶんそうだよ」

　オレは作り笑いを浮かべながら、六道の表情を窺うかがう。

　六道は腕を組んで納得のいかない様子だったが、やがて頷うなずいた。

「そういうことなのかな」

　と。すると、最上と日比野も少しホッとしたような顔をしていた。

　自分としては、オレは間違いなく斉藤さんとキスをしたと思っている。だが、戦機乙女が光臨しなかった理由は当然分からないし、原因を考える気もしなかった。六道も分からないのに、自分が分かるはずがないからだ。




　とにもかくにもこうして、斉さい藤とうさんとのデートは唐突に、思いがけない形で終わってしまったのだった。









　２章　突然の別れ






「ええ、突然ですが、皆さんに伝えることがあります。今日をもって斉藤さんが転校します」

　斉藤さんとのデートから一日が明けた月曜の朝のホームルームにおいて、五いつ木き先生が終ついに転校を発表した。その瞬間、一年Ａ組の教室は大きなざわめきに包まれた。斉藤さんはＡ組の副クラス委員で、なおかつクラスの人気者だ。当然、クラスメイトたちの動揺は大きい。しかも転校するのが今日の今日とあっては、パニックが起きても仕方がなかった。

「本人の強い希望のため、今日まで話しませんでした。斉藤さん、最後に挨あい拶さつ、してくれるわよね？」

　五木先生の言葉に斉藤さんはゆっくりと立ち上がり、黒板の前に立った。

「今までみんなに報告しなくて、ごめんなさい」

　最初に頭を下げた。

「言わなかったのは、最後までしんみりした雰囲気になって欲しくなかったから……。最後まで今まで通りの一年Ａ組に通いたかったからです」

　そこまで言って、斉さい藤とうさんは唇を噛かみしめた。

　教室中が重苦しい雰囲気に包まれる。一部ですすり泣きが始まる。たぶん何日間もこうなるのが嫌で、斉藤さんは秘密にしたかったのだと思う。

「本当に短い間でしたが、みんなと過ごすことができて楽しかったです。またいつか、会える時があれば……、その時はよろしくお願い──」

　最後はほとんど言葉になっていなかった。

　斉藤さんは目を押さえながら、駆け足で自席に戻ってくる。パラパラと拍手が始まると、すぐにそれは大音量になった。

　教室の全員が拍手をしていた。そんな中、斉藤さんは自分の席で涙を流していた。そしてオレも、目頭が熱くなっていたが、グッと涙をこらえた。

　うねりのような拍手の中、「斉藤さんは昼休憩まで学校にいます」という五いつ木き先生の声が聞こえた。




　すぐに昼休憩がやってくる。

　誰が言い出したというわけでもないが、一年Ａ組のメンバーは全員が教室の前に列を作り始めた。教室の扉から階段まで、生徒たちで壁を作って見送るつもりらしい。オレもその中に混じっていると、

「なんだ、これ？」

　不思議そうな顔をしたＤ組の内うち田だが、ぶらりという感じでやってきた。同学年ではオレ以外に唯ただ一人の男子であり、斉藤さんとは同郷だったはずだ。

「誰か転校するとか？」

　真顔でそんなことを言う。

「誰かって、斉藤さんに決まってるだろ」

「へっ？」

「なぜ、ポカンとしてるんだよ。よもや斉藤さんが今日転校することを知らなかった、とか言わないよな」

「知らなかった……」

「マジかよ！　なぜ、同郷のお前が知らない！」

　どんだけ疎まれてんだよ、この男は……。

　やがて、教室の扉が開き、手荷物をまとめた斉藤さんが五木先生に連れ添われて現れる。二列並んで人の壁を作ったＡ組の生徒たちが、一斉に拍手を始める。その中を、斉藤さんは泣きながら進んでいく。

　オレのすぐ目の前に来たとき、斉藤さんは立たち止どまった。

　こっちを見ると、真っ赤な顔で目に涙を浮かべて笑った。

「色々とありがとね。あと……昨日はごめんね」

「じゃあな。連絡はしてくれよ」

　斉さい藤とうさんは小さく頷うなずく。そして、横の内うち田だの方を向いた。

「内田くん、ゴメンね。今まで言わなくて」

　ばつの悪そうな顔で言う。つーか、ここにたまたま来なかったら、内田は明日になっても斉藤さんの転校を知らなかったかもしれない。

「……せっかくオレのハーレム計画の一号だったのに、行っちゃうのかよ」

　内田はキリッとした顔を作って言う。

「私がいないからって、ハーレムとか変なことを言って新しん藤どうくんを困らせちゃだめだからね。守もり谷や市代表なんだから」

「おうよ。守谷魂は永遠に不滅だ」

　二人は拳こぶしを付き合わせると、斉藤さんはまた歩き出す。なんだかんだ言って、二人はどこかに同郷の繋つながりみたいなものがあったみたいだ。

　斉藤さんはそのまま人の垣の間を通り抜けると、一度振り返ってみんなに向かって頭を下げると、小走りに階段を駆けていった。

　階段の踊り場に、女の子のすすり泣きが響いていた。

「ふう……」

　オレは強烈な喪失感を覚えながら、とぼとぼと教室に戻る。他の女の子たちと一緒に、窓から前庭を見下ろす。アスファルトの地面の上を、斉藤さんが小走りに駆け抜けていくのが見えた。やがて、正門へと繋がるプロムナードの桜並木の向こうに、消えていってしまった。

　ハア──。

　席に戻ると、オレはもう一度、深くため息をつく。

　胸にぽっかりと、穴が開いてしまったような気持ちになっていた。斉藤さんとはものすごく仲良かったわけでもないし、好意を抱いていたわけでもないが、なぜか一緒にいてホッとできた。たぶんだが、この学校で唯一、生徒会とか自分の因縁とは関係なく、相談できる相手だったからかもしれない。

（……外まで見送りに行こうかな）

　昨日のデート以来、電話で一度やりとりしただけで、ほとんど話せていない。今日は他のクラスメイトたちに囲まれて、オレは近づくことができなかった。最後にもう少し言葉を交わしたかった。全力で走れば追いつけるかもしれない。

　オレは静かに教室の外に出ると、階段を降りていく。そして、前庭を全速力で駆け抜けようとした。

　だが、その時、

　学校から支給された携帯電話がけたたましく鳴り響いた。

「タイミングが最悪だ」

　悪態をつきながら、ディスプレイを確認する。スマホの画面一杯に、緊急招集の文字が浮かんでいた。

「こんな時に……」

　唇を噛かむ。緊急招集ということは、また天使アポストルスか何かの反応があったのだろう。オレがいかないわけにはいかな──。

　いや、オレがいかなくてもいいんじゃないか？

　以前だって、結局、オレが行く必要はなかったし。前みたいに行っても消えるだけなら、オレが行く意味ってないんじゃないか？

　オレはスマホを鞄かばんへ放ほうりこみ、再び走り出そうとする。

　その時、

「どこに行くつもりだ」

　背後で鋭するどい声がした。

　振り返らなくても誰なのか分かった。強こわ張ばった表情で振り返る。予想通り、六りく道どうが立っていた。険しい表情でオレを睨にらんでいた。

「いや──」

「天使の発現を確認した。緊急招集だ」

　言い訳しようとしたオレの言葉に重ねてくる。そういうことをされると、さすがにムッとした。

「……友達とのお別れくらい、ゆっくりさせてくれてもいいんじゃないか？　天使が現れたのが、そんなに大事なのかよ」

「天使はこっちの都合など聞いてくれない」

　六道は淡々と言う。

「忘れないで欲しい。敵は新しん藤どうの命を狙ねらっている。私たち生徒会は、新藤を守らなければならない」

「……」

　言いたいことは分かっていた。彼女が言っていることが全面的に正しいこともだ。今、斉さい藤とうさんと話したいと願うことは、単なるオレの我がままだってことも。だから、オレは六道に従わないといけない。でも、納得はできない。

「……オレが望むか望まないかにかかわらずな」

　下を向きながら言ってやった。

「で、天使はどこに現れたんだ？」

「中央公園奥の、展望台」

「!?　あそこかよ！」

　つい昨日、斉さい藤とうさんと行ったばかりじゃないか。

「時間がない。行こう」

　六りく道どうはオレの表情を窺うかがう。オレは未いまだ不満を覚えつつも、「ああ」と頷うなずいた。




　六道と共に中央公園へ向かった。公園入口で、五いつ木き先生を除く、全生徒会メンバーと合流する。全員、学校からそのまま来たために制服姿だ。

「公園の封鎖は？」

「今、園内の生徒の追い出しをやっているわ！」

　六道の問いに、一いちの宮みやさんが答えた。

「敵の反応は？　前のと同じヤツか？」

「恐らく。前のとパターンが似てますから」

　芝生の上に正座したカナがノートＰＣを見ながら言う。

「……地下に出たヤツか」

　六道が緊張の面持ちで頷く。

「公園の封鎖、完了したわ！」

　スマホを耳に当てたまま一宮さんが叫ぶと同時に、空中よりヘリコプターのローター音が接近してきた。迷彩色に塗られた軍用ヘリだ。コクピットには五木先生がいるのだろう。

　ヘリはオレたちの上空に停とまると、地上へ向かって頑丈そうな樹脂のケースを落下させ、再び飛び立っていく。

　六道がケースを開けると、中には対テッセラクト武器アンチテツセラクト・ウエポンが納まっていた。

「よしっ、行くぞ」

　六道がライフルを構えると、同じく武器を装備した他生徒会メンバーも頷いた。

　六道を先頭に公園の林の中へと入っていく。林道を潜くぐり抜ぬけ、なんの抵抗もうけないまま、昨日も来た展望台に到着する。

　小高い崖がけの上にある展望台。崖の淵ふちには落下防止用のフェンスがあり、その向こうには森と海が見える。この場所が眼下の森よりもやけに高い場所にある理由が、エピタフがグレーブヤードの上に作られているためだと、今更に気がつく。

　そして、

　敵は、落下防止用のフェンスの向こうにいた。

「!?」

　目を見開く。

　それは異様な光景だった。

　フェンスの向こう。

　つまり空中に、人が浮いているのだ。人が空に浮いている。

　それは確かに人だった。剣でもなく、仮面でもなく、人の形をしている天使アポストルス。

　しかも見覚えがある。小柄で、地味な色のコートに身を包み、フードを深く被かぶった……。以前、高等部校舎の屋上でオレを呼び出したあの人物……。

　それが今、目の前で空中に浮いているのだ。

「あ、あれが天使？」

「……」

　オレの問いに六りく道どうが無言で頷うなずいた。

　確かに天使と言われても、納得できなくはない。普通の人間は空中に浮くことなんてできっこない。それができるのは、人間以外の存在であるのだろう。

　しかし、オレはすぐに、目の前の完全に人間の外観をした存在を天使と認識することができなかった。

「ほ、本当に、き、君が、天使なのか!?　君はオレを殺すつもりだったのか!?」

　オレは空中に浮かぶフードに向かって叫んだ。

　確かにあの時、あいつはオレにダガーで切りかかって来た。だが、本気で殺そうとしている感じはしなかった。もし、本気で殺すつもりだったら、オレはあの時、あの場所で殺されていたはずだ。六道たちに助けられる間もなく。

　フードは空中から、オレを見下ろしていた。フードのせいで表情は窺うかがえない。ただ、鋭するどい眼力でこっちを睨にらみつけている気がした。

「……私は君に真実を話し、自ら存在を消すように助言した。だが君は助言に従わず、ジェスターを殲せん滅めつし生きながらえている」

　あの時と同じ、独特の電子音でフードは言う。

「その質問には答えたはずだ！　オレは──」

　答えようとするオレのすぐ横で、六道がライフルを構えた。

「ちょっ！」

　驚くオレを横目に、ライフルを発射する。既に展開を終えた一いちの宮みやさん、三み浦うら、四し之の杜もりの三人も、それに呼応して火器を連射した。

（見た目が人でも容よう赦しやなしか!?）

　オレは顔をしかめる。自分なら間違いなく躊ちゆう躇ちよしていた。

　四方からの弾丸がクロスファイア気味にフードを捉とらえようとする。しかし、鈍い光がフードを取り囲み、弾丸は全すべてその光に当たって跳ね返った。

（ふう……）

　なぜか安あん堵どする。人の形をしたものが、弾丸に撃たれて傷つくのを見たくなかった。まだ、オレの中ではあのフードを天使と割り切れていない。

「では、そろそろ始めようか」

　フードが静かに言うと、急上昇した。

　上空で右手を横に動かす。すると、手の軌道上にダガーが幾本も生まれる。ダガーが意思を持っているかのように動き出し、フードの前に円周状に並ぶ。刃先をオレに向けて回転し始めた。

「新しん藤どう！　スヴァリンを！」

　六りく道どうが鋭するどく叫ぶ。

「わ、わかってる！」

　目を閉じ、心の中で、〝スヴァリン〟の名前を呼んだ。すぐに、オレの体からドーム状に光の球が広がる。

　ほぼ同時、

　フードの前で回転していたダガーが、一斉にオレに向かって飛んできた。

　サクサクと、ダガーの刃が光のドームに突き刺さる。刃先がドームの壁を貫つらぬき、そのまま消えていく。

「スヴァリンに傷をつけた!?」

　破壊こそしなかったが、刃先がスヴァリンのドームの一部を切り裂いている。今まであらゆる天使アポストルスの攻撃を通さなかった孤高の盾に傷をつけたのだ。

「それが絶対孤高の盾イージスか！　なかなかの防御力だ」

　空中のフードが叫ぶ。その声には余裕があった。

（強敵かもしれない……！）

　オレは生なま唾つばを飲みこんだ。

　見た目は、剣のエクスカリバーや仮面のジェスターに比べると普通、むしろ弱そうにすら感じる。だが、彼らは決められた攻撃パターンしかなかった。今回の敵には明らかに人の意思と知性がある。しかも、六道たちのライフルは全く効いておらず、攻撃力もかなりのものだ。

「なるほど強力な防御力だが……、攻略の余地はありそうだ」

　フードが意味深に言う。右手を横に動かし、再びダガーを発現させる。さっきよりも多く百本近くだ。それが再び、スヴァリンに向かって飛ぶ。

　ズッ、ズズズッ！

　光のドームに、ダガーが断続的に突き刺さる。傷のついた箇所に、時間差でさらにダガーが突き刺さる。傷ついた場所にピンポイントで新たなダガーが刺さっていき、さらに傷が深まる。

（まさか、このまま貫通することもあるのか!?）

「カナ！」

　六りく道どうが叫んだ。

「このままだとジリ貧だ。一気に巻き返す。防衛システムの起動を！」

「はい！」

　二ふたッつ谷やが答え、忙しくキーボードを打ち始めた。

「……天乃魔返鉾グングニルを撃つのか？　人に……？」

　オレは重い表情で六道に言う。

「あれは人ではない。天使アポストルスだ」

　六道は強い口調で言い切る。

「でも……」

「外観はテッセラクトから与えられた姿に過ぎない。それに惑わされてはいけない。あれは天使だ。新しん藤どうの敵だ」

「……ああ。そうだよな」

　答えつつも、やはり抵抗する気持ちは残った。天乃魔返鉾が人を貫つらぬき、破壊する光景を見たくないと思う。

「防衛システム、ランします！」

　カナちゃんが叫ぶ。ノートＰＣで解除システムにアクセスし起動させ、天乃魔返鉾発射までのカウントダウンが始まる。




「天乃魔返鉾封印解除まで10、９、８、７、６……」




　耳に響くカウントダウン。




「５──、４──、３──」




　フードを見上げた。向こうも、ダガーによる一点集中攻撃を続けながら、上空からオレを見下ろしていた。

　その時、

　フードの奥に隠れた顔が一瞬、笑ったような気がした。

「!?」

　眉まゆ根ねを寄せて、目を凝らす。

　ほぼ同時、




「２──、１、天乃魔返鉾発動!!!」




　二ふたッつ谷やの声と同時に、六りく道どうの右手が光に包まれる。

　光がだんだん大きくなっていき、万物を貫つらぬく巨大な鉾ほこが現れようとする。そして、六道が伝説の鉾、天乃魔返鉾グングニルの名前を叫んだその時、

　六道の右手を包みこむ光が、急速に萎しぼんだ。

「えっ!?」

　六道の顔に衝撃が走る。一いちの宮みやさんたち生徒会メンバーも、呆ぼう然ぜんとしている。

「どういうことだ！　カナ！」

「天乃魔返鉾の封印解除システムが、乗っ取られています！」

　キーボードを忙しくタッチしながら、カナが叫んだ。

「どういうことだ!?」

　六道がハッと見上げた時、

「よしっ！」

　フードが会心の高笑いを上げた。

「カナがシステムにアクセスするのを待っていたのか！」

「この前の発現は、システム乗っ取りへの布石だったということね」

　六道と一宮さんが口惜しそうに叫ぶ。

　以前、グレーブヤードに天使アポストルスが現れた時、六道が天乃魔返鉾を起動した瞬間、姿を消した。あの時はエピタフの防衛システムが解除される過程を監視していたのだろう。

「そんな……。天使がネットワークをハッキングするなんて」

　二ッ谷が青ざめた顔で言う。確かにフードは以前、学園のセキュリティシステムを破壊したことがあった。そういうスキルを持っているのだ。

「これで最強の鉾はしばらく使えまい。……さあ、みんな、出てくるがいい」

　フードが楽しげに言うと、周状に並んだダガーによって象かたどられた円内が、真っ黒な暗くら闇やみに包まれた。

「なに!?」

「あれはゲート!?」

　六道と一宮さんが叫んだ時、

　その暗闇を切り裂くように、巨大な剣先が現れた。やがて剣先だけでなく、巨大な刃、鍔つばまで姿を現す。

　やがて、見覚えのある巨大な剣が発現した。

「エ、エクスカリバー!?」

　初めてオレが襲われた天使がそこにいた。

　さらに、

　同じく暗闇の中から、一枚の仮面が現れた。道化がつけているような、白い、醜い、やはり見覚えのある仮面。ジェスター……。ジェスターは一体だけ現れると、すぐに空中で増殖し、空を覆いつくした。

　今や空中には三体の天使アポストルス、エクスカリバー、ジェスター、そしてフードが存在し、オレたちを見下ろしている。

「ど、どういうことだ!?　あの天使たちは殲せん滅めつしただろ!?」

「兵器アームズと同じだ……。徹底的に破壊しようが、捕らえようが、テッセラクト由来のものは何度でも蘇よみがえることができる」

「そうなのかよ!?」

　フード一人でもピンチだっていうのに、三つを同時に相手するなんて、そんなことができるのか!?

「さあ、いくがいい。万物を破壊する剣と、全すべてを欺く仮面よ！」

　フードがオレを指差すと、エクスカリバーがその巨大な刀身を振り上げ、無数に分裂した仮面が一箇所に集まり始めた。

「くっ！」

　唇を噛かみしめ、再びスヴァリンの名前を呼ぶ。

　傷ついていた光のドームを修復し、再展開する。

　そこへ、エクスカリバーが容よう赦しやなく振り下ろされた。

　金属同士がぶつかったような派手な激突音が周囲に響き渡る。火花が飛び、光のドームがズーンズーンと揺れた。

　一方で、空中の仮面が何重にもぶれた。

「クラスチェインジ特性変化!?　ロキ！」

　ロキの名を呼ぶ。オレの目にモノクルが現れる。敵の特性を見破る戦機乙女ヴアルキユリアの力を使って、仮面の次の攻撃形態を予測する。

「色は紫！　テッセラクト攻撃が来るぞ！」

　オレの言葉に、一いちの宮みやさんと三み浦うら、四し之の杜もりがオレを庇かばうように前に立ちはだかり、精神体を分離させた。

　刹せつ那なの後、業ごう火かが光のドームを侵し、オレに襲いかかった。それを、一宮さんたちの精神体が阻む。その間にも、エクスカリバーはスヴァリンの盾に何度も攻撃を仕掛けてきている。

「ジェスター、防御パターンに切り替わる必要はないぞ。彼女たちの攻撃は私が止めるからな」

　フードが道化の天使に指示を出した。

（くそっ！　攻撃が組織的になってる!?）

　歯を食いしばりながら、空を睨にらみつけた。クラスチェインジができるとは言え、機械的な動きしかできないジェスターは怖くなかったが、それにフードの知性がつくことで以前よりも強敵になっている。あまつさえ、エクスカリバーも同時に攻撃してきているというのに。

　ジェスターが再びブレる。次の特性は攻撃型！

「色はシルバー！　物理攻撃がくるぞ！」

　無数の仮面が一つに集まり、巨大な死神の鎌かまとなった。鎌は光のドームに向かって飛んでくると、エクスカリバーが攻撃を加えている場所をピンポイントで攻撃した。

　その瞬間、ガラスに亀き裂れつが入るような音が上がり、スヴァリンの光のドームに無数の亀裂が入った。

「や、やばい！」

　再びシールドを展開しなおし、バリアを修復する。

「効いてるぞ！　今の攻撃を続けるんだ！」

　フードの指示が飛ぶ。その言葉に従うように、エクスカリバーとジェスターが同じ攻撃を仕掛けてきた。

「敵の自由にさせるな！　反撃するんだ！」

　生徒会メンバーが、鎌となったジェスターに向かってライフルによる通常攻撃を加える。だが、その弾幕の前、光に包まれたフードが、いわば人の盾となって立ちはだかる。弾丸はフードを包む光によって掻かき消きえる。

　同時に、エクスカリバーとジェスターの連続攻撃がスヴァリンに襲いかかった。連続攻撃により、先ほどよりも大きな亀裂が、光のドームに走る。

「こ、このままだと破壊される!?」

　オレは叫ぶ。

　額に汗が大量に浮かぶ。喉のどがカラカラになる。初めて天使アポストルスに遭遇したときのような恐怖を、オレは強く感じている。スヴァリンの盾を手に入れてから、どんな攻撃を受けていてもどこか安心できてきた。だが、今回は、初めてそれが脅かされている。

「二ふたッつ谷や、システムを取り戻すことはできないのかっ!?」

　ライフルを撃ちながら、六りく道どうが叫んだ。

「い、今、やっています！」

　二ッ谷も必死にキーボードを叩たたきながら答えた。

　三度、エクスカリバーとジェスターの鎌攻撃が、スヴァリンに加えられる。今度も、亀裂を作りながらも何とか耐える絶対孤高の盾イージス！

　だがその時、ダガーを手にしたフードが光のドームに急接近してきた。

　フードはドームに張り付くと、スヴァリンに走った亀裂に突き立てようと、ダガーを振り上げた。フードの周囲から弾丸を防いでいた光が消え、同時にダガーが膨張し始める。

「火力を集中させて！　後退させるのよ！」

　一いちの宮みやさんが叫ぶ。

　ライフルの弾丸がフードに集中する。弾丸はフードを容よう赦しやなく捉とらえる。着弾するたびにフードの体が大きく後ろにのけぞるが、それを物ともせずに巨大化したダガーをドームに突き立てた。

　次の瞬間、

　まるでガラスが割れるように、オレと生徒会メンバーを覆っていた光のドームが、粉々に砕け散った。

「しまっ！」

　オレは新たな盾を展開しようとした。

　だがそれよりも早く、右手にダガーを持ち替えたフードがオレに急接近してきた。

　ライフルの銃弾が全身ボロボロになったフードを捉える。だが、再び展開された光の壁によって今度は跳ね返された。

　やべえ、間に合わない──、

　迫りくるフードに、オレが死を直感した瞬間、

「グングニルシステムの再起動に成功しました！　システムを取り返しました！　プログラム発動！　コール数０回！」

　二ふたッつ谷やの悲鳴のような声が響く。

　天乃魔返鉾グングニルをこの後に及んで起動？

　だが！

「これで終わりだ、万の兵器師テンサウザンド・アーミスト！！！！」

　叫びながらフードが空中より飛来した。

　オレは動けない。フードの姿が視界の中で大きくなっていき、目の前に迫った時、オレはロキのモノクルを通じてあるものを見た。




　フードの奥で、彼女が泣いている。




　周囲から音が消え、「ごめん、新しん藤どうくん……」という声が聞こえた気がした──、

「！」

　オレが目を見開いたのと同時──、

　横から走ってきた六りく道どうがオレの前に立ち、光に包まれた腕をフードに向けた。




「天乃魔返鉾グングニル！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」
















「や、やめっ!!」

　叫ぶオレの横で、最強の光の鉾ほこは放たれた。六色の光の鉾は螺ら旋せんを描きながら、カウンター気味に、ゼロ距離でフードを飲みこんだ。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　鉾は悲鳴を上げるフードを串くし刺ざしにしたまま飛ひ翔しようした。木々をなぎ倒しながら公園の林へ激突し、巨大な橙だいだい色いろの炎ほのおを上げて爆発した。その瞬間、空中にいたエクスカリバーとジェスターも掻かき消きえる。

「い、今の声っ！」

　最悪の予感を覚えながら、林に向かって走り出す。

　マジか。

　そんなことがあっていいのか!?

「新しん藤どう、危険だ！」

　背後から六りく道どうの制止する声が聞こえたが、オレは無視して走り続ける。

　倒された木々の間を通り抜け、爆発のあった場所へ行く。そこには、小さなクレーターが開いていた。まるで隕いん石せきでも激突した現場のようだ。

　そのクレーターの中心に、フードが倒れているのが見えた。

　オレはクレーターの坂を転げるように降り、駆け寄る。そして、傍そばに座ると、震える手でフードをとった。




「！」




　オレは歯を食いしばる。

　全身が戦慄おののく。

　額に、顔全体に一瞬で大量の汗が浮かぶのが分かった。

　それは予想通りの結果ではあった。

　だが、こういう結果になって欲しくないと、心から願っていた。でも、事実はやはりそうだったのだ。




　フードの下から現れたのは、

　斉さい藤とうさんだった。




「斉藤さん!!」

　絶叫した。

　どうしてフードが斉藤さんなんだよ。

　斉藤さんが天使アポストルスってどういうことなんだよ。つーか、天乃魔返鉾グングニルを食らって、斉藤さんは大丈夫なのか!?

　パニックになった頭で、色んなことを考えた。

「斉藤さん！」

　もう一度、その名前を呼んだ時、

「──ん」

　苦しげな表情を浮かべながら、ゆっくりと、斉藤さんは目を開いた。

　オレと目が合うと、悲しげにその目を細めた。いつもの爛らん々らんとした目の輝きはない。弱弱しい、鈍い光をたたえるのみだった。

「斉藤さん、なんでこんなことに!?」

　オレは頭を振りながら言った。

　言いながら自分の台詞せりふが陳ちん腐ぷに思えた。でも、それくらいしか、かけられる言葉が見当たらなかった。

　なんでだ。どういうことなんだ、と。

「……ゴメンね、新しん藤どうくん」

　静かに、

　斉藤さんは言った。

「ゴメンとか、もうどうでもいいんだ。それより、教えてくれよ。なんで斉さい藤とうさんが天使アポストルスなんだよ。つーか、本当に天使なのか!?」

　ややあって、

　斉藤さんは静かに、頷うなずく。

「！」

　オレは歯を食いしばる。そうしないと、また絶叫しそうだったからだ。歯を食いしばり、斉藤さんが天使だという事実を受け入れようとした。でも、そう簡単にはできそうになかった。

「──そう、私は新しん藤どうくんを殺すためだけに、テッセラクトからこの世界に発現した存在なんだよ」

　斉藤さんは淡々と言う。その言葉は容よう赦しやなくオレの胸に突き刺さる。

「な、なぜ？　天使が斉藤さん？　どういうこったよ。なんで、天使が、君のような姿をしていないといけない？」

「それは私にも分からないの。それはテッセラクトの意思だから」

「テッセラクトの意思って？　なにを言っているのか分からないって」

　斉藤さんはゆっくりと首を振った。

「……エクスカリバーが剣の形をして、ジェスターが仮面の形をしていたように、天使は物理世界の形状を模した外見をしている。だから私はたまたま人の外見をし、人と同じ思考パターンを持っていただけのことなんだ。私の家族も、この世界での立場も、全すべて私が作り出した擬態なの」

「……」

「でもだからこそ、新藤くんたちと一緒にいられたんだ。短かったけど、あの時間は楽しかった。これは本当だよ」

　斉藤さんは苦しげに顔をしかめながら、上体を起こした。握られた小さな手をオレに伸ばし、開く。手の中にあったのは、葉っぱの形をしたシルバーのブローチ。昨日、彼女にプレゼントした……。

「これ、ありがとうね。本当に嬉うれしかったんだよ。これも本当なんだよ。私は新藤くんを殲せん滅めつするために生まれたんだけど、新藤くんに対して、悪意があったわけじゃないんだよ。これだけは信じて。デートだって、本当に新藤くんと思い出を作りたくてしたんだよ。それ以外に狙ねらいなんてなかったんだよ。だから……」

　言いながら、斉藤さんの目から涙が溢あふれてくる。

　ブローチを胸に抱きしめる。そして、ニッコリと笑った。すると、斉藤さんの体が急に、透き通るように薄くなっていく。

「さ、斉藤さん!?」

　オレは叫んで、斉さい藤とうさんの肩を抱こうとした。

　だが、その手が彼女に触れることはできなかった。既に斉藤さんは実体をなくしていて、触ることはできない。

「……もし、生まれ変わるときがあったらね。……その時はやっぱり、人として生まれたいかなあ」

　消えかけた体で、か細い声でそう呟つぶやいた瞬間、薄くなっていた体が粒子のようになった。

　そして、消滅した。

「斉藤さんっ!!!」

　クレーターの中でオレは叫ぶ。堰せきを切ったように、目から涙が溢あふれてきた。こらえようとしていたが、できなかった。

　斉藤さんが消えた場所に、葉っぱの形をしたブローチが落ちていた。陽ひの光を反射させ、鈍い輝きを放っている。

「斉藤さん……」

　オレはペンダントを拾い上げると、胸に抱いた。

「新しん藤どう……」

　人の声がした。

　振り返るといつの間にか六りく道どうが立っていた。険しいが、どこか同情するような顔で、こちらを見ていた。

　オレはゆっくり立ち上がる。

「……六道、どうしてこんなことになったんだ」

　下を向いたまま、震える声を絞り出した。

「……我々も気がつかなかった。まさか、エピタフの生徒に天使アポストルスがいるなんて。まさか、こんな近くに……」

　六道は口を噛かみしめる。

　いや、違う。

　オレが聞きたいのはそういうことじゃないんだ。

　そういうことではなくて……。

「だが新藤が無事でよかった……。今回は危なかった。初めてスヴァリンの盾が破られた……。もし、天乃魔返鉾グングニルの再起動がもう少し遅かったら、今度こそ、新藤は消滅していた……」

「でも、オレの代わりに、斉藤さんが死んだ……」

「元々、彼女は新藤を消滅させるだけのためにこの世界に現れた存在だ。新藤が消えれば、どちらにしても存在理由がなくなり、消えていたはずだ」

　六道は淡々と言う。

　その態度にカッとなった。

「よく、そんなことを言えるな！　クラスメイトをオレたちは殺したんだぞ！　しかも目の前で！」

「……クラスメイトだが、彼女は天使アポストルスだ。新しん藤どうを殺そうとする敵だ」

「斉さい藤とうさんは敵じゃない！」

　顔を上げると、六りく道どうの胸倉を掴つかんだ。六道は険しい表情を崩さないままオレを見ていた。

「いや、彼女は敵だ。倒さなければ、新藤が殺されていた」

「でも斉藤さんは、泣いていた！　オレを殺そうとした時に！　だから──」

「どのような意思であろうが、行動の内容が全すべてだ。斉藤は新藤を殺すために存在し、殺そうとした。だから敵なんだ」

「違う……。斉藤さんはそんな子じゃ……！」

　オレは叫ぶ。

「君たちは斉藤さんを殺した。そして、オレは、それに加担した！」

　六道を放すと、頭を抱えて空を仰いだ。

　強い憎悪と、懺ざん悔げの念が、オレの頭を支配する。

　オレの渡したペンダントを抱きしめたまま消えていった斉藤さんの姿が脳裏から離れない。

　こんな、こんな不条理があっていいのか。

　どうして斉藤さんが消えてしまわないといけなかったんだ。

　しかもオレのせいで……。




　なぜだ!?




　強く、何者かに問うた時、




『あちきの力が欲しくなったか？』




　脳内で何者かの声が聞こえた。

「!?」

　オレは首を動かした。その声には聞き覚えがある。〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟のものだ。




『あの人形を、復活させたいんじゃないか？』




　!?　人形って斉藤さんのことか!?




『そうだ。あの、私を消滅させようとしたテッセラクトの狩人かりうどのことだ。……復活させたいんだろ？』




　そんなことができるのか？




『できる。力があればテッセラクトから再発現できる。望むのなら、その力を貸してやらんでもない』




　マジか……。




「新しん藤どう……！　〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟の言葉に惑わされるな！」

　六りく道どうが肩を掴つかんできた。

「新藤くん！」

　一いちの宮みやさんたちも、オレに近づいてきた。

「〝万の兵器師〟は新藤を騙だまして、啓けい蟄ちつを起こそうとしているんだ！　ヤツの言葉を信じちゃ駄目なんだ！」

　六道がオレの体を揺する。

　本当か？　本当にそうなのか？

　彼女の言葉を素直に信用することはできない。彼女は、今までだって真実を話してくれなかったじゃないか。そして、最終的には……彼女が斉さい藤とうさんを殺したんだ。

「放ほっといてくれ……」

　オレは乱暴に六道の手を振り払う。

　六道はショックを受けた顔をする。だが、それに同情する気持ちは微み塵じんも起きなかった。斉藤さんが復活するというなら、オレは何をやってもいい。

「〝万の兵器師〟！」




　オレは天に向かって両手を広げた。

「お前の力を……」

「新藤！　止やめろ！」

「お前の力を！　万の兵器師の力をオレにくれ！」




『いいだろう』




　顔が見えないなにかが、ニヤッと笑ったような気がした。

『力をお前にくれてやろう！』




　そう聞こえた瞬間、

　胸が激しい力で圧迫された気がした。しかも内側から。見ると、オレの胸が黒く光り、不自然に隆りゆう起きしていた。

「う、うわあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　叫ぶのと同時に、

　黒光りする胸から、何かが飛び出し始めた。

　それは黒い無数の細長い影のようなものだ。それがオレの胸から飛び出し、空中に向かって伸びていっている。




『はははははははははは！　やったあああああ！　十年ぶりの忍土しやばだあ!!』




　無数の黒い影が少女のような高笑いを上げて、それが周囲に響いた。〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟の笑い声だった。

「しまったっ！」

「……啓けい蟄ちつ!?」

　六りく道どうと一いちの宮みやさんがしまったという顔で叫ぶ。

　それを見て、オレは自分の体が明らかに異常な状態にもかかわらず、ざまあ見ろと思った。常に訳知り顔の生徒会の人間が、驚いているのが痛快だった。

　やがて、全すべての長い黒い影の端が胸から飛び出していくと、オレの上空に黒い紐ひも状じようの影が蛇のように渦巻いた。




『そなたのお陰で、久しぶりにこの地に戻ることができた！　約束通り、お前に力を与えよう！　テッセラクトから人形でも兵器アームズでも、なんでも呼び出すがいい！』




　空中でとぐろを巻く黒い影が、再びオレに向かって飛んできた。影はオレを飲みこみ、体にまとわりついた。

　その時──、




「天乃魔返鉾グングニル─────────────────────────!!」




　六道が叫び、天乃魔返鉾を空中に構え、発射した！

　光の束が螺ら旋せんを描きながら飛び、空中から飛来してきた影を切り裂いた。空中でとぐろを巻く影の一部が散り散りになり、オレを取り巻く黒い影の帯が消滅した。六りく道どうはさらに光輝く腕を空の残りの影へ向け、睨にらみつける。

「新しん藤どうを渡しはしないぞ！」




『また、そなたか！　そなたはいつもあちきの邪魔をする！』




〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟の怒りの声が響く。

「六道、なんでだよ！　どうして邪魔をするんだ！　オレは力を手に入れて、斉さい藤とうさんを復活させたいんだ！」

　オレは六道に向かって叫ぶ。だが、六道はオレを無視して、空中の影を睨み続けている。オレの言葉など、眼中にないかのように。

「新藤には手を出すな！　新藤を核として取りこむつもりなら、私を取りこむがいい！　私は抵抗しないぞ！」

　六道が凛りんと言う。

「ちょっと待てよ！　オレはそんなことは望んじゃ──」




『そなたを核にして、私になんの得がある？』




「まず、テッセラクトとの親和性の高い私の方が、新藤よりも核として適しているはずだ。それに私が取りこめば、お前が苦手の天乃魔返鉾グングニルを封じることもできるだろう。どうだ。望ましい提案だと思うが」




『……なるほど』




〝万の兵器師〟は静かに言う。




『別にお主の鉾ほこなど怖くもないが、お主の方が取りこむ相手としては適していそうだ。……小僧、悪いがそなたに力を与えるのは、また次の機会としよう』




「はっ？　ちょっと待てよ！　なんでそうなんだよ！　約束が違うじゃないか！」




『小僧には今まで寝所を提供させ、しかも出してもらった恩がある。だが、あちきにも事情というものがある。悪く思うな！』




「いや、ちょっと待てよ！」

　慌てて空中を見上げるオレの視線の先で、四散した黒い影が再び空中で集合すると、それは六りく道どうに向かって飛んでいった。

　黒い影はさっき、オレにしたのと同じように六道を包みこむ。黒い渦を巻き、六道の姿が次第に見えなくなっていく。

「なんでだよ！　どうして、みんな、オレの邪魔をするんだ！」

　オレは影に包まれた六道に向かって駆けていった。だが、六道を飲みこんだ黒い影に触れようとした瞬間、見えない強い力に弾はじかれ、後方に飛ばされた。地面にしたたかに尻しり餅もちをつき、転倒する。

「くそおおおお！」

　地面を拳こぶしで叩たたきつけ、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟に包まれた六道を睨にらみつける。既に彼女は完全に暗くら闇やみに包まれ、何も見えなかった。

「六道！」

「六道さん！」

「……」

　一いちの宮みやさんや三み浦うら、四し之の杜もりも、〝万の兵器師〟に取りこまれた六道の周りに集まった。だが、誰も何もできないでいる。

　やがて、六道を包みこんだ影が、空中に浮き上がった。

　影は六道を中に取りこんだまま、高度を上げていき、はるか上空で停止した。青い空の下に、光を一切通さない黒い球体の影が浮遊している。そして、その黒い球体は回転をしながら渦となり、その周囲に黒い雲が発達していった。まるで台風の中心のようにどんどん大きくなっていく。

「……あれが〝万の兵器師〟の力？」

　凄すごい。確かにあれなら斉さい藤とうさんを復活させる力があるかもしれない。というか、中に取りこまれた六道は大丈夫なのか!?




　その時、

「り、六道さん……」

　一宮さんが呆ぼう然ぜんと名前を呼ぶと、

「ううっ……」

　突然、苦しげな声を上げて、胸を押さえる。押さえた胸から先端に刃物のついた分銅鎖が現れた。一宮さんだけでなく、二ふたッつ谷や、三浦、四之杜もしゃがみこみ、その胸から、ハルバード、弓矢、杖つえがそれぞれ現れる。

「兵器アームズか!?」

　現れたのは彼女たちの兵器だ。

　一いちの宮みやさんたちの胸から現れた兵器は浮かび上がると、空中の六りく道どうを取り巻く黒い雲に向かって飛んでいき、その中へ吸収されていった。

　上空の暗くら闇やみの雲が、さらに高度を上げていく。

　渦巻きながらさらに拡大していく雲に向かって、無数の兵器が集まっていくのが見えた。兵器はエピタフの学園の中から、飛んでいっているようだった。恐らく、あれはエピタフの生徒たちから発現した兵器だろう。




　その様子を、一宮さんを始めとした生徒会メンバーは、一言も発さず、ただ呆ぼう然ぜんと見上げている。

　そしてオレは、

　彼女たちの横を無言で通り過ぎていった。









　３章　邂逅






　薄暗い寮の部屋のベッドに、オレは仰あお向むけになっている。

　ボーッと、何も考えず、ただ天井を見ている。今、何時かもよく分からない。二日くらい、部屋から出ていないのだ。口にしたものと言えば、売店で買っておいたスナック菓子と冷蔵庫のジュースの残りを少しだけ。それでも口にしたら気持ち悪くなった。人とは誰とも話していない。

（このままだとやばいよな……）

　伸び放題の髭ひげにザラリと触れながら思う。だが、何かしようと思うと、脳裏に粒子となって消えていく斉さい藤とうさんの姿が浮かんでしまう。そのたびに、体中から気力と体力が抜け落ちる。

　……結局のところ、オレはなにやってんだろう？　と、思う。

　今まで自分が生き残るために、女の子たちを利用してきた。オレに生きろという仲間がいるからだと思っていた。だがその結果がこれだ。

　オレは斉藤さんを殺してしまった。どんな理由があるにせよ、それはやってはいけないことだ。斉さい藤とうさんを犠牲にするくらいなら、オレが死んでもよかった。それで本当に彼女が生存できたのかどうかは分からないにしてもだ。

　オレの横に転がっている携帯電話が、さっきから何度もバイブしている。正直、うざい。着信履歴を見るまでもない。どうせ一いちの宮みやさんか五いつ木き先生からだからだ。早く携帯電話の電池が切れてくれないか、と思う。だが、電源を落とす気力もない。何もかもが面倒くさい。無気力が全身を支配している。

　ふいに、部屋のチャイムが鳴った。

「新しん藤どうくん」

　ドアの向こうから、五木先生の声がした。

「話したいことがあるんだけど」

「……」

「ねえ、ここを開けて」

「……すみません。オレは話すこと、ないです」

　ベッドの中から答える。

　何年かぶりに言葉を発したような気持ちだった。

「……大事なことなのよ。新藤くんもきっと気になることだと思う」

「……帰ってください」













「六りく道どうさんは〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟に取りこまれたままよ。彼女のこと、放ほうっておくつもり？」

　ハッとする。

　六道が〝万の兵器師〟の黒い雲に取りこまれたところは見たが、まさかあのままになっているとは思ってもいなかった。

（六道……、大丈夫なのか？）

　心配になる。こうなった原因はオレにあるかもしれないから……。

　いや、だが、もし六道が邪魔しなければ、斉さい藤とうさんは復活し、彼女が取りこまれることもなかったんじゃないのか？

　自分にそう言い聞かせようとする。

「……」

「新しん藤どうくん！」

「もうオレは関係ないです。生徒会メンバーでもなんでもないじゃないですか。生徒会のことは生徒会で対処してください！」

　少し感情的になって叫んだ。

「あなたも、私たちの体から〝兵器アームズ〟が出ていったのを見たでしょ？　エピタフの生徒たちが保有する〝兵器〟は全すべて、〝万の兵器師〟の兵器として吸収された。生徒会はもう誰一人、兵器を発生することができないの。対策を立てようにも方法がないのよ」

「……オレだって何もできません」

「そんなことないから。とにかく話だけでも」

「いいから！　帰ってください！」

　イラッときて、強く叫んでしまった。すると、しばらくして、五いつ木き先生が立ち去る気配がした。

　安あん堵どと寂しさからのため息をついていると、

「新藤くん。ちょっと開けなさいよ！」

　今度は最も上がみの声が聞こえた。

「新藤くん、いるんでしょ！」

　日ひ比び野のも横にいるらしい。

「パパ」

「親父おやじ」

　スヴァリンとロキの声まで。生徒会は、彼女たちが寮にくることを許したらしい。よほど追い詰められているのか。

　オレはため息をついて、ベッドから降りた。

　さすがに最上たちまで無視することはできない。彼女たちは悪くない。むしろオレと生徒会の犠牲者なのだ。

　ドアを開けると女の子たち四人が立っていた。生徒会のメンバーはいない。

「生徒会の人たちから大体の話は聞いた」

　最も上がみが心配するような目で、オレを見る。

「斉さい藤とうさんが天使アポストルスだったんでしょ？　それはショックだと思うけど……」

「……それだけじゃないんだ」

　小刻みに首を振った。

「オレは斉藤さんを殺すことに協力した。クラスメイトを殺したんだ……」

　オレが斉藤さんを殺した──。

　自分自身が紡いだ言葉に、衝撃を受けたオレがいる。

「でも、それは天使だったからでしょ？」

　日ひ比び野のが言った。

　彼女も悲ひ壮そう感かんの漂う顔をオレに向けている。

「……」

「……生きるために戦うのは、当然じゃないの？」

「でも、そんなのは理由にならないんだ……」

　オレは口を開けて、天井を仰いだ。

「いや……、オレだって、二人が言いたいことは、分かるさ。あそこで斉藤さんを倒さなければ、たぶん、死んでいたのはオレだった。だから、生徒会が、六りく道どうが斉藤さんを殺したのは当然のことなんだ。……だけど、オレが死んで、斉藤さんが生きる方法だってあったかもしれない」

「そんなのあるわけないでしょ！」

　最上が叫ぶ。

「ああ、ないかもしれない。でも、オレは、それを選択する時間すらなかった。だから、納得できていないんだよ」

「新しん藤どうくん……」

　日比野がジッと、オレを見据える。

「あなたは、今まで私たちを利用して生きようとしていたんじゃない。私たちを使って、この子たちを呼んできたじゃない。なのに今度はそれを否定するの？　それでいいわけ？　だったら、私たちはどうなるのよ？」

　日比野の言葉が胸に突き刺さる。

「……ゴメン。君たちを利用したことは、謝るよ。でも、そこまでして生きようとしたこと自体、オレが間違っていた」

「新藤くん、本気で言ってるの!?」

　日比野は眉まゆ尻じりを上げた。

「ゴメン……」

「謝られても困るわ！」

　腕を組んで、横を向いた。

「……それで、これから、新しん藤どうくんはどうするつもりなのよ？　この子たちは？　私たちは？　なかったことにして、生きていくつもりなわけ？」

　最も上がみはスヴァリンの肩に手を置きながら、言った。

　スヴァリンもロキも不安そうな顔でオレを見ていた。

「……分からない」

　オレはため息をつく。

「今は何も決められない。君たちやスヴァリンたちへの責任の取り方も、どうすればいいのか分からない。ただ一つだけ、オレはたぶん……、二度と自分のために戦ったりはしないと思う」
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　いつの間にか夜になっていた。

　最上たちが帰って、数時間が経たっている。結局、オレは何もできていない。再びベッドに戻り、横になっている。色々と責任の取り方について考えてはみたが、どうすればいいのか分からない……。最上や日ひ比び野のには謝罪しかできない。生み出した二人の戦機乙女ヴアルキユリアへの責任については、そもそもどういう存在かすら分からないから、何をすればいいのか見当もつかない。

　……よし、決めた。

　オレは上体を起こす。

（しばらく、ここを離れよう）

　もし、このままここにいても、いつか生徒会によって強制的に外へ出されることになるだろう。そうなればオレが〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟に関する戦いに巻きこまれることになる。

　だがそれには、オレは一切、関かかわりたくない。〝万の兵器師〟も生徒会も六りく道どうも、オレは誰の味方もしたくない。

　オレはベッドから降りると、最低限のものをリュックに詰めた。永遠に帰らないつもりではない。だから大半のものは置いていく。

（そうだ……。逃げるわけじゃないんだ）

　斉さい藤とうさんや、最上や日比野たちへの責任は必ず取らないといけない。だが、その方法はここじゃ考えられそうにない。しばらくエピタフから離れて、その間に考えればいい。〝万の兵器師〟との争いに巻きこまれたら、何も考えることができなくなるに違いないから、それを回避するだけだ。

　準備が終わると、オレは音を立てずに寮の扉を開けた。寮内はひっそりとしていて、緑色の非常灯のみが天井を照らしていた。

　廊下を静かに移動し、階段を降りていく。ロビーを通り抜け真っ暗くら闇やみの寮の外に飛び出す。

　久しぶりに外の空気を吸いこむ。少し肌寒い風が丁度よい。外灯に照らされたキャンパスの道を走っていく。正門の近くまで行くと、近くの桜並木の陰に隠れた。顔だけ出して、正門の方を見やる。

　深夜だというのに、詰め所の照明が明々と点灯していた。屈強な警備員が二名、直立不動で立っている。こっそり通り抜けることは名怪盗でもなければ、できそうにない。さらに、門から横へ視線をたどっていくと、高い壁がどこまでも伸びていて、しかも鉄条網がしっかり巻いてあった。まるで刑務所のような警備体制だ。

　しばらく見ていると、詰め所の方が慌しくなった。新たに数名の警備員が出てきて、正門の前を固め始めた。

「気づかれたか……」

　生徒会か最も上がみ辺りが、オレが部屋を抜け出したことに気がついたのかもしれない。携帯電話を見ると、一分前に五いつ木き先生から着歴とメールが入っていた。メールには短く、『どこにいるの!?』と書かれている。

　電波から場所が割れるかもしれないので、今更だが電源を切る。その間にも正門の前には次々と、警備員が集まってきて、壁に沿ってパトロールを始めた。生徒会はやはり、オレの脱走を許さないつもりらしい。

（どこか出られる場所はないか……）

　外界の道路に接している場所は、どこも高い壁で遮られ、他は海と断だん崖がいで断ち切られている。自分が知る限り、外に行ける場所と言えば、

「あそこからか……」

　二度と行きたくない場所を通らなければいけないが、そこしか思い当たらなかった。オレは静かに走り出す。目指す先は中央公園。




　立ち入り禁止のロープをくぐって、公園の中に入る。薄暗い林道を部屋から持ってきた懐中電灯の明かりを頼りに通りぬけ、展望台へ向かう。

　向かう途中、急に林が途切れ、あのクレーターが現れる。二日前、斉さい藤とうさんが消えた場所だ。

　無視することもできず、オレはクレーターを下っていった。

　その中央で、オレは立たち止どまった。

（斉さい藤とうさん……）

　粒子となって消えた姿が再び脳裏を掠かすめる。

　生まれ変わったら──、

　最後の言葉が耳でリフレインする。

　星の見えない空を見上げながら、クレーターから上がった時、

　暗くら闇やみの中を、犬の鳴き声が響いた。向こう側でチカチカと懐中電灯の光が輝いたような気がした。

「犬をけしかけてくるとか、脱獄犯扱いか!?」

　慌てて展望台に向かって駆け出す。

　落下防止用のフェンスを乗り越えて、急勾こう配ばいの崖がけを下った。

　ほとんど落ちるような感じで崖を下り落ちていくと、下は公園よりも深い森だった。オレは躊ちゆう躇ちよせず、森へ入った。

　そこには公園のような通路はない。うっそうと茂る草木により、森の中は完全な漆しつ黒こくに覆われている。ただ、低木がないので走りやすいのが救いだった。根を避けるように、とにかくあてもなく全速力で走った。

　その時、犬の咆ほう哮こうが近づいてきた。犬たちもあの崖を下ってきたらしい。そりゃ、オレにできたのだから楽勝だろう。

「やばいな……」

　暗い森の中を犬に追われて、逃げ切れる自信はない。かと言って、捕まって生徒会に監禁される状況は避けたかった。とにかく、全力で森を走りぬける。息を切らせながら、がむしゃらに足を動かす。

　しばらく行くと、ちょろちょろと水の流れる音が聞こえてきて、急に木々が途切れた。足下に源流のような小川が流れていた。

（ここをたどっていけば、外に出られるか？）

　川に沿って再び走り出す。

　そして、しばらく走っていった後、草むらを越えようとした時、

　突然、踏み出した先の地面がなくなった。

「うわっ！」

　悲鳴を上げた時には、オレの体は落下していた。

　濡ぬれた岩肌に体を何度もぶつけながらさらに落ちていく。最終的には後頭部を地面に強く打ち付けて、オレの体はようやく停止した。

「ううっ……」

　仰あお向むけに倒れた体に激痛が走り、視界がホワイトアウトしていった。

　その時──、

　かすむ視界に、オレは人の姿が映った気がした。秋あき桐ぎりの花の模様の和服姿の、紫の髪の色の女性。

　その姿を残像のように視界に映しながら──、

　オレは意識を失った。
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　何時間くらい経たっただろうか……。

　オレは静かに覚かく醒せいした。最初に目に入ったのは茅かや葺ぶきの天井と年期の入った黒ずんだ柱。

　上体を起こす。すぐ横は囲い炉ろ裏りがあって、オレはその横の板の上に寝かされていた。まるで古こ民みん家かのような所だ。

（ここはどこだ？）

　もしかして、タイムスリップでもしたのか？　と、まだ本調子でない頭で考えていると、奥から和服の女性が現れた。

「気がついた？」

　女性の格好も、時代がかって見えた。薄紫の和服に、長い薄い藤色の髪をしている。歳としの頃は二十代くらいの美人だ。気絶する前に見た、あの女性だ。

「食べる？」

　女性は囲炉裏に吊つるされていた鍋の蓋ふたを開けて、中のおかゆを木の椀わんに注ぐ。そしてオレに差し出してきた。

「い、いただきます」

　その深い、他意のなさそうな目に見つめられたために、オレは素直に受け取った。その時、自分が何も衣服を着ていないことに気がついた。

「うわあっ！」

　慌てて、下腹部を傍そばにあったバスタオルで覆った。どうもオレはまっ裸で寝かされていたらしい。

「ごめんなさい。衣服が全部濡ぬれていたから、風邪をひくと思って。大丈夫、すぐに乾くと思うから」

　微み塵じんも動じた様子もなく、女性は囲炉裏の上のほうに干された衣服を指差した。煙に燻いぶされて、いい感じに乾きそうだった。

（ってことは、オレはこの人に服を脱がされたのか？）

　女性はまだ二十代前半くらいで、まだ羞しゆう恥ち心しんが希薄になるような歳でもなさそうに見えるが……。

　少々どきどきしながら、椀のおかゆを口にする。感動するくらいに美お味いしい。具はキノコしか入ってなかったが、よく出だ汁しが効いていて香りもいい。よく考えると、久しぶりのまともな食事だ。

「美お味いしいです。ありがとうございます」

　無性にすすっていると、

「お代わりあるから」

　女性は言う。

「いただきます」

　元気に答えると、女性が初めて笑った。その笑顔にどこか見覚えがあると思ったら、六りく道どうの笑顔に似ているのだ。そして、この紫色の髪は……。

「オレは新しん藤どうといいます」

「ええ、存じております」

　女性は小さく頷うなずく。

「あなたのことは、ここ数すうヶか月げつの間、ずっと見させていただいていたんですよ」

　微笑ほほえみながらそんなことを言う。

「もしかして……あなたは……」

　彼女を凝ぎよう視ししながら、恐る恐る言う。

「ええ、そうです。私はあなたが想像している通りの人ですよ」













　ニコリと頷うなずく。

　やはりそうか……。この人は──。この人は七兵器家セブン・アームズの最後の一家、七なな夜や家の人間……。

「お察しの通り、私は七夜由ゆ実みと申します。そして私は恐らく、新しん藤どうさんに大きな借りがあります」

　そう言って、七夜さんは目を細めた。




　食事を終えるとオレは乾いた服を着て、囲い炉ろ裏りを挟んで七夜さんと顔をつきあわせていた。七夜さんは正座をしている。御ご座ざの上に胡坐あぐらをかいている自分が恥ずかしく感じるくらい、背中をピンと伸ばした折り目の正しい座り方である。

（なんか、イメージと違うんだよなあ……）

　六りく道どうたちの話だと、七夜由実という女性は天才で、野心家で、そのために〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟を呼び出した……ということだった。ところが、今、目の前にいる女性は、静かで、控えめな大人の女性という印象である。

（本当に、この人が〝万の兵器師〟を呼んだのか？）

　もしかしてまた生徒会が嘘うそをついている？　とすら思えてくる。もしくは勘違いかもしれない。

「……え、ええっと、あなたに、色々と訊ききたいことがあるんですが……、質問とかしてもいいでしょうか？」

　どんな風に話しかければいいのか分からず、ぎこちない、なんか丁寧過ぎる感じになった。七夜さんは静かに頷いた。

「まず、ここはどこなんですか？　というか、なんで七夜さんが、こんなところにいるんですか？」

「私のことは由実でいいです」

　能面のような無表情で、七夜さんは短く言う。やはり、六道たちから話で聞いていた天才少女の印象とは全然、違う。ミステリアスな感じのする女性に思えるし、どこか歳とし上うえなのに可愛かわいい感じがした。

「ここは、神社です」

「神社？」

「ええ。六道家も、いえ、七兵器家は全すべてそうですが、私たちの家はもともと神社でした。はるか昔、テッセラクトの力は神の力とされ、私たちの先祖は神として奉られ、神主となりました。時代と共に、神社は形骸化しましたが、七夜家の七夜神社は十年前までやっていました。この地は七夜神社の中でもっとも古い神社の一つがあったんです。その後、近くに七夜の別邸が建てられましたが、元はといえば、この一帯すべてが神社の土地なんですよ」

「へえ、そうなんですか。ここが神社……」

　オレはキョロキョロと周りを見た。とてもそういう風には見えない。ただの古こ民みん家かのようにしか思えない。

「奥に祭さい壇だんがあります」

「祭壇？　そんな神聖なところで食事を食べたりしていいんです？」

「いいんですよ。今は、ただの住居として使っているだけですから。それに、実際に先祖が眠られているわけでもありませんから」

　七なな夜やさんはあっさりと言う。

「あと、もう一つ、質問がありましたね。なぜ、私がここにいるか、と。それは、彼女の声が聞こえたからですよ」

　七夜さんは頷うなずいた。

「彼女っていうのは、六りく道どう？」

「違います。〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟」

　七夜は穏やかな表情で、あっさりとその名前を口にした。それを見て、オレは信じることができた。この人が〝万の兵器師〟を召しよう喚かんした人だと。

「数すうヶか月げつ前、高こう野や山さんにいた私は〝万の兵器師〟の声を聞き、それを追ってこの地に戻ってきたのですよ」

「高野山って、奈な良ら県ですよね？」

　こことは五百キロは離れているだろう。

「テッセラクトは物理世界の距離とは全く無縁ですから……。それに封印から十六年が経たつ今年、不胎化した〝彼女〟が胎たい動どうを始めることは分かっていましたから。私はずっと、耳を研ぎ澄ましていたのです」

　そう言って、七夜は耳に手を当てて、微笑を浮かべる。時々、この人はどこか不思議な雰囲気を醸し出すことがある。

「……〝万の兵器師〟の声って？」

「大いなる力への誘惑……、そんな声でしたね」

「……」

　数ヶ月前、ということはあれか。初めて天使アポストルスと戦った時に聞いた、あの声だろう。あれを聞いたということか。

「六道たちがこの地に学校を建てたことは、七夜さんは知っていたんですか？」

「由ゆ実みと呼んでください」

「──ゆ、由実さんは知っていたんですか？」

「ええ、一応」

　ニッコリと笑いながら答えた。

「一応って！　由ゆ実みさんの土地なんですよね？」

「ええ、そうです」

　コクリと頷うなずく。

「ここは小さな半島になっているのですが、学校から、半島部の全すべてが七なな夜や家の土地です」

「ぜ、全部？」

　公園の展望台から見た限り、先が霞かすむほど広かった気がする。

「先ほどの質問に戻りますが、麻ま奈なが七夜家の土地に学校を建てたことは、風の便りでは知っていました。直接は聞いていません」

「ってことは、七夜家の許可を取ってないってことじゃ……」

「そうですね。でも、七夜家の人間は私以外、もういませんから。きっと、一いちの宮みやたちが管理しているのでしょう」

　肩をすくめる。

「七兵器家セブン・アームズの人間とは連絡をとってなかったのですか？」

「……ええ。十年前を境に、私は姿を消しました」

「なぜですか？　みんな探していましたが？」

「それは、私なりの責任の取り方を探していたからです」

　七夜さんは寂しげな顔をする。

「十年前、当時十二歳の私は、自信に溢あふれていました。若くして天才と呼ばれ、七夜家の家督を継ぎ、テッセラクトから兵器アームズや人間には不可能と言われた〝戦機乙女ヴアルキユリア〟の召しよう喚かんにも成功しました」

「〝戦機乙女〟？　召喚できるんですか？」

「ええ、テッセラクトとの親和性が高ければ。私はテッセラクトへ精神体を飛ばすこともできますから」

　つまり、天使アポストルスのように実世界とテッセラクトを行ったりきたりできるってことか。六りく道どうが天才と呼んでいた理由が分かった気がする。

「それで舞い上がった私は、テッセラクトで確認した究極の〝戦機乙女〟を、物理世界に呼ぼうとしました。それが〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟です」

「えっ？　〝万の兵器師〟って、〝戦機乙女〟なんですか？」

「ええ。兵器の集合体とはいえ、人格を持っていますから」

　知らなかった。そんなことも。

「ですが、〝万の兵器師〟は、私が御せるような物ではありませんでした……」

「……暴走させたって六道は言っていたけど、実際には何があったのですか？」

「私は〝万の兵器師〟のコアとして取り込まれ、何もできなくなった……。その結果、私は家族と先祖から受け継いだ別邸と、そして多くの戦機乙女を失いました……。だから、この地を去ったのです」

　そう言って、七なな夜やさんは目を伏せる。

　それで責任の取り方を見つける旅に出たって──。なんか今のオレに似てるな、と思う。

　いや、七夜さんの境遇は、オレより凄せい惨さんなのかもしれない。彼女の失敗によって、家族や仲間を失ったのだから。

「……辛つらくなかったですか？」

　なに当然のことを聞いてんだ、と思いながらオレは訊きく。

「最初の一年間くらいは辛かったです。ただ、後の九年間は……、どうやって責任を取るかそればかりを考えて、辛いと思う暇もなかったです」

「結論は出たのですか？」

「ええ」

　そう言って、七夜さんはまた笑んだ。

　その顔は真実を言っているように見えた。確かに彼女は、十年間で何らかの結論に至ったのかもしれない。十年もかけて。

「数すうヶか月げつ前、私はこの地にようやく戻って来て、あの場所の真上に学校が作られたことを知りました。地下に侵入し、あの地がコンクリートで囲まれ、基礎を打たれ、巨大な空洞として残されていることを知りました。そして、その学校に……、彼女を体に封じた少年が入学していることも分かりました」

　七夜さんはジッとオレを見つめた。

「新しん藤どうさん……」

「は、はい？」

「この夏前くらいにこの地に来て、学校内のことは見える範囲で確認していましたから、多少の状況は分かっています」

「……ええ」

「ごめんなさい。私のせいで全く罪のないあなたに多大な迷惑をかけてしまいました。遅くなりましたが、謝らせてください」

　七夜さんは頭を下げる。

「……いや、オレは」

「全すべては私の傲ごう慢まんのせいです。どんな贖しよく罪ざいをしても許されることではありませんが、どうか許してください」

「い、いや、あなたを責めるつもりは全然ないですって。顔を上げてください」

「……」

　七夜さんは、今にも泣きだしそうな顔を上げた。

「〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟を復活させたことについて、オレは全然、七夜さんを恨む気持ちはないんです。当時十二歳だったんですから、間違いはあると思うし。ただ一つだけ、教えてください。十年前、どうしてオレの中に〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟が入ったのかを」

「えっ？」

　七なな夜やさんは驚きの表情を浮かべた。

「まさか、知らないのですか？」

「ええ、そこは六りく道どうたちも知らないみたいなんで……」

「それはないと思いますが……、何か考えがあったのかもしれませんね」

　七夜さんは口を噛かむ。

「ですが、分かりました。新しん藤どうさんには借りがありますから。もし、望むのでしたら全すべてをお話ししましょう」

「オレはもちろん、知りたいです」

「分かりました。では」

　七夜さんは急に立ち上がった。

「見せましょう。あの時の光景のそのままを。かつて私が記憶の中に封印したいと願った、だが、決して忘れることはできない記憶を……」

　立ち上がった七夜さんの肉体が突然、薄くなり、半透明の影のようなものが背中から現れる。テッセラクト攻撃を防ぐ時、一いちの宮みやさんたちができるテッセラクト体を分離する技だと、すぐに気がついた。

「し、七夜さん！　なんで、テッセラクト体に？」

「この方が、記憶をお見せしやすいからですよ」

　テッセラクト体になった七夜さんがオレに手を伸ばした。手を取られた時、何かに吸い取られるように、オレの意識が肉体から分離していた。

「う、うわあ！」

　思わず悲鳴を上げた。それは今まで体験したことのない感覚だ。意識や感覚が肉体からずれたような感じだ。自分の肉体が客観的に見えている。

　そんな驚くオレを安心させるように、七夜さんの精神体が、ギュッと手を握りしめた。それは冷たく、すべすべとしていて、まるで本当の感触のようだった。

「では、お見せします。あの時、あの場所で何があったかを……」

　七夜さんの声と共に、オレの目に映る映像は光に包まれ、視界に映る全てのものが見えなくなった。

　ややあって、再び視界が戻ると、そこは森の中だった。うっそうと生い茂る杉林。木々の間から差しこむ、鋭するどい太たい陽よう光。モワッとした空気が周囲に漂っている。季節は夏のようだ。

　森の中を伸びる一本の砂利道。その向こうには立派な日本家屋の玄関が見える。オレの意識は、その砂利道の上にある。光に包まれる前まで手が繋つながっていた七夜さんは、いつの間にかその姿を消していた。

（つーか、この光景、どこかで見たことがあるよな？）

　すぐに思い当たる。生徒会地下のグレーブヤードにあったあそこだ。砂利道の向こうに見える日本家屋は、地下で朽くち堕おちていた屋敷と同じもの。あちらのは焼け落ちて、見るも無残な姿になっていたが、今、見えているのは立派な、歴史ありそうな屋敷である。七なな夜や家の別邸だろう。

（……オレは何を見ているんだ？）

　砂利道の上で、オレは頭を振って七夜さんを探すが、その姿は見えなかった。

　しばらくすると、屋敷の方より人声が聞こえてきた。

　見ると、女の子が二人、歩いてこちらに向かっている。深い紫色の髪の少女と黒髪の少女だ。紫色の少女の方は小学校高学年くらい、黒髪の少女は幼稚園児くらいに見えた。

　紫色の髪の女の子の方は七夜さん？　ってことは、これは十年前の映像か？　じゃあ黒髪の方は……六りく道どう!?

　改めて黒髪の少女を見る。長い睫まつ毛げに大きな瞳ひとみ。さらさらの長い髪。……六道の面影がある。

　ただ、どこか雰囲気が、今の六道とは違う。あの六道が常に放っている正体不明の自信みたいなものが幼い姿にはない。

「……止やめた方がいいと思う」

　幼い六道は、心配そうに言った。

「大丈夫。問題ない」

　七夜さんは、幼い外見とは裏腹に堂々とした態度だ。どこか、今の六道に雰囲気が似ているような気がする。

　七夜さんは肩で風を切りながら砂利道を歩いていった。しばらく進み、横に逸それる。そこにはアスファルトの駐車場のような場所があって、地面にはチョークで描かれた紋もん様ようのものがあった。それは、天使アポストルスが現れる時出てくる、ゲートと呼ばれる魔法陣に似ていた。

　七夜さんはその前に立った。

「これによって、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟を物理世界へ発現させる。私ならできる」

　自信たっぷりに頷うなずく。

「……で、でも、そんなことをしたら……」

「私なら、〝万の兵器師〟を私の子にできる。他の〝戦機乙女ヴアルキユリア〟のように」

「……でも」

「大丈夫だから！」

　七夜さんは魔法陣の中に入ると、その中央部に跪ひざまずき、地面へ接せつ吻ぷんをした。

　次の瞬間、魔法陣から円を描くように光が上がっていき、螺ら旋せんのように光の柱が生まれてきた。そして、光輝く地面から何かが現れようとしていた。

「来た！」

　七なな夜やさんが顔を綻ほころばせた時、魔法陣の中央から、和服姿の女の子が現れる。まるで日本人形のような、前髪をパツンと切きり揃そろえた少女。目は大きく、印象的なほど長い睫まつ毛げ。顔は卵型で、まるで人形のようだった。

（あれが、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟!?）

　確かに声は女の子の声をしていたが、姿までそうだったとは。想像していた外観と、全然違う。

「さあ、〝万の兵器師〟よ。お前に名前をつけよう」

　七夜さんは女の子の肩を抱きしめようとする。

　だが、女の子はスルリとその手からすりぬけた。

「お断りだ」

　少女は口を半月状に開けて笑う。幼い顔には不釣合いで不気味だ。

「せっかく物理世界に来たのじゃ、自由にさせてもらうよ」

　少女はそう言うと浮き上がった。そのまま空中に飛んで行こうとする。

「言うことを聞かない子には、お仕置きが必要だ」

　七夜さんがムッとした表情で言う。

　天に手を掲げる。すると、その手に先込め式の長銃が現れ、それが光に包まれながら、拡大していった。その大きさは、最大まで膨張したグングニルや、天使アポストルス〝エクスカリバー〟に匹敵する。その銃を、七夜さんは空の〝万の兵器師〟と呼ばれる少女へ向け、容よう赦しやなく発射する。

〝万の兵器師〟へ向かって一直線に飛ぶ巨大な鉛色の弾丸！　そして、弾丸が少女に当たった瞬間──、

　巨大な爆発！

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが空中で弾はじけ飛とび、きのこ雲が空に立ち昇る。

　現実にはこの世界にいないにもかかわらず、熱波と震える空気を感じるくらいに激しい爆発だ。常識的に考えれば、何人も無事ではいられないほどの強烈な。

　しかし、

　爆発の光と煙が消えた時、

　そこには健在の、かすり傷一つついていない〝万の兵器師〟の姿があった。

「えっ!?」

　幼い七夜さんの顔に、初めて焦りの表情が浮かぶ。

「ちょっと痛かったぞ」

〝万の兵器師〟がムッと口を歪ゆがめ、手を七夜さんへ向ける。その手から漆しつ黒こくの炎のようなものが飛び出し、七なな夜やさんへ向かった。

　オレがハッとするよりも早く、炎ほのおは驚く七夜さんに迫る。炎に飲みこまれる寸前、七夜さんが手を伸ばし、体の周囲に光の盾のようなものを展開する。スヴァリンの能力のような盾だ。炎は盾ごと七夜さんを弾はじき飛ばす。七夜さんは空を舞い、砂利道に頭部から激突した。

　しかし、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟の放った炎は、砂利道に沿って拡大していく。黒い炎に包まれた森が腐食するようにタールのような色になると、砕けるように崩れた。さらに炎はその先の屋敷を飲みこみ、趣のあった家屋は森と同じように黒々と焼き堕おちた。屋敷は一部の柱を残して消えさり、その中にいただろう人の姿は見えない。

　体が戦せん慄りつした。

　グレーブヤードで見た屋敷が黒焦げになった瞬間を見たからだけではない。自分がどれだけ巨大で醜しゆう悪あくな力を解放してしまったのかを、ようやく理解したからだ。〝万の兵器師〟はなんの躊ちゆう躇ちよもなく世界を燃やしきった。

「私の炎を受けて生きているとは、そなた、中々、見込みがあるな。では、そなたの体を使わせてもらおうか」

　空中の人形のような少女、〝万の兵器師〟は倒れた七夜さんを見下ろしながら言うと、その姿を漆しつ黒こくの闇やみへと変えた。闇は降りてくると、幼い七夜さんに纏まとわりついた。

「きゃああああ！」

　漆黒の闇に包まれた七夜さんを見て、六りく道どうが悲鳴を上げる。

　恐怖の表情を震わせ、そして、反転する。

　砂利道を、屋敷とは反対方向に走り出す。オレも暗くら闇やみに包まれた七夜さんがどうなったのかを気にしつつ、六道の背中を追った。

　六道は砂利道を走っていた。

　前のめりになって、いきなり転倒する。倒れたまま、後方を振り返る。そこに見えるのは未いまだ暗闇に包まれた七夜さんと、完全に崩壊した森と屋敷だ。

「うええ────────ん」

　六道は転げたまま泣き出した。

「六道……」

　彼女を近くから眺めながら、オレは眉まゆ根ねを寄せた。あの六道とは言え、今は幼稚園くらいの女の子である。こんなことになって、一人でいるのは当然、不安だろう。もしできることなら、ここで声をかけたい、と思った。

（それで、これからどうなるんだ？）

　ハラハラしてきた。ゴクリと唾つばを飲みこみ、泣き続ける六道を見続けた。映画の一シーンを観みているかのように、この後どうなるのかが気になってくる。

「ごめんね、お姉ちゃん、逃げて、ごめんね。私にもっと力があれば……」

　六りく道どうは泣きながら、叫んでいた。七なな夜やを置いて逃げてきたことを後悔しているようだった。幼く、小さな体でありながら、強い責任感を持っている。

（……あの子に手を差し伸べられたら）

　心からそう思った、瞬間、

　オレのいるすぐ横の林から、誰かが出てきた。見ると、男の子が立っていた。黒い髪の男の子である。

「!?」

　誰だよ、これ。

　オレは口をパックリ開けて、男の子をジッと見つめた。

　ハッと気がつく。

「ま、まさか、この子って」

　震える指で男の子を差してしまう。

　あの子って……。もしかして……。

　オレか？

　親から渡されたアルバムで、幼い頃の自分の顔は知っていた。確かによく似ている。男の子は、幼い頃のオレかもしれない。

　でも、

　だとしても、なんで、オレがこんなところにいるんだ？

　オレは過去を思い返そうとする。

　十年前と言えば、オレが小学校に入るか入らないか、というくらいの時のことだ。

　そんな時に、こんなところへ来たことあったか？

「あっ……」

　少し考えて、オレは思い出す。

　小学校に上がったくらいで亡くなった祖母の家が、地方にあった。正確な場所までは覚えていない。だが、東京からバスで小一時間くらい揺られて行った記憶がある。確か近くに海があって、後ろには森があった。

　田舎の風景を思い出した時、

　一緒に、脳裏に別の記憶も浮かんできた。

　盆休みか何かで親に連れられて田舎に行った時、森の中で遊んでいたオレは、確か、女の子に出会っていた気がする。黒髪の少女、六道に！

「！」

　呆ぼう然ぜんと目を見開いた。

　そうだった。

　オレはかつて、六りく道どうに会っているのだ。

「そういうことか……」

　初めて六道に会った時、オレは初めてではない気がした。あの桜の木の下にいた彼女を見て、なぜか懐かしい感じがしたんだ。その理由が今、ようやく分かった。

　オレは六道を知っていたんだ。

「ねえ、どうしたの？」

　十年前のオレは、六道に近づいていく。

　倒れていた六道は上体を起こした。そして、キョトンと、幼いオレを見る。どうしてこんなところに人がいるのか、不思議に感じているようだった。

　幼いオレは気にせず六道の傍そばまで行く。彼女の後方に見える巨大な漆しつ黒こくの闇やみも、周囲に広がる焼け落ちた森や屋敷にも動じていないようだ。自分で言うのもなんだが大した根性だと思う。

「どうしたの？　泣いたらダメだよ。ほら、立って」

　幼いオレは、六道の手を取った。そして立ち上がらせる。

　馴なれ馴なれしいヤツだと思う。つーか、昔のオレは怖いもの知らずだ。六道の方は知らない男子に手を握られて、大きな黒い目をさらに大きく開いていた。そして、ますます、大きな声で泣き出す。

「えええ───────────────────────────ん」

　ものすごい大きな声で泣き始める。

「だから、泣いちゃダメだって。泣くのは止やめなよ」

　幼いオレは上からの態度で六道をあやそうとする。だが、六道はさらに声を大きく張り上げて、泣き始めた。それでも、幼いオレはお構いなしに近づいていくと、

「仕方ないなあ。じゃあ、元気の出るおまじない、してあげるよ」

　昔のオレは、上からな態度の上にもったいぶった態度でそんなことを言った。

（元気の出るおまじない？　なんだそれ？）

　少なくとも十六歳になったオレは、そんなおまじないを知らないんだが。

「じゃあ、おまじないやるよ」

　十年前のオレはそんなことを言うと、六道に顔を近づけて、その頬ほおに、

　唇を重ねた。

「!?」

　六道の顔が朱に染まった。

　何が起きたのか分からないような顔をしていた。横で見ていたオレもたぶん、同じような顔をしているだろう。

「元気になるおまじない、だよ」

　昔のオレは、ニッコリと無む垢くな笑みを浮かべた。六りく道どうがポカーンとしているというのにもかかわらずだ。

　すげえよ、昔のオレ。なんて積極的なんだよ。

　だが……、六道の方はすぐに冷静ではいられなくなったようだった。真っ赤な顔をさらに赤く染めると、丸い顔をさらに丸く、大きくさせた。

　そして、いきなり、

「うわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわあああああああああああああああああああああああああ」

　絶叫した。さらに、「わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ」と叫び続け、六道の顔はいつの間にかザクロのように赤くなっていた。

（か、過か剰じよう反応しすぎだろ！）

　六道が羞しゆう恥ち心しんに耐える訓練をした、と言っていた理由が分かった。六道は元々、恥ずかしがり屋だったのだ。

　やがて、彼女の頭上を巨大な、光の渦が巻いた。

　そして、その中から巨大な鉾ほこが現れ、ゆっくりと降りてきた。六道は絶叫しながら、降りてきた鉾を手に持った。

「あ、あれは!?」













　幼い六りく道どうの手にあるものは、まさしく万物を貫つらぬく鉾ほこ。彼女が誇る、最強のテッセラクト兵器アームズ。〝天乃魔返鉾グングニル〟！

「う、うわあああ！」

　六道が目を閉じたままさらに叫ぶと、鉾が大きくなっていく。すぐに、彼女の身丈の十倍以上の大きさまでに到達。そのスケールは、成長した六道が扱うものと遜そん色しよくないレベルだ。

　やがて、巨大な鉾の先端に光の粒子が集中し始める。そして、その光が一際、輝いた時、〝天乃魔返鉾グングニル〟から、幾重もの光の束が発せられた。

　光の束が砂利道の上を飛ひ翔しようしていく。

　七なな夜やさんを取り巻いていた暗くら闇やみの影を切り裂く。




『きゃああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！！』




〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟の悲鳴が辺りに響き渡った。一瞬の内に暗闇が霧散し、その中から、七夜さんの姿が戻った。七夜さんはフラフラと二三歩進んだ後、その場に倒れこんだ。意識を失ったらしく、そのままピクリとも動かなくなる。一方、六道の放った光の束はさらに飛翔を続け、遠くに見える山肌に穴を開けてようやく停とまった。




『おのれ、もう少しでこちらでの肉体を手に入れたものを！　許さんぞ！』




〝万の兵器師〟の怨念のような声が響き、天乃魔返鉾によって霧散した黒い闇のうち、空中に彷徨さまよっていた小さな塊が六道に向かって飛んできた。

　だが、六道は呆ぼう然ぜんと立ったままで、動こうとしない。漆しつ黒こくの塊は、その六道へまっすぐ飛ぶ。塊が六道に当たろうとした、その時、

「危ない！」

　昔のオレが横から飛び出して、六道の前に両手を広げて立った。暗闇の塊はその胸に衝突し、そのまま、オレの体の中へと吸いこまれていく。

「……ううっ」

　昔のオレは苦しげな声を上げて、その場に倒れてしまった。

　ドクッ、ドクッ、と〝万の兵器師〟の鼓動が、オレの中から聞こえてきた。幼いオレは倒れたまま、起き上がってこない。

「お、おい、大丈夫、なのか!?」

　自分自身のことが心配になった。今のオレがいるってことは、大丈夫だったということだとは思うが。

　腕から天乃魔返鉾グングニルを消した六りく道どうも呆ぼう然ぜんと、倒れたオレや七なな夜や、そして遠くの小山に開いた穴を交互に見たりしていた。短い間に何があったのか、理解していないようだった。

　そこへ、

「一いち路ろちゃ───ん、一路ちゃ───ん」

　オレの名前を呼ぶ声が森から聞こえてきた。それを聞いて六道はハッとし、屋敷とは反対の方向に走り出す。他人にこの状況を説明する自信がなかったのだろう。

　やがて森の中から現れたのは、九年ぶりに見た祖母だった。

「婆ばあちゃん……」

　皺しわ々しわの顔で、背筋が曲がっていて、頭には白い頭巾を巻いていた。婆ちゃんは倒れたオレに気がつくと、目をさらに大きく広げて駆け寄った。

「一路ちゃん！　大丈夫？」

　慌ててオレの体を揺らす。眉み間けんにいっぱいの皺を寄せて、ものすごく焦っていた。それを見ると、申し訳ない気持ちで一杯になった。早く、起きて安心させてやれ、と幼いオレに言いたくなる。

　やがて、婆ちゃんに揺すられていた昔のオレが、ゆっくりと目を開けた。

「あれっ、婆ちゃん？」

　キョトンと不思議そうな顔をしてた。

「はあ、よかった」

　婆ちゃんは顔中を皺くちゃにしながら、安あん堵どの表情を浮かべた。

「山で火事があったみたいだって聞いたから、飛んできたんだよ」

　安堵のため息をつきながら言う。たぶん、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟が放った、黒い炎ほのおを勘違いしたんだろう。

「さあ、帰ろう。帰ったら誕生日会だよ」

　そう言って、婆ちゃんはオレを背中に負った。

「……う、うん。でも」

　幼いオレは婆ちゃんに負われながら、後ろの方を気にしていた。六道を探しているようだった。だが既に、彼女の姿は近くにはない。

「ねえねえ、ここで女の子に会ったんだよ」

　婆ちゃんに背負われて森に戻りながら、婆ちゃんに言っていた。そして二人は、深い森の中へ消えていく。

　やがて、倒れていた七夜さんが立ち上がり、よろめきながら廃はい墟きよとなった屋敷の方へ歩いていくのが見えた。こうして、周りからは人はいなくなる。

（……そうか。こんなことがあったのか……）

　静寂の訪れた森の中で、オレは一人考える。

　十年前、オレの誕生日、当時のオレは六りく道どうと出会い、そして〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟を体へとりこんだ。〝万の兵器師〟を呼び出したのは確かに七なな夜やさんだった。だが、その後は、オレ自身がキーパーソンだった。

　正直、オレがこんなことをやった記憶が全然ない。どうして、あのような行動をとったのか。なぜ、六道にあんなことをして、迫ってきた暗くら闇やみの塊を彼女の代わりに受け入れたのか。

　たぶん、オレは六道を助けるためにあの行動をとったのだと思う。

　何を考えての行動かは分からないが、オレが選択して行動した。オレの中に〝万の兵器師〟が入ったのは六道たちに原因はなく、自身の選択の結果だった──。

　その結論に至った時、視界が再び、真っ白な光に包まれた。







　気がつくと、オレは元いた七夜さんの神社の囲い炉ろ裏りの横に座っていた。目の前には正座している七夜さんがいる。

「十年前……何があったのか分かりましたか？」

　七夜さんは静かに言う。

「ええ、分かり過ぎるくらいに分かりました」

「だから、私は新しん藤どうさんに借りがあるのです。……そして、六道にも」

「いや、オレは七夜さんに貸しがあるとは思ってないです」

　答えると、七夜さんは驚いたように目を大きくした。

「えっ？」

「七夜さんは〝万の兵器師〟を呼び出しただけで、その後のことはオレがやりたくてやったことです。無む茶ちやをして、それで失敗しただけです。だから、七夜さんが責任を感じることではないと思います」

「……」

「でも、ありがとうございました。十年前に何があったか分かったお陰で、オレの責任の取り方が見えたような気がしてきました」

「……そうですか。それはよかったです」

　ややあって、七夜さんは穏やかに笑った。

「訊きいてばっかりで申し訳ないんですけど、今度は十年前じゃなくて、今の話を教えて欲しいんです」

　オレは真剣な顔で七夜さんを見つめる。

「今、〝万の兵器師〟と六道はどうなっているんですか？　知っていることを教えてくれないでしょうか？」

「……分かりました」

　七なな夜やさんは険しい表情で頷うなずく。

「〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟は新しん藤どうさんの中にあった不胎化状態から解き放たれ、啓けい蟄ちつが発生し、外界に発現しました。ただし、恐らく今のところコアとなる肉体を持っていないために、実体はほとんどなく、暗黒物質によって構成されているのでしょう。……それが三日前、あなたの中から出てきた暗くら闇やみの雲であり、十年前、六りく道どうさんの鉾ほこによって切り裂かれた暗闇です」

「……なるほど」

「そして、今現在、〝万の兵器師〟は六道さんをコアとし、この世界に根付こうとしている状態です」

〝万の兵器師〟に六道が取り込まれる前に、言っていた言葉を思い出す。自分をコアとするように言っていたはずだ。

「……コアになったって……六道は、大丈夫なんですか？」

「まだ大丈夫でしょう。今は単純に〝万の兵器師〟に肉体を貸しているだけの状態ですから、今、すぐに助け出してしまえば彼女自身になんらかの問題が残るわけではありません。……ただ、今後、彼女をコアとして〝万の兵器師〟が成長し、本当に羽化してしまえば、六道の肉体が戻ってくることは二度となくなるでしょう」

「……オレのせいですね」

　オレが〝万の兵器師〟の誘惑に騙だまされて解放してしまった。そのせいで六道を危険な目にあわせている。

　全すべてオレのせいだ……。

「……今、〝万の兵器師〟は、学園の地下を拠点として力を蓄たくわえています。しばらく六道さんをコアとして、学校の生徒の兵器アームズを武装することで力をためて、十年前のあの姿で羽化できる時を待っている状態でしょう」

　七夜は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「そういうことですか。今、六道はグレーブヤード、あの地下にいるんですね」

　オレは頷いた。

「……今回、〝万の兵器師〟がオレの中から出てきたとき、六道の天乃魔返鉾グングニルにかなりビビっていました。理由は、十年前、痛い目にあったからですか？　その記憶がまだあるからですか？」

「さあ……、でもその可能性は高いと思います。十年前も、今も、〝万の兵器師〟は完全体として発現はしていませんから。天乃魔返鉾は脅威でしょう」

「なるほど……。じゃあ、まだ、勝機はあるかもしれない……」

　オレは立ち上がった。

「どうするつもりですか？」

　七なな夜やさんが細めた目で見上げた。

「いや、オレも責任を取らないといけないみたいなんで」

「責任？」

「ええ」

　オレはしっかりと頷うなずく。

「十年前のことはよく分からないですが、オレは六りく道どうを守ろうとしました。その理由は本当に思い出せない……。ただ、可愛かわいい子を助けたかっただけなのかもしれないです。でも、その時のことがあったからこそ、六道は〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟からオレを守り、オレの代わりに〝万の兵器師〟に取りこまれてしまった。だったら今度は、また、オレが六道を守るべきだと思うんです」

　入学して初めて六道に出会った時、初めてじゃない気がした理由。

　六道がオレのことに必要以上に関かかわろうとしてきた理由。

　オレからのキスをかたくなに拒もうとする理由。

　そして、オレを守るために、こんな学校を作った理由……。

　それらの全すべての理由が分かって、オレはやるべきことがあると気がついた。

　オレは十年前と同じように、六道を守らないといけない。

　かなり遠回りしたかもしれないが、至った結論はこれだった。

「なるほど、そういうことですか」

　七夜は頷き、笑みを浮かべた。

「もしかすると、私が十年かけてたどり着いた結論に、新しん藤どうさんはここにいた短い間に気がついたのかもしれませんね……。では、最後に一つ、新藤さんに大事な情報を授けたいと思います」

「？」

「〝万の兵器師〟が再びあなたの体から出てきた時、沢山の兵器アームズが暗黒物質に取りこまれていくのを見ましたね」

「はい」

「恐らく、今、この学校内にいる私を除く全てのテッセラクト指向性を持つ生徒たちの兵器は、〝万の兵器師〟に吸収されてしまったと思われます。ですから、〝万の兵器師〟へ対抗するのは、兵器では無理です。近くに今、兵器は存在しない……」

「はい」

「ですが意思を持つ兵器、〝戦機乙女ヴアルキユリア〟を彼女は取りこめていません。スヴァリンもロキも、まだ健在ですよ」

「そういえば！」

　それならば、本当にやりようがあるかもしれない。

「あともう一つ……、新しん藤どうさんの中には、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟の欠片かけらが残っています」

「えっ？　そうなんですか？」

「はい。敢あえて残したのか、偶然なのかは分かりませんが……。とにかく、まだ、新藤さんには〝戦機乙女ヴアルキユリア〟を召しよう喚かんする力が残っている、ということです」

「……なるほど。サンキューです。かなり重要な情報でした！」

　行こうとしていると、七なな夜やさんも立ち上がった。

「……新藤さん」

「？」

「何度も言っていますが、私はあなたに貸しがあります」

　罰が悪そうに、七夜さんは目を伏せる。

「いや、もう十年前の話だし、時効ですって」

「いえ、〝万の兵器師〟の問題は現在進行形です。だから、時効はありません。私の罪は、私なりの責任を取らせてもらいたいと思います」

「……ええ、分かりました」

　意味が分からないまま頷うなずく。七夜さんなりの責任の取り方って？　な感じだった。でも、彼女が何かをしようとしていることは、確かだと思えた。

　七夜さんと一緒に神社から外に出ると、既にあたりは白み始めていた。そんなに時間が経たった気がしないが、いつの間にか夜が明けていたらしい。学校へ戻る道を教えてもらっていると、森の中から人が飛び出してきた。

「新藤くん！」

　一いちの宮みやさんと五いつ木き先生だ。後から、二ふたッつ谷や、三み浦うら、そして四し之の杜もりまで現れた。みんなはオレの顔を見てホッとした後、横にいる七夜さんに気がついた。

「もしかして、……し、七夜？」

　五木先生が恐る恐る訊きいた。他のみんなも、幽霊でも見ているかのような顔をしていた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております」

　七夜さんは静かに頷いた。

「やっぱりそうなの!?」

　裏返った声を上げる五木先生。他の生徒会メンバーも呆ぼう然ぜんと七夜さんを見ていた。オレが見つかったことは、もう二の次になったかのようだった。

「私はまた、後で学校の方にうかがいますから、みなさんは新藤さんを連れて、学校に戻ってください。六りく道どうさんを助け、〝万の兵器師〟の完全復活を阻止するには、一刻の猶ゆう予よもありませんよ」

　七夜さんの声で、みんなも我に返った。

「そうでした……。私としたことが」

　一いちの宮みやさんが前髪をかきあげる。

「新しん藤どうくん……、今、学校の地下にいる〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟が活動を再開したの。六りく道どうさんをコアとすることで〝万の兵器師〟が、物理世界に完全な形で復活するかもしれないわ。もし、復活すれば、六道さんは〝万の兵器師〟の一部となって、もう分離させることはできなくなる。だから、新藤くん、一緒に来て、六道さんを助けて！」

「分かっています。助けに行きましょう」

　オレは頷うなずいた。もう迷うことはない。オレは六道を〝万の兵器師〟から助けないといけない。それがオレなりの責任の取り方のはずだ。

「ありがとう、助かったわ」

　一宮さんはホッとしたように言う。五いつ木き先生が安あん堵どのため息をつき、七なな夜やさんに向かって頭を下げていた。

「さあ、じゃあ、すぐに生徒会に戻りましょう。みんな、新藤くんの帰りを待っているんだから」

　五木先生が親指で学校の方角を指差した。

「みんなって？」

「最も上がみさんでしょ、日ひ比び野のさんでしょ、あとスヴァリンもロキも、あなたが帰るのを寝ずに待ってたわよ！」

　ウインクをする。

（すげえ怒鳴られるだろうな）

　ものすごく怒る最上や日比野と、怒鳴られるままの自分の姿を想像して、オレは苦笑を浮かべた。

　恐らくそれは、三日ぶりに浮かべた笑顔だった。









　４章　おかえりなさい






　五いつ木き先生が生徒会室の壁のシャッターを開けると、中には大量の火器が置かれていた。ライフルだけでなく、ロケットランチャー、手しゆ榴りゆう弾だん、革命でも起こせそうなくらい大量の武器弾薬である。無論、全すべて、対テッセラクト用の武器だ。

「最後になるかもしれないから、これくらいは持っていかないとね」

　五木先生が嬉うれしそうに言いながら、それらの武器を生徒会室中央のエレベーターへ移動させていく。

　その様子を横目で見ながら、床に正座したままのオレは女の子たちに怒られていた。

「あんた、ホントにバカね。家出するなんて、思春期の中学生？」

　最も上がみが目に涙を浮かべながら叫ぶ。

「心配したんだから」

　日ひ比び野のもジッとオレを睨にらんでくる。二人とも瞼まぶたが少し腫はれていた。寝ずに待っていてくれたというのは本当らしい。

「ごめん、でも、もう大丈夫だから」

　さっきからずっと、オレは頭を下げ続けている。たぶん一生、二人には頭が上がらないだろうな。

「パパ、……本当にもう大丈夫なの？」

「オレたちも心配したんだぞ」

　最上と日比野の隣にはスヴァリンとロキもいた。二人ともオレを心配して、生徒会に来てくれたのだ。

「みんな、心配かけてゴメン。悪かった」

「とか言いつつ、またこれから心配させるようなことをするんじゃない」

　最上は頬ほおを膨らませて、そっぽを向く。

「本当に、六りく道どうさんを助けられるの？」

　日比野さんも心配そうに言う。

「正直言うと分かんないんだ。巧うまくいくかどうかは、オレも生徒会のみんなも分かってないと思う……」

　忙しそうに準備をしている一いちの宮みやさんたちに目線をやる。

　今からオレは、ここ生徒会から地下のグレーブヤードに降りる。そして、そこにいる〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟から、取り込まれた六道を助け出す。それが目標だ。だが、決まっているのはそれだけ。具体的にどうやるかは決まっていない。今、現在、地下のあの場所がどうなっているかすら、分かっていない。

「……私たちが兵器アームズを使えない以上、〝戦機乙女ヴアルキユリア〟の力を使える新しん藤どうくんが最後の希望なのよ。それ以外、頼れる力はない」

　ライフルを構えた五いつ木き先生がやってくる。

「だから、六りく道どうさんのため、この世界のために、あなたたちの旦だん那なを貸してね」

　そう言ってウインクする。

「「だ、旦那!?」」

　最も上がみと日ひ比び野のは裏返った声を上げた。

「別にそういうわけじゃ──」

「ないんですけど！」

　二人とも赤らめた顔でそんなことを言った。

「エレベーター降下の準備、完了しました！　いつでも出発できます！」

　二ふたッつ谷やの声が聞こえた。

「じゃあ、行ってくるから」

　オレは正座から立ち上がり、中央のエレベーターに向かおうとした。

「……死んだりしたら殺すから！」

「私も殺すわよ」

　最上と日比野の声がした。

「つーか、死んだら殺せないだろ」

　苦笑を浮かべて振り返る。情けない顔をしている二人に向かって、オレは親指を立てた。こちとら死ぬ気なんて、さらさらない。死なずに六道を〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟から奪い返してくる。それがオレの目標だ。

　オレがエレベーターに乗ると、対テッセラクト兵装の一いちの宮みやさん、三み浦うら、四し之の杜もり、五木先生の四名もエレベーターに乗る。

「じゃあ、エレベーター、グレーブヤードに降下させます……」

　言いながら、カナが残念そうな顔をした。

「本当は私も行きたいです」

「カナちゃんは、ここでオペレーターをやってくれないと困るよ」

「……ええ、それは分かりますが。生徒会のみんなが六道さんを助けに行くのに、私だけここにいるというのは……」

「大丈夫。すぐに帰ってくるよ」

　笑うと、カナちゃんはしぶしぶという風に頷うなずいた。

「カナ、六道さんと〝万の兵器師〟になにか変化はありますか？」

　一宮さんが尋ねる。彼女も迷彩服に通常兵器をビシッと装備している。

「いえ、なにも」

「そうですか。では、結局、出たとこ勝負になっちゃうわね」

「出たとこ勝負、上等だろ？」

「まあね」

　一いちの宮みやさんは肩をすくめた。

「準備完了よ。じゃあ、エレベーターの降下、お願いします」

「はいっ！」

　二ふたッつ谷やがキーを叩たたくと、彼女と、最後まで不安そうな顔の最も上がみと日ひ比び野の、二人の戦機乙女ヴアルキユリアを残して、エレベーターがゆっくりと降下を始めた。

「新しん藤どうくん、奥さん二人に愛されてるじゃない」

　最上たちが見えなくなると、五いつ木き先生がニヤニヤ笑いながら言った。

「……なんで奥さんなんですか。変なこと、言わないでください。上が開いているから聞こえるかもしれないんですよ」

「で、実のところ、一号さんと二号さん、どっちが本命なの？」

「本命とかないですよ。みんな仲のよい友達です！」

「またまたあ」

　五木先生は肘ひじでオレのわき腹をついてくる。いつも微妙にうざく感じる五木先生の軽口が、なぜか好ましく感じた。

　やがてエレベーターは速度を落とし、停止した。

　扉が開く。一宮さんが原動機のついた巨大照明で周囲を照らした。次の瞬間、

「!?」

　オレを含めエレベーターにいた全員が、目に入った光景に呆ぼう然ぜんとした。

　そこは地下の、あのグレーブヤードと呼ばれる場所のはずだったが、以前来た時から様変わりしていた。

　巨大な空洞だったはずの場所が、壁に覆われた洞どう窟くつのようになっていた。壁を形成しているのは、大砲や爆弾、ミサイルといった大量の武器。しかも、形がゆがんだり、穴が開いたりしている、異様な形状のものだ。

「こ、これは……」

　オレが呆然と呟つぶやくと、

「兵器アームズね……」

　一宮さんが眉まゆ根ねを寄せた。

「恐らく、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟のせいでエピタフの全生徒から発現した兵器がここに引き寄せられて、積み重なったのね。兵器の墓場だわ」

「ってことは、やはりここに〝万の兵器師〟と六りく道どうがいるってことだよな。この洞窟の向こうに！」

　生徒会メンバーとオレは頷うなずくと、洞どう窟くつの中を進み出した。

　しばらく進むと、洞窟の天井が急に高くなり、小さな空洞のような場所にたどり着く。オレたちはその場で足を止めた。

「ここに、六りく道どうがいるのか？」

「……あの黒い雲が高校校舎から地下に入っていくのがカメラで確認されているわ。そして、ここは初めて〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟が復活した場所でもある。テッセラクトとのゲートの痕こん跡せきがあるから、力をつけるには最適だわ」

　一いちの宮みやさんが照明で周囲を照らす。

　その時、

　鋭するどい、空気を切り裂くような音が聞こえた。

「スヴァリン！！！！」

　反射的にオレは叫び、戦機乙女ヴアルキユリアの力を招しよう聘へいした。オレを中心に光のドームが広がり、生徒会のメンバーを飲みこむ。

　ほぼ同時に、

　空中から無数の矢が襲ってきた。

　矢が雨のように降り注ぐ。それをスヴァリンの盾が跳ね返す。

「こ、これは、〝与よ一いち〟？」

　三み浦うらが呆ぼう然ぜんと叫ぶ。

　与一は三浦の兵器アームズ。〝万の兵器師〟が発現した時、吸い取られていった物だ。さらに、矢に混じって、先端に鋭く削られた錘おもりのついた巨大な鎖が、光のドームに襲いかかった。分銅鎖、確か一宮さんの兵器だ。

「メビウス……!?」

　一宮さんがショックを受けたように、唇を強く噛かみしめた。それが彼女の兵器の名前らしかった。

「ちっ、みんなの兵器が、オレたちの敵なのか！」

　テッセラクトのエリートの兵器らしく、二つの攻撃は強力だった。与一の矢はスヴァリンを貫つらぬくことはできないが、大量の矢の雨を絶え間なく降らしている。メビウスの鎖は立て続けに光のドームを襲い、絶対孤高の盾イージスを激しく揺らした。

　今のところスヴァリンで防げているが、攻撃が止やまないために反撃することも、移動することもできそうにない。

　さらに、

「あれは」

　無口な四し之の杜もりが珍しく言葉を発し、上空を指差した。

　そこには杖つえが浮かんでいた。見覚えのあるそれは間違いなく、四し之の杜もりの〝万能の杖ソクラテス〟だった。通常時から二周りほど巨大化した杖が、悠ゆう然ぜんと空中に浮かんでいるのだ。

「万能の杖まで!?」

　一いちの宮みやさんが呟つぶやくのと同時に、杖が光輝く。

　直後、オレたちを包みこんでいたスヴァリンの盾が、一瞬にして掻かき消きえた。

「ちょっ!?」

　驚くオレたちに向かって、与よ一いちの矢が降り注ぐ。

「やばっ！　ス、スヴァリン！」

　間髪いれずに、絶対孤高の盾イージスを再展開する。

「み、みんな大丈夫か!?」

　辛かろうじて誰にも被害が出ていなかった。

「盾を消すとか、四之杜の杖ってそんなこともできるのかよ！」

「……理論的には」

　四之杜がポツリと答える。

「い、今のコンビネーション攻撃を繰り返されたら、いつかはやられるぞ！」

　焦りの声を上げていると、

「新しん藤どうくん、よく聞いて」

　一宮さんが眉み間けんに皺しわを寄せ、超真剣な顔でこっちを見た。

「は、はい!?」

「この危機を脱する方法が一つだけある」

「本当ですか？」

「本当はあまりやりたくなかったんだけど……」

　そして、一宮さんはビシッとオレを指差した。

「今すぐ、私たち生徒会メンバー全員にキスをしていきなさい、ただし、五いつ木き先生は除くこと！」

「「ええ──!?」」

　オレと五木先生は声をはもらせた。

「このままだと私たちは負けるわ。対抗するには、私たちの〝戦機乙女ヴアルキユリア〟の力を利用するしかないわ！」

「い、いや、でも……。一気に三人も戦機乙女を増やすのは」

「テッセラクトに通じた私たちなら、〝戦機乙女〟自体を呼び出すかどうかを制御して、あなたはその力だけを備えることができるわ！　……たぶん」

「たぶんって！　自信ないんですか!?」

「やったことがないんだから、分からないわ！　とにかく、迷っている暇はないの！　早く！　しないんなら、無理やりでもキスさせるわよ！」

　ライフルをオレに向けてきた。

「わ、分かったから、銃口を向けるのは止やめて！　つーか、やることが六りく道どうっぽくなってませんか!?」

「いいから、早く！」

　一いちの宮みやさんはライフルをおろすと、その血色のよい、柔らかそうな唇をこちらに向けた。オレはもうどうにでもなれ、という気持ちになると、顔を近づけ、彼女の少し火照った顔の唇に、自分の唇を重ねた。

「早く！　次は三み浦うらさん、四し之の杜もりさん！」

　キスが終わると、一宮さんはすぐに、極めて事務的に二人を叫んだ。感傷に浸ってる場合はまったくない感じだった。

　一宮さんの頭の上に光の輪が生まれている間に、オレの目の前には三浦が立っていた。

「……そ、その」

　三浦は今にも泣きそうな真っ赤な顔でうつむいている。彼女はかなりの対人恐怖症なのだ。キスどころか、二人っきりで話すのも苦手だというのに。

「大丈夫？　もしダメそうなら……」

「だ、大丈夫です」

　真っ赤な顔を上げて、目を閉じた。

「じゃ、じゃあ、いくよ」

　迷う間もなく、オレは三浦にもキスをした。

　唇を重ねた瞬間、三浦は耳まで真っ赤にして、へなへなとその場に崩れ落ちた。その頭上に光の輪が現れる。

　次は四之杜だ。彼女はいつも通りの眠そうというか、意思の薄はく弱じやくな顔をオレに向けて立っていた。

「じゃ、じゃあ、やるよ」

「……」

　無言で頷うなずく四之杜に、オレは唇を重ねた。キスをしても、表情は全然変わらなかった。顔を離すと、四之杜の頭上にも光の輪が生まれる。

　三人の頭上に現れる三つの光の輪。いつもなら、そこからは〝戦機乙女ヴアルキユリア〟と呼ばれる女の子が現れるところだが……。その時、

　光の輪から、小さな光の弾が軌跡を描きながら飛び、オレの胸に飛びこんできた。

「こ、これは!?」

　オレは内側から光を放つ胸を押さえる。

「四之杜さんの〝万能の杖ソクラテス〟、三浦さんの〝与よ一いち〟、そして私の〝メビウス〟……。それらを凌りよう駕がする〝戦機乙女ヴアルキユリア〟の力を、新しん藤どうくんは使えるようになったはずよ」

「ほ、本当に!?」

　いつの間にか光の消えていた、自分の胸を見る。

「さあ、新藤くん！　その力で、私たちの〝兵器アームズ〟を破壊して！」

「……お、おう」

　と、答えたものの、どうやって力を使えばいいものか。

（とりあえず敵は空中にいるからな。オレも飛べたら……。確か〝万能の杖ソクラテス〟にそんな能力があったよな？）

　そう思って、オレは四し之の杜もりの方を見る。その瞬間、オレの胸が光輝いた。

「!?」

　驚くオレの目の前で、光の球が胸から飛び出し、四つに分離すると両手両足に纏まとわり、木製の光の輪となった。

「こ、これって〝万能の杖〟と同じ力なのか!?」

　呆ぼう然ぜんとしているオレの気持ちを読んだように、四之杜が小さく頷うなずく。

　よ、よし。じゃあ……。

　オレは〝飛べ〟と強く念じた。

　次の瞬間、

　体が静かに浮いた。

「ほ、ほんとに浮いた！」

　驚きつつ、頭をドームの天井に向けた。速度を上げようと思えば、速度が上がる。

（す、すげえ。自由に力が使える！）

　浮遊するオレに、与よ一いちの矢とメビウスの鎖が飛んできた。

「スヴァリン！」

　光のドームにより、防ぐ。そして、防ぎながら、

「ロキ！」

　目に万物を見抜くモノクルが現れる。

（与一の本体、弓はどこだ!?）

　周囲を見回す。

「！」

　モノクルを通して見える視界の中で、何かがキラリと光る。天井の壁から突き出した兵器の残ざん骸がいの陰で、与一の弓の形状をした光が点滅していた。あそこだ！

　そして、

「ここで、一いちの宮みやさんの力を使う！」

　頭に一宮さんの鎖とその軌跡を思い浮かべる。同時に右手から分銅鎖が現れ、放たれる。鎖はカーブするように飛んでいき、兵器アームズに隠れた弓をピンポイントで攻撃した。強烈な爆発が発生し、与よ一いちの本体を粉砕する。

「アローシャワー！」

　オレが手を翳かざすと、そこから大量の矢が吹き出し、四方八方へと放たれた。大量の矢の嵐あらしは、〝万能の杖ソクラテス〟と、本体の姿が見えない〝メビウス〟をあぶり出す。そして、反撃の隙すきも与えずに爆発させた。

「すごいな……。この戦機乙女ヴアルキユリアの力は」

　テッセラクト指向性の高い生徒会メンバーだからなのか、今ままでの戦機乙女の力よりも強力に感じる。自分がそれを扱えることに若じやつ干かん戸惑うくらいに。

　ゆっくりと、一いちの宮みやさんたちのいる場所へ戻る。

「ごめん……。みんなの兵器、壊しちゃって」

「それは大丈夫だわ。〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟さえ消えれば、私たちはいつでも自分の兵器を呼び出すことができるから」

　一宮さんはオレを安心させるように言った。

「これで、新しん藤どうくんはたぶん、今、揃そろえられる中で最大限の装備を手に入れることができた。六りく道どうさんを助ける道具立てが揃ったわね」

「うん、オレもそう思います」

　頷うなずくと、生徒会のみんなと〝戦機乙女〟たちを見た。

「だからここからは、オレだけで行く」

　一宮さんたちも、その言葉に驚かなかった。

「私もその方がいいと思う」

　三み浦うらさんと四し之の杜もりも頷く。ただ五いつ木き先生だけは、

「というか、私だけなぜ……キス」

　シクシクと足を組んで地面にノの字を書いていた。

「先生はもうテッセラクトの観点では更こう年ねん期きって、自分で言ってたじゃないですか」

「どうせ私は更年期の女……」

「いやいや、まだ先生若いですって！」

　オレは五木先生の肩を慰めるように叩たたくと、一宮さんたちの方を見直した。

「じゃあ、六道を連れて帰ってきますから」

「ええ、彼女のこと、よろしく頼むわ」

　オレは頷くと、飛ぶイメージを頭の中に作り、再び手足にリングを発現させる。そして、浮遊した。眼下でサムアップしている一宮さんと五木先生にサムアップを返すと、オレはドームの深層部へ進んでいった。

「六道……」

　飛びながら、オレはその名前を呼ぶ。

　もうここからは、誰も味方はしてくれない。戦機乙女ヴアルキユリアの力だけが頼りだ。彼女たちの力を使って、オレは六りく道どうを助ける。

　グッと拳こぶしを握り締め、さらに先へと急いだ。

　やがて、進む先にうっすらと赤い光が見えてきた。その光が近づいてくるに連れて、洞どう窟くつのドームはさらに広がっていく。すぐに行き止まりに到達すると、目の前に巨大な空間が現れた。

「どうなってんだこれ……」

　空中に留とどまったままオレは呟つぶやく。

　目の前に見えるのは、黒い色をした木の幹のようなものだった。鈍い、忌々しい赤い色を根元から放ちながら、それがドクドクと脈みやく動どうしている。

（これが、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟？）

　その姿に圧倒されていると、




『ここまで来たか……』




　聞き覚えのある、少女の声が洞窟内に響き渡る。

　十年前、そして三日前も聞いた、圧倒的力を持つ存在。

〝万の兵器師〟！




『こんなところに来て、どうするつもりだ？　私はお前の意志を持った兵器アームズを使っても、根絶することはできないだろう』




「……六道を返せ！」




『それはできない。私がこの世界に完全な形として羽化するにはコアが必要だ。あまつさえ、彼女は自分からコアになることを望んだのだ』




「もとはオレがそれになるはずだった！」




『だが、お前よりも彼女の方がコアとして相応ふさわしい』




〝万の兵器師〟は鼻で笑った。

『どうしても、助けたければ、力ずくで奪っていくがいい』




「じゃあ、そうさせてもらう！」

　漆しつ黒こくの木の、赤い光を放つ根元を目指して飛んでいこうとする。

　その時、

　こちらに向かって、幹から漆黒の炎ほのおが放たれる。十年前、七なな夜やさんの別荘と森を焼き尽くしたあの炎だ。

「スヴァリン！」

　絶対孤高の盾イージスをオレは展開する。オレを包みこむ光のドーム。それに、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟の漆黒の炎が襲いかかった。

　光のドームが共振するように揺れ、ドームを形成した光の壁の一部がグニャッと曲がる。




　次の瞬間──、

　ハンマーで打ち付けられた薄い窓ガラスのように、絶対孤高の盾が粉々に砕け散った。同時に漆黒の炎も消える。

　同時に、前方に衝撃波が発生し、オレの体が後方に吹き飛ばされる。背後の兵器アームズの壁に激突した。

「つ────────！」

　背中に走る強烈な痛みに、悲鳴を上げた。

（ハンパねえ）

　相打ちとは言え、初めてスヴァリンの盾を、ガチンコで壊された。今まで、これほど簡単にスヴァリンを破った敵はいない。

（だけど、こっちはもとから倒すつもりはないんだ！）

　オレは壁に張りついたまま、手を漆黒の樹木に向けた。

「アローシャワー!!」

　矢を放つ。嵐あらしの雨のように大量に発生させた矢が、次々と暗黒の木に突き刺さっていく。




『キャ────────────────』




〝万の兵器師〟が悲鳴を上げた。

　数多あまたの矢の弾幕に紛れながら、オレは〝万の兵器師〟へ急接近する。

「ロキ！」

　万物の特性を見破る〝戦機乙女ヴアルキユリア〟の名を呼んだ。モノクルがオレの目に発生し、目に入る世界が変わる。

「六りく道どうはどこにいる!?」

　オレの言葉に呼応するように、モノクルを通して見える黒い幹の根元の部分が、赤く鋭するどく光った。

「あそこへ！」

　一いちの宮みやさんの分銅鎖を発生させ、それを赤い光る部分に向かって飛ばす。分銅鎖が黒い幹を形成する雲を裂き、四散させた。幹は吹っ飛び、そこへ大樹の〝うろ〟のような穴が開いた。

　オレはその場所へ全速で接近し、その〝うろ〟に飛びこんだ。

　中に入った瞬間、いきなり周囲の景色が変わる。

　そこは、太たい陽よう光が燦さん々さんと降り注ぐ砂利道。周囲には深い森がうっそうと茂っている。見覚えのある場所。七なな夜やさんに見せてもらった、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟が初めて物理世界に現れた、十年前のまさにこの地……。

　その砂利道上に、女の子が立っている。六りく道どうだ……。正確には十年前、幼い姿をした六道が立っている。まるで人形のように、ポツンと、微び動どうだにせず直立不動でいる。

「六道……」

　オレは砂利の上に降り、彼女の前に立つ。

　幼い六道を見つめる。寂しげな、どこか心配そうな表情を浮かべている。十年前のあの事件の時の六道に似ている。

「なあ、六道」

　オレは笑いかけた。

「三日くらい会っていないだけなのに、なんか、ものすごく久しぶりな気がするな。そんなことないか？」

　反応はない。それでも構わなかった。

「たった三日くらいの間だけど、色々あったんだ。斉さい藤とうさんが死んで、オレが〝万の兵器師〟を復活させて、あまつさえ、六道がその中に取りこまれた後……、オレは、何をすべきなのか分からなくなって、学園を飛び出した」

　やはり反応はない。オレは語りかけ続ける。

「そして、オレは七夜さんに会って……、十年前に、この場所で何があったかを知ったんだ……」

「……」

　人形のような六道が、ピクリと動く。

「つーか、オレ、ばかだよなあ。完全に忘れていたんだからさあ」

　オレは目を細める。

「十年前に、この場所でオレは六道に会って、それが原因で〝万の兵器師〟がオレの中に入ったってことをさ」

「……」

　再び六りく道どうが動く。

「なのに、オレは自分の中に〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟が入った理由を君たちのせいだと思ったし、助けてくれたのも、その引け目からだと思っていた。なんか、滑こつ稽けいだよな。オレ、バカみたいだよな」

　本当にバカだったと思う。

「でも、そうじゃなかったんだよな。十年前、オレはこの場所で六道に出会って、そして、オレは何を思ったのか〝万の兵器師〟から六道を助けようとした。そのために、オレの中に、好ましくない同居人ができたわけだ。責任はオレにあった」

　オレは首を横に振る。

「なあ、六道さあ……」

　オレは目を細め、幼い姿の六道を見つめる。

「前にも言ったかもしれないけれど、オレは学園にやってきて、初めて桜の木の下で六道を見た時、不思議な気がした。なんだか懐かしいような、不思議な気がしたんだ。十年前に、ほんのわずかな時間、交流しただけだったのに、オレは六道のことをどこかで、覚えていたみたいだ。不思議だよな。〝万の兵器師〟のことは忘れていたのに、君のことはどこかで覚えていたみたいなんだ」

　幼い人形のような六道の目から、涙が細く垂れる。

「それくらい、十年前のことは、オレにとって大事なことだったんだと思う。〝万の兵器師〟のことよりもさ」

　オレは六道の目の前にしゃがんだ。

「十年前、オレが君を助けようとしたことは、たぶん、困っているのを放ほうっておけなかったんだと思う。そして、その気持ちは今も変わっていない。オレは六道を守りたいと思っている。でさ、その理由は……」

　オレは幼い姿の六道に顔を近づける。

「その理由は、十年前もそして今も、オレが、六道のことを、好きだからだ」

　六道の唇に唇を重ねた。




　次の瞬間──、




　人形のようだった幼い六道の瞳ひとみに光が宿った。その大きな、眼光の鋭するどい目に涙を浮かべて、

「新しん藤どう！　十年の間、ずっと会いたかったんだ！」

　オレに抱きついてきた。
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　その体を受け止めると同時に幼い六りく道どうの体が光に包まれた。そして、その体は大きくなっていき、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟に取り込まれた時の姿の六道に戻っていく。

　オレは六道の肩を抱いて、立ち上がらせる。

「……」

「……」

　無言で見つめあうオレたちの頭上、巨大な魔法陣が渦巻いた。その中から、頭に羽根が生え、甲かつ冑ちゆうを着た小さな女の子が降りてきた。

　オレと六道の間に生まれた〝戦機乙女ヴアルキユリア〟──。

　名前は既に決まっていた。

「「グングニル！」」

　オレと六道はその名前を叫ぶと、女の子がその可愛かわいい顔でこちらを向いた。

「はい、ママ、パパ」

　と言って、ニッコリと笑った。六道とは違って、素直な性格をしていそうだった。少なくとも外見は。




『なぜだ！　なぜ、そのような戦機乙女を呼び出す！』




〝万の兵器師〟の声が聞こえ、周りの景色がかき消された。うっそうとした森、砂利道は消え去り、空から降りてきた帳とばりのような漆しつ黒こくの闇やみに包まれていく。その闇から黒い炎ほのおの固まりが伸びてきて、オレたちを覆いつくそうした。

　六道と戦機乙女〝グングニル〟の手を引いて、オレは上方向へ飛び、漆黒の炎を避けた。そのまま上昇を続けて、うろの入口から外に飛び出した。




『くっ、またしてもお主たちは、あちきのやることを邪魔する!!!』




〝万の兵器師〟が咆ほう哮こうを上げた。

　黒い巨木のようだった形が姿を変える。幹の下部が二つに割れ、さらに上部が三つに割れた。まるで巨人のような形状となった。

　オレは六道、戦機乙女と共にその前に降り立つ。手を握りあうと、その手を迫りくる漆黒の巨人へ向けた。

「「グングニル────────────────────────！」」

　一緒に、呼び出したばかりの戦機乙女の名を呼んだ。

〝グングニル〟の姿が消えて、光の粒子となって繋つながれたオレと六道の手を包みこんだ。光の粒子は集まり、大きくなっていくと、巨大な鉾ほこになっていく。

　六りく道どうが兵器アームズとして呼び出す〝天乃魔返鉾グングニル〟よりもさらに巨大な鉾ほこ。七色に輝く金属でできたボディは、まるでミサイルのようだ。

　それを、オレと六道は巨人、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟へと向ける。




『や、やめろ！　その鉾をあちきへ向けるのを止やめるんだ─────！』




〝万の兵器師〟が悲鳴のような咆ほう哮こうを上げ、しならせた漆しつ黒こくの両手をオレたちに向けて伸ばした。

「新しん藤どう！」

「おう！」

　オレたちは頷うなずきあい、




「「グングニル───────────────────────────────────────────────────────────────────────！」」




　叫ぶ──。次の刹せつ那な、

〝グングニル〟から、七色の光の束が放たれた。〝天乃魔返鉾〟よりも、大きく、強い光が飛んでいき、〝万の兵器師〟を捉とらえた。




『ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ』




　絶叫が響き渡る。

　その瞬間、漆黒の巨人が砕け飛んだ。

　壁に投げつけた水風船のように、細かい黒い影の飛沫しぶきが周囲に飛び散る。その飛沫はさらに小さな粒となって散り散りになり、そして霧のようになって消えていく。まさに、霧散だ！　だが、それだけでは終わらなかった。

〝万の兵器師〟を切り裂いたグングニルの光はそれでも力を弱めることなく、周囲の壁に当たりながら空洞全体に広がっていった。

　光が洞どう窟くつの壁を形成していた兵器をかすめると、それらが光の粒子となって、次第に消滅していった。

「な、なにが、起きているんだ？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「恐らく、〝万の兵器師〟によって強制的に吸い出された兵器が、テッセラクトへ帰還しているんだ」

　六りく道どうが寂しげに目を細めた。

　やがて、壁を形成していた兵器アームズたちが全すべて消える。ダンジョンのようになっていた場所が、元のガランとした地下の空洞に戻っていた。人工的なコンクリートの柱や天井、そして十年前に消失した森と七なな夜やさんの焼け落ちた屋敷がすぐ近くに現れた。

「終わった……のか？」

　薄暗い中、オレは呟つぶやくように言った。

「恐らくな」

　六道が険しい顔を保ったまま言う。

　繋つないでいる手をゆっくりと離す。それから改めて、顔を見合わせた。

「六道……」

「新しん藤どう……」

　ほとんど完かん璧ぺきに声が重なった。ちょっと気恥ずかしく感じた。

「そっちからでいい」

　少しムスッと言う六道。

「いや、オレはさっき、言いたいこと、言ったから。六道からで」

「う、うん」

　六道は少し緊張の面持ちで頷うなずいた。

「……今まで本当のことを説明しなくて悪かった。確かに、私自身も全てをわかっていたわけじゃなかった。でも、それを言い訳に、知っていることすら説明しなかったのは、私の怠たい慢まんだった。そのせいで、新藤に無用な誤解を与えてしまった」

　そう言って、小さく頭を下げる。

「いやこっちこそさ。元々、オレが原因で、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟が体の中に入ったっていうのに、なんか六道たちのことを疑ってしまった。ごめんな」

　オレも頭を下げる。

「い、いや、しかし、私がちゃんと説明していれば……」

「それを言うなら、オレもきっちり説明してくれるよう言えばよかったんだけど、いつも悪い癖で流しちゃったからな」

「むう。しつこいな、私が悪かったと言ってるんだから、それでいいじゃないか」

「それを言うならオレが悪かったって言ってんだから、それでいいだろう？」

「そういうわけにいかない」

「なんでだよ、相変わらず分からずやだなあ」

「……私は分からずやではない」

「……いや、それだけは間違いないぞ」

「むう」

「なんだよ」

　睨にらみ合っていると、足元で誰かにズボンを引っ張られた。見ると、少女の姿に戻った〝グングニル〟が、オレと六りく道どうを見上げていた。

「パパ、ママ、なんで喧けん嘩かしてるの？」

　キョトンと言う。

　その顔を見ていると、急に、笑いがこみあげてきて、プスッと吹き出した。

「確かにグングニルの言うとおりだ。なんでオレたち、一緒に大ボスをやっつけたっていうのに、喧嘩してるんだ？」

「うん。喧嘩をする理由はないな」

　六道も笑う。

　本当に久しぶりに見た気がする六道の笑顔に、自分がこの笑った顔が好きだということを、改めて気づかされた。そして、勢いとはいえ、さっき、六道にほぼ告白に近いことをしたことを思い出す。

「ん？　どうかしたか？」

　ジッと見ていると六道に不思議な顔をされたので、慌ててそっぽを向く。

「い、いや、なんでもない。じゃあ、戻ろうぜ。ただ、この暗さだとどっちに行けばいいのかも分からないな」

「恐らく、すぐに光源が回復するはずだ」

　と、六道が言い終わらない内に、

『照明システム回復しました！　点灯します！』

　ヘッドセットのイヤホンからカナちゃんの声がして、天井に配置された百万個のＬＥＤ照明が一気に点灯した。

　周囲を見渡すオレ。以前来たときと同じ、十年前を切り取ったような光景に戻っていた。ただ前は、この景色に圧迫感を覚えたが、違う。まるで自分の原風景を見ているかのような、穏やかな気持ちでいられる。

　十年前、この場所で全すべてが始まり、今に至っているのだから。

　人の声が聞こえたので、オレと六道は振り返る。朽くちた森のはるか向こうから、一いちの宮みやさんたち生徒会のメンバーがこちらに駆けてくるのが見えた。

　オレが手を振ろうとしたその時、




『もう少しで羽化できたのに、あちきは無念だ』




〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟の声が頭上から聞こえた。

　見上げると、明々と照らす白色の光が、グレーブヤードの上空に渦巻く黒い無数の影を浮き上がらせていた。グングニルで四散した、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟の影の残ざん骸がいだ。




『だが、まだ諦あきらめはしない。小僧、もう一度、そなたの中に戻って、次の機会を待たせてもらうぞ！』




　言うや影が一つに集まり、オレに向かって飛ひ翔しようした。

「グングニ──」

　六りく道どうがグングニルで迎撃しようとするが、それよりも先に、影はオレのすぐ目の前にまで迫っていた。

「新しん藤どう！」

　六道が悲鳴のごとき声を上げた瞬間、

　目の前を、長い紫色の髪が横切った。

「!?」

　その人物が、オレと影の間に立ちはだかる。目を見開くオレの目の前で、〝万の兵器師〟の影は、その人物の胸の中へと吸いこまれる。

　十年前とよく似た光景。

　だが、今回は守る人間と守られる人間が違った。

「これで貸し借りはなしにしてもらえますか？」

　和服姿の美人がニッコリと振り返る。七なな夜やさんだった。

「し、七夜さん！　な、なんで？」

「私なら、この中に〝万の兵器師〟を不胎化したまま、生きていけますから。……これが私の考えた責任の取り方です」

　そう言って胸を手でおさえる。その胸の内側では、〝万の兵器師〟の心臓が鼓動しているのだろう。

　七夜さんが言っていたけじめのつけ方……。それは自らがこの世界に呼び出し、他人の中に封じられた〝万の兵器師〟を、自らの中に封印することだったわけだ。誰もあの強大な存在を完全に消滅させられないことを知っていたからこそ。

　それから、七夜さんは六道の方を向き、幽霊でも見ているかのような顔をしている彼女に向かって頭を下げた。

「お久しぶりです。麻ま奈な」

「……お姉さま」

　六道はよろよろと、近づいていく。そして泣きそうな顔で七夜を見つめる。その頬ほおに、七夜は優しく触れた。

「私の力不足のために、迷惑をかけましたね」

「……いえ。ですが、どうして今まで姿を見せてくださらなかったのですか？」

「私には責がありますから。この罰は一人で負うべきものです……」

　七なな夜やは寂しげな顔をし、六りく道どうから手を離し、背中を向ける。

「また、どこかへ行くのですか？」

　六道が悲しげな顔で問う。

「私はけじめをつけなくてはいけませんから……。私自身の力で」

　背中を向けたままそう言い、歩き出そうとする。

「七夜さん、もうよくないですか？　けじめなら今までの十年間とさっきので十分じゃないですか？」

　思わず、オレは叫んだ。

「……」

　七夜さんが足を止める。

「七兵器家セブン・アームズは、今後もこの学校エピタフの運営を続けます。どうか、七夜家の力を貸してください」

　六道が泣きそうな声で言う。

「だが……」

「私もそうしてくれると助かるわあ。関係者がみんな私より一まわりも歳とし下したで、ちょっとやりづらかったのよねえ」

　五いつ木き先生の声が聞こえた。いつの間にか、一いちの宮みやさんたち生徒会のメンバーが、集まってきていた。

「それに……由ゆ実みさんが不胎化した〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟は、監視されている方が、安全上好ましいはずです」

　一宮さんも言う。

「みんなも待っています。どうか、七兵器家へ復帰、してくれませんか？」

　六道は真剣に七夜さんを見つめる。一宮さんたちも同じような顔をしていた。本当に七夜さんは六道たちに慕われていたようだ。

　七夜さんはみんなの顔を見回すと、小さくため息をつく。

「……分かりました。今の盟めい主しゆに従いましょう」

　生徒会は歓声を上げて、七夜さんを取り囲んだ。

（やっぱ、七夜さんって特別な存在なんだな……）

　安あん堵どのため息をつき、細めた目で六道たちを見守っていると、

「「パパ───！」」

　幼い女の子たちの声が聞こえた。見ると、幼い女の子二人、スヴァリン、ロキが駆けて来ていた。その後ろには、最も上がみと日ひ比び野の、二ふたッつ谷やの姿もある。

「「パパ!!!」」

　二人の戦機乙女ヴアルキユリアたちは左右からオレに抱きついてきた。

「パパ、悪いヤツはやっつけること、できたの？」

　スヴァリンが言う。

「おう、みんなのお陰でな！」

　全員の頭を撫なでていると、一人、抱きついていなかった〝グングニル〟がムスッと口を尖とがらせた。

「……私もがんばったのに……」

「ああ。〝グングニル〟も頑張ったよな」

　ヘルムに覆われた頭を撫でてやった。

「やっつけたって……、諸悪の根源をやっつけることはできたの？　これでもう戦うことはなくなったの？」

　最上も心配そうにオレを見る。

「ああ、まあ、大体は」

「そう、よかった」

　最上が目に浮かんだ涙を拭ふく。日比野もホッと胸を撫なで下おろしていた。

「じゃあ、新しん藤どうはもう、天使アポストルスたちとも戦う必要はないわけ？」

「ああ、たぶん……」

「じゃあ、それって、この先、新藤がここに……」

　最上が何か言いかけた時、七兵器家セブン・アームズの面々と話していた六りく道どうが、突然、こっちを向いた。少し心配そうな顔で。

「新藤……」

「なに？」

「新藤の中にはもう、〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟はいない。微小な欠片かけらは残っているが、それが動きだすのは恐らく、何十年もの時間がかかるだろう。だから──」

「？」

「だから、結論を言えば、もう新藤はエピタフに残る必要はない。だから……新藤が望めば学校を辞めることもできる」

「「！」」

　最上と日比野が目を見開く。戦機乙女たちも驚いた顔をしていた。

「オレが学校を……辞める？」

　確かにオレがこの学校にいさせられたのは、〝万の兵器師〟に対抗できる〝兵器アームズ〟を引き出せる女の子たちがいるからだった。だが、兵器の使用が必要なくなった今、テッセラクト指向性があるんだかないんだか分からないオレが、ここに残る理由はない。というか、いても仕方がない。

「……パパ、いなくなっちゃうの？」

　スヴァリンがうるうるさせた目でオレを見上げる。スヴァリンだけでなく、他の戦機乙女ヴアルキユリアたち、最も上がみに日ひ比び野の、生徒会のみんな、そして六りく道どうがオレを見ていた。

「……んなこと、あるかよ」

　鼻を鳴らしてやった。

「せっかく授業料免除、小遣いつきの条件で入学したんだ。少なくとも卒業するまでいるに決まってるだろ」

「来年には大学も作る予定ですが……」

「だったら、そっちもいくよ。もちろん、入学金も授業料も無料なんだろうな？」

　一いちの宮みやさんの言葉に、オレは答えた。こっ恥ずかしい気持ちになってるせいか、なんだかぶっきらぼうな言い方になった。

「やった───」

　嬉うれしそうに叫ぶ戦機乙女たち。

　最上や日比野、生徒会のメンバーたちもホッとした顔で見合わせている。

　つーかさ。

　学校を辞めるなんてできるわけないじゃないか。こんなにも何人も娘やらママやらを残して学校を去ることなんて、そんなことできるほど、オレは度胸がすわってないって。

「ってか、わざわざ、ここまで来てくれた最上たちに悪いけどさ、そろそろ地上に戻ろうぜ。なんかオレ、早く、太たい陽ようの光を浴びたいんだよ」

　そわそわしながら言うと、六道が満足そうに頷うなずいた。

「そうだな。じゃあ戻ろう、私たちの学校に」

「おう」

　エレベーターに向かって歩きながら、賑にぎやかに歩く女の子たちの姿を見てオレは思う。

（終わった……）

　体中を満たしていく安あん堵ど感。これでようやく、オレは正体不明の〝天使アポストルス〟と戦うこともなくなり、入学前に抱いていたような穏やかでハッピーな学園生活を取り戻すことになるのだ。六道がいて、生徒会のみんながいて、最上がいて、日比野がいて、戦機乙女たちまでいる。こんな女の子ばかりに囲まれた、夢のような学校生活が開始するのだろう。めでたしめでたしのキャンパスライフが待っている……。

　だが、

　ただ、そこには一つだけ、欠けたものがある。

　オレは歩きながら、目立たないようこっそりと、ブローチをポケットから取り出す。

　それをつけていた人の顔を思い浮かべて、呟つぶやく。

「じゃあ、オレは戻るから。……サヨナラ」

　と。

　それは、三日ぶりに言うことができた別れの言葉だった。









　　　　エピローグ






　季節はめぐる。




　無事に第一回エピタフ文化祭をこなし、秋を経て冬になり……。クリスマスには海外から帰ってきた両親と一日だけ過ごし、新年は寮で迎えた。

　そして春が来て、三月に三年生から入学したエピタフの第一期生が卒業した。そして、ほとんどの生徒が新たにできた大学、エピタフ大等部へエレベーター式に上がっていった。

　その間、学園ではちょっとした変化があった。

　今まで存在は噂うわさされながら一度も生徒の前に出てきたことのなかった学園長が、人前に現れるようになったのだ。というのも、六りく道どうから受け継ぐ形で、七なな夜やさんがエピタフの学園長になったからだ。突然、現れた美人の学園長に数少ない男子だけでなく、女子生徒も興奮した。卒業式では和服姿で見事なスピーチをして、卒業生に手向けの言葉を送って涙を誘っていた。




　そして、さらに時は進み四月二日、入学式の日。キャンパス内の桜が咲き乱れる中、再び、多くの新入生がエピタフに入学してきた。〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟の心配がなくなっても、今まで通り、テッセラクトの正しい知識と使い方の教育のために、去年と同じように全国からテッセラクト指向性の高い生徒たちが集められている。

　オレはというと二年生になって、クラスも変わった。陰いん謀ぼうなのか、偶然なのか、オレは六りく道どうを始め生徒会メンバーや最も上がみとは別のクラスになった。例の事件を知る中では、唯一、日ひ比び野のさんだけが、同じクラスだった。

「ええっと、新しん藤どう一いち路ろといいます。たぶん、知ってる人もいると思うけど、この学年だと二人しかいない男子の一人です」

　自己紹介の時、大半の今まで一緒になったことのない女の子たちに向かって説明したが、反応は薄かった。

　説明するまでもなく、一年間のキャンパスライフでオレの存在はそれなりの知名度になっていて、「同じ学年の男子の内、うざくない方」という、有難いのか有難くないのかよく分からないレッテルを貼はられていた。

「ねえ、せっかく一緒のクラスになったんだから、お祝いにどこかに遊びに行こうよ。ロキちゃんたちも呼んでさ」

　放課後、廊下で日比野に言われた。高校二年生になって、彼女はますます美人になったような気がする。優等生なのは相変わらずで、胸の見み栄えがどうなっているかはよく分からないけど、制服の上から見る限り前と同じでグラマラスだ。

「ああ、いいよ。でも、オレ……一度、寮に戻るから。それからでもいい？」

「うん、じゃあ、エピタフモールで待ち合わせだから。遅れたら怒るから」

　少し怖い顔をされた。

　オレは日比野と別れると、校舎を後にした。日比野に言ったように寮には行かず、正門へと向かう。

　正門の前まで来ると、小高い丘を登っていく小道を見る。ぴったり一年前、誕生日の今日、オレはこの場所から、この学校を見回したのだ。

　あの時と同じように、満開に咲き乱れた桜の木。桜吹雪の中を、オレは歩いていった。

「懐かしいなあ……」

　一年前と同じように、小道を上がっていく。

　ここを歩きながら、オレは十年ぶりに六道と再会したのだ。

　その六道とは──。

〝万の兵器師〟の一件の時、オレがほとんど告白のようなことをしたにもかかわらず、二人の関係はまったくと言ってよいほど進んでいない。学校内の『戦機乙女ヴアルキユリア担当』として、正式に生徒会には所属するようになったが、天使アポストルスを迎撃するという共通の目標がなくなったために、むしろ以前よりは会話が少なくなったような気もする。

　だから、六りく道どうとの関係について、今後どうするか、そろそろ本気で考えようと思っていた頃だった。それを決断するためもあって、この日、オレはここに来たのだ。

　グランドが見えてくる頃、

　オレはふと顔を上げる。一年前もやったように、ふと、グランド脇に並んだ桜を見た。

「!?」

　桜吹雪が舞う中に、エピタフの制服を着た女の子がいた。

　六道──、

　ではなかった。だが、どこかで見たことのあるような雰囲気の女の子が立っている。オレは小道を駆け上り、グランドの桜木の下まで走った。

　女の子が不思議そうな顔で振り返る。知らない女の子だった。見たことのない、ものすごく可愛かわいい女の子だった。髪はセミロング、華きや奢しやで、一年生の校章をつけている。そして、幼さの残る容姿と平均的な身長とは裏腹に、体つきは日ひ比び野の以上にグラマラスだった。なんていうか、アニメのキャラクター体型だ。

「どうしたの、こんなところで？　君、一年生だよね？」

　やや、がっかりしながらオレは言う。

「実は……、迷ってしまったのです。今日、これから入学式があるんですが」

　女の子は上うわ目め遣づかいで言った。

「そうなの？　それはやばい。じゃあ、講堂まで送っていってあげるよ」

「ありがとうございます！」

　女の子は目を輝かせながら言う。

　講堂までは大グランドを横切った方が早い。オレは女の子をそちらへ誘導していく。

「それ、可愛いですね」

　後ろを歩く女の子が、オレの鞄かばんのポケットについている、葉っぱのシルバーのブローチを指差した。

「だろ。オレも気に入っているんだ」

　オレは立たち止どまると、笑んでそれに触れる。

「……嬉うれしいです」

　女の子が優しげに目を細める。

　オレが「えっ？」と聞き返した時、

　突然、鞄にしまっていた学校から支給された携帯電話がけたたましく鳴り響いた。危機感を煽あおる警報音だ。

（緊急アラームだと!?）

　数すうヶか月げつぶりに聞いた音だった。〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト〟事件解決後は、一度も鳴ったことがない。そんな事件が起きるはずがない。

「ちょ、ちょっと待ってて！」

　オレは女の子に背中を向けて電話を鞄かばんから出した。やはり、六りく道どうからだった。

「どうした、生徒会長!?」

「新しん藤どう！　信じられないことかもしれないが、……〝天使アポストルス〟が発現した！」

「マジかよ！　ってか、現れたってどこに!?」

「大グランドだ！　今、生徒会メンバー全員がそちらへ移動中だ！」

「大グランドって……ここじゃん！」

　オレが周囲を見渡そうとした時、

「……先輩。まだ持っていてくれて、嬉うれしいです」

　突然、女の子が抱きついてきた。そして、オレの首に腕を絡ませると、オレの口に向かって、

　チュッ──と。

　女の子がオレにキスしてきた。

「？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　オレは頭を真っ白にしながら、震える指で女の子を指差した。

「な、な、な、な、な、な、な、なんですとおおお─────────────────？？？？？？？？」

（つ──か、このままだと！）

　思わず空を見上げた。

　オレの中にはまだ、万の兵器師テンサウザンド・アーミストの魂の一部が入ったままだ。〝万の兵器師〟の復活の可能性はほとんどなく、あっても五十年後くらいという話だけど、女の子から戦機乙女ヴアルキユリアを引き出す力は残っている。入学早々、空中から女の子が現れるのを見たりしたら、パニックになるかもしれない──。

　オレは唇を噛かんで空を見つめていたが、

「って、あれ？」

　いつまでたっても、戦機乙女は現れなかった。ゲートも現れる兆しがない。

「なんでだろう？」

　オレは眉まゆ根ねを寄せて、女の子を見た。女の子はコロコロと笑いながら、こちらを見ている。まてよ。この純粋無む垢くな笑顔、どこかで。

「新藤くん、お久しぶり」

　いきなり、女の子が言った。

　聞き覚えのある声だった。

　今のまさしく、間違いなく……、

「さ、斉さい藤とうさん!?」

　全く別の顔なのに、目の前にいるのは斉藤さんに間違いなかった。

「正解！　よくわかったね！」

　女の子はニッコリと笑うと、「ただいま」と言って頭を下げた。その姿はまさしく、斉藤さんに他ならない。

「ど、ど、どうして？　つ──か、どうなってるの？」

　斉藤さんならあの時、公園で、消滅したはず。いや、実際に姿は違うわけだから、正確には復活しているわけではないが。

「そりゃ兵器アームズがいくら壊れても復活できるのに、天使アポストルスが復活しない理屈なんてどこにもないでしょう？」

　澄ました顔で斉藤さんは言う。

「そ、そりゃそうか……。いや、そういうものなのかあああああ？？？？」

　確かに、エクスカリバーもジェスターも一度は破壊したが、復活したけど。

「う───ん、私もよく分からないけど、テッセラクトの意思は、今後もあなたたちを近くから見張れと言っているみたい。だからこれからは新しん藤どうくんの傍そばにずっといるよ。最低、五十年間はね！」

「そ、そんなにずっと？？？？！！！」

　叫んでいると、

「新藤──────────────！！！！！！！！！！！！！！！！」

　六りく道どうの声と共に、沢山の足音がこちらに近づいてきていた。六道を先頭に、一いちの宮みやさんたち生徒会メンバー、今年に入って新たに生徒会メンバーとなった最も上がみや日ひ比び野の、さらには七なな夜やさんや三人の戦機乙女ヴアルキユリアたちもが、こっちに向かってきていた。

「どういうことだ？　カメラで確認したぞ！　どうして、天使が新藤にキスをしてるんだ!?　何が起きているんだああ!?」

　眉まゆ尻じりを鋭角に上げながら、六道が叫ぶ。

「いや、その、どうも……、この人は斉藤さんらしい」

「!?」

　さすがに六道も驚いたようで、口をパカッと開けた。

「そんなことが……。い、いや、例えそうだったとして、な、なぜ、彼女が新藤にキスをしないといけない!?」

「だって、私だけ、キスしてないし」

　と、生まれ変わった斉藤さんが澄ました顔で言う。

「いや、そんなことないだろ！　て、展望台でしていたじゃないか！」

「あっ」

　いけね、な感じで、斉さい藤とうさんは口を押さえた。

「忘れていたの───!?」

　頭を抱えていると、斉藤さんは「あ、あれは事故だからノーカウントだよ」と言い訳をしていた。

「とにかく、私はこれから、五十年は新しん藤どうくんとずっと一緒にいるつもりだから。以後、よろしくね！　新藤くんの好みに合わせて、体型もバージョンアップしました」

　そう言って、腕を絡ませてくる。身長に似つかわしくない発育のよい胸が、腕にギュッと押し当てられる。斉藤さん、なんだか以前よりも積極的になった気がする。これも生まれ代わった効果だろうか。

「そんなことは、許されないぞ。新藤とずっと一緒にいるなんて！　うらやま、いや、けしからん！」

　六りく道どうが黒髪を横に振りながら叫ぶ。

「でも、それがテッセラクトの意思だから仕方がないって」

「そんな意思、私の知ったことかああ！」

「というか五十年って……。五十年後って、新藤くんは何歳だっけ？」

　五いつ木き先生が首を傾かしげる。

「六十六、いや、今日、誕生日を迎えたから六十七か」

「それまでずっと一緒にいたりしたら、ほとんど夫婦じゃない！」

「よろしくお願いします。旦だん那な様」

　斉藤さんが丁寧にお辞儀をする。

「そんなことは、許さない！」

「そうよ！　私だってこの歳としで子持ちにされたんだから。新藤くんをあなた一人に渡すわけにはいかないわ！」

　日ひ比び野のまでもが叫ぶ。

「それは私だって同じよ！」

「というか、生徒会の大半はそういう状況だけど……」

　最も上がみも、一いちの宮みやさんまでもが不満そうな顔でオレを見ていた。

「で、新藤はどうするつもりだ！　復活した彼女と一緒に生きていくつもりなのか!?　そうなのか？」

　今にも掴つかまれそうな勢いで、六道に聞かれる。

「い、いや、いきなり聞かれても……オレもまだ混乱状態で……」

「じゃあ、断るのだな？」

「そうなの、新藤くん!?　ショック！」

　斉さい藤とうさんメソメソと泣なき真ま似ねをする。

「というか、一緒に生活するってどういうことなんでしょう。同じ寮の部屋に住むってことですか？」

　二ふたッつ谷やのとぼけた質問に、

「ふ───不潔！」

　三み浦うらが悲鳴を上げた。

「……たぶん、それは違う……」

「若い人たちは、元気があっていいわあ」

　四し之の杜もりと五いつ木き先生も何か言っていた。

「パパ───、みんななにやってるの？　早くどこかに行こうよおお」

　それに戦機乙女ヴアルキユリアたちの無邪気な声まで混ざってくる。

「どうなんだ、新しん藤どう！　早く、決断しろ！」

　迫ってくる六りく道どう。

　その迫力に、額に汗を浮かべながら、オレは考える。

　なんなんだよ、この状況は!?

　生まれて以来、もてたこともなく、きちんと恋人、というものができたこともないというのに、どうしてキスの経験だけは豊富で、この歳としで子供が何人もいて、しかもそのママというのがオレの周りにいっぱいいるのか。まだ十七歳だというのに！

　これからどうなってしまうか分からないが、今後も、普通の一般的な恋愛のようなものとは縁遠くなることは間違いない。一般女性とデート中に何人も子供たちが現れて、「パパー」と呼ばれるものなら、尻にしかれるのは当然だ。

「やってられるかよ！」

　オレは回れ右をすると走り出した。

「あ、逃げたぞ！」

「追わなきゃ！」

　全速力で走るオレに、六道たち女の子の大量な足音が迫ってくる。グランドから地鳴りが上がっている。オレより運動能力の高い六道によって、オレはすぐさま捕まえられることになるだろう。そして、オレは再び女の子たちに囲まれることになるのだ。たぶん、これから先もずっと。

（まあ、それはそれで楽しいかもしれないけどさ……）

　少し口を緩めながら、オレはグランドを全力で走り抜けていく。








キスから始まる戦機乙女３　おわり








　　　　あとがき









　お久しぶりです。月つき見みです。

　始まりがあれば終わりがあるのが世の理ならば──。〝キスからはじまる戦機乙女ヴアルキユリア〟、最終巻。なんとか終わらせることができました。




　というわけで、最後なんでシリーズの裏話をする！　のもよいのですが、言うほどネタが揃そろってない。なんで代わりに作者の近況を綴ります。チラ裏とか言わないでくれよな。今回はちょっといつもと違うテンションですよ──。

　では最近、身の周りであった事件トップ３！





　第３位・猫の調子がよい



　つーか、しょっぱなから事件じゃねえ────。

　一昨年、開胸手術をして人間のこぶし大はある巨大な腫瘍の摘出手術をした飼い猫がようやく本調子になってきて、猫じゃらしにじゃれるようになりました。

　剃ったあそこの毛（胸毛）も生えそろい、完全に手術前に戻った感じ。めでたしめでたし。あとはもう一匹の猫と仲良くなってくれたらいいのですが、元気になったらまた喧けん嘩かを始めるように。みんなぁ、喧嘩はやめよーよ。





　第２位・大雪がやばかった



　富士山を間近に臨む、山梨県と静岡県の県境のようなところに住んでいるので、この前の雪はハンパなかった。家の耐雪性能20センチのカーポートの80センチほど雪が積もって、屋根がぐにゃあと曲がっていました。寝る前に三回も雪下ろしやったにも関かかわらずですよ！　しかも、玄関からの目の前の道路に出るのに、雪の山を二回も登って下ってという状態。どこの豪雪地域ですか？

　その日から一週間以上、毎日雪かき。にも関わらず自分の装備は鉄製の土堀りのみ。棍棒でカンダタに挑む気分を味わったぜ。





　第１位・腰痛がやばかった



　つーことで、激しい雪かきをしていたら、ぎっくり腰になりました。なったことあります、ギックリ？　普通に歩く時も腰を曲がってしまいます。ご老人が後ろで手を組んで歩く理由が分かります。椅い子すに座って執筆していると、その状態から起き上がれなくなります。背もたれに体を預けることもできません。このまま執筆なんかできんぞ、と思いましたが、意外なことに一週間ほどで直りました。病院でもらった湿布が効いたみたいです。




　以上が近況ベスト３。読み返してみて、本当にチラシの裏にでも書いておけよ的な内容にガックリです。次、書くときはもっと夢と冒険に満ち溢あふれた近況をお伝えしたいですが、たぶん無理です。腰痛もちに冒険は無理。







　さて、これが世に出回る頃には消費税が上がっているんでしょうね。増税は辛つらいですね。つーか、結構しんどいっす。

　でも若い読者のみなさんは、親に消費税分、お小遣いのベースアップを要求しましょうね。そうしたら給料が変わってないから、などと反論されると思いますが、そこは『日本のデフレ脱却に向けて必要なこと』と、粘り強く交渉しましょう。そうすれば今まで通り、本が買えますからね。ビバ！　アベノミクス二年目。







　謝辞です。

　本シリーズの立ち上げから関かかわってくださった編集の武たけ石いしさま。色々と面倒をおかけして申しわけございませんでした。今後とも、よろしくお願いいたします。

　また、素晴らし過ぎる絵をつけてくださったゆーげんさま。ご多忙の中、最後までクオリティの高い仕事をしていただき、ありがとうございました。

　最後までシリーズに付き合ってくださった読者の皆様にも感謝。本作はこれで最後ですが、シリーズでの経験は今後の自分の創作活動のエキスになって生き続けることになるでしょう。これからもなにとぞ、よろしくお願いいたします。ちなみに、自分の一番のお気に入りのキャラは七なな夜やです。意外ですね。




　では、またいつかお会いできる日を。





月つき見み　草そう平へい











　著者

　月見草平（つきみ・そうへい）

　　『魔法鍵師カルナの冒険』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。著作に『魔法鍵師カルナの冒険』シリーズ、『桜乃きらほ』シリーズ、『姫宮さんの中の人』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など。『かぐや魔王式！』でブレイク。




　イラスト

　ゆーげん

　　千葉県出身、東京都在住のイラストレーター。

　　最近はリポ●も●ガシャキも効かない体になりました！

　　これまで戦機乙女を手に取っていただき本当にありがとうございました。
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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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